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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Contents




プロローグ

第一章　ツグミ

第二章　赤い目

第三章　それぞれの選択

エピローグ

あとがき














　　　プロローグ







　彼女と出会ったのは、五歳さいの頃だった。

　いつものように幼稚園から帰ってくると、見たことのない年上の女の子がキッチンのテーブルでケーキを食べていた。

「こんにちは」

　にこにこしながらあいさつしてきた──でも、あいさつを返した記き憶おくはない。

　とにかく好きになれなかった。知らない人間に家の中にいて欲しくなかった。

　その夜、どうして彼女がうちに来ることになったのか、両親から長々と説明された。

「うちは遠くから誰かが来たら、必ず泊めることになっている。そういう決まりなんだ」

　あの人はいつ帰るの、と尋たずねると、

「それは分からない」

　という返事だった。ますます彼女のことが嫌いになった。

　それ以来、色々なことが窮きゆう屈くつになった。子供部屋は半分ずつ使うことになってしまったし、テレビも自分の好きな番組だけを見られなくなった。

　なにより不満だったのはおやつだった。母親が作ったお菓子は今まで全ぜん部ぶ自分のものだったのに、半分は彼女が食べることになってしまった。

　彼女とは口を利かないことにした。話しかけられても無視するか、悪口を言うかどちらかにしておいた。それでも彼女はいつも笑っていて、なにをしても変わりなくそばへ来て話しかけてくる。

　もちろん、その程度で相手を信用したりはしなかった。なるべくあの子と仲良くしてあげて、と彼女が両親に頼まれていたのを知っていたからだ。だから仕方なく話しかけてくるだけだと思っていた。




　しばらく経たったある日の午後。

　遊び疲れて帰ってくると、母親は家にいなかった。買い物に出かけたらしく、キッチンには「ふたりでたべてね」というメモと一緒にエクレアの載った皿があった。

　皿の上にあるのは二つ。

　その場で自分の分を食べてから、当たり前のように彼女の分にも手を伸ばした──前にもやったことのある意い地じ悪わるだった。母親には猛もう烈れつに叱しかられたけれど。

　一口かじろうとして、「もっといい」意地悪を思い付いた。

　まずは彼女のところに持っていくのだ。これはお前の分だと教えてやって、見せびらかしながら目の前で食べてしまう。もし取り上げられそうになったら、床に捨ててしまえばいい。

　怒っている彼女を想そう像ぞうするとぞくぞくした。

　エクレアを持ったまま家の中を歩き回った。でも、肝かん心じんの彼女がどこにもいなかった。

　子供部屋にも、ベランダにも、トイレにも、物置にもいない。捜しつくしてから、一階の和室で途と方ほうにくれていると、ふと窓の外で動いているものに気付いた。

　彼女は庭にいた。

　芝しば生ふの上で、裸足はだしのままにこにこしながら踊っていた。向きを変えるたびに白いワンピースの裾すそが花のように広がった。

「おやつ！」

　窓を開けて叫ぶ。名前を呼ばなかったのは、まだちゃんと憶おぼえていなかったからだ。

　それでも彼女は気付かない。おかしな踊りに夢む中ちゆうだった。

　エクレアを持ったまま、五歳さいの頭で考えた──相手が気付いていないのに、このまま食べても面白くない。仕方なく縁えん側がわに腰かけて、踊りが終わるのを待つことにした。

　でたらめなステップを踏みながら、彼女はくるくると回り続けている。

　そのうち、自分がなにをしたかったのか分からなくなってきた。楽しそうな彼女を眺ながめていると退たい屈くつしない。

　突然、電池が切れたように彼女はぱったりと芝しば生ふに倒れた。

「あ……」

　庭に飛び降りて、倒れている彼女の方へ走っていく。

「……お帰り、なさい」

　息を切らしながら彼女は言う。拍子抜ぬけして立ち止まった。具合が悪くなったわけではなく、疲れただけらしい。

「空を見ていたら、踊りたくなったの」

　訊きかれてもいないのに彼女は言った。ヘンな女の子だと彼は思った。青い空なんか珍しくもなんともない。

「わたし、空に向かって走っていたら、ここに着いたのよ」

　ふと、彼女はエクレアに目を留める。そういえばまだ手に持ったままだった。

「それ、今日のおやつ？」

「……おやつ」

「持ってきてくれたの？」

　目の前で食べるか捨てるかするつもりだったが、もうその気になれなかった。どうしようか困っていると、彼女はにっこりと笑いかけてきた。

「ありがとう。でも、あなたにあげる」

　彼はぽかんと口を開けた。思ってもみなかった言葉だった。

「いらないの？」

「食べたいわ。すごく美味おいしそう……でも、あなたにあげる」

「どうして？」

「あなたのことが大好きだもの」

　ぶるっと背中が勝かつ手てに震えた。女の子から「好き」と言われたのは初めてだった。意い地じ悪わるばかりしていた相手なのに。

「……どうして？」

　やっとのことでそう言った。

「だって、あなたがすごく元気だから」

　彼女は寝ころんだままで言った。

「毎日外へ走っていって、走って帰ってくるでしょう？　それを窓から見ているのが好きなの。今日はどこへ行ったんだろう、どんな遊びをしたんだろうって想そう像ぞうすると楽しいのよ」

　その時、初めて気付いた。

　この家へ来てから、彼女は一度も外へ出ていない。ずっと家の中にいる──庭に出たのも初めてかもしれない。もともと体が丈じよう夫ぶではないのだろう。今日、誰もいないのを見計らってこっそり庭へ降りたのだ。

　彼女のとなりにぺたんと座った。そして、芝しば生ふの上に投げ出された白い手に、エクレアを握らせる。

「え？　あなたが食べていいのに」

　首を横に振りながら言った。もう彼女のものを横よこ取どりしようとは思わなかった。

「ぼく、さっき食べた」

「……そう。ありがとう」

　むっくり起き上がって、彼女は向かい合わせに座った。

「これからは、時々わたしとお話しして……わたし、あなたが帰ってくるのを、いつもここで待ってるから」

　彼は黙ってこっくりうなずいた。

　その約束どおり、彼女は毎日彼の帰りを待っていてくれた。




　彼女と出会ったのは、五歳さいの頃だった。

　十六になるまで、ずっと一緒だった。
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　曖あい昧まいな眠りの外から、誰かに呼ばれている気がした。

　暗がりの中で久く世ぜ綾あや乃のは目を開ける。天てん井じようからぶら下がっている蛍けい光こう灯とうのシェードがぼんやり見えた。まだ夜は明けていない。

（今のは……？）

　聞き違いではなかったと思う。しかし、部屋の中はしんと静まりかえっている。

　夢を見た、とは思わなかった。彼女は決して夢を見ない。

　フローリングに敷いた布ふ団とんの上に体を起こすと、目を凝こらして壁かべ際ぎわのベッドを見つめる。彼女と同じくらいの年ねん齢れいの少年が体を丸めて横たわっていた。こちらに背を向けているその姿は、なにかの痛みに耐えているようにも見えた。

　彼の名前は岸きし杜もり直なお人と。ここ一ヶ月一いつ緒しよに住んでいて、こうして夜も同じ部屋で眠っているけれど、血の繫つながった家族でもなく、片かた時ときも離れたくない恋人同どう士し、というわけでもない。一言では説明のできない間あいだ柄がらだった。

「直なお人と……？」

　返事はない。

　綾あや乃のはベッドににじり寄っていき、少年の顔をそろそろと覗のぞきこむ──緊きん張ちよう感かんのない寝ね顔がおに力が抜けた。半はん開びらきの唇くちびるから静かな寝ね息いきが聞こえてくる。

　なにも変わったことはない。心配して損をした。そう思いかけた時、突然直人の顔が苦しげに歪ゆがんだ。食いしばった歯の隙すき間まからうめき声が洩もれ始める。

　水をかぶったように綾乃の目が冴さえた。やっぱり、聞き違いではなかった。直人は棒のようにぴんと伸ばして、両方の拳こぶしを握りしめる。彼女はぶるぶると震える拳を両手で包みこんだ。

（……悪あく夢むが始まったんだわ）

　一緒の部屋で眠っているのは、こういう時のためだった。彼には悪夢に苛さいなまれて眠れない夜がある。その悪夢を和らげることが彼女の役割のひとつだった。

　綾乃の唇から小さな声が流れ始めた。彼のうめきよりもずっと甲かん高だかい澄すんだ声。最初は変化のない一いち音おんに過ぎなかったが、やがてそこに高低が生まれ、リズムが整い、音の種類も多た彩さいになっていく。

　いつのまにか、彼女は静かに歌っていた。

　限られた者だけに伝えられる歌。悪夢をもたらす者たちを鎮しずめる効果がある。しかし、意味はよく憶おぼえていなかった。

　やがて、直人の体から力が抜け、ベッドの中にぐったりと沈みこんだ。呼吸もゆるやかになっている。

　綾乃は胸をなで下ろした。これで朝まで眠れるはずだ──と、いきなりむすっと唇が引き締まった。安心した自分に腹を立てている、というように。

「……感謝しなさいよ」

　かすれた声でつぶやくと、人差し指で直人の額ひたいを軽くはじく。彼は目を閉じたまま顔をしかめた。しばらく見守っていたが、もう完全に深い眠りに落ちたらしい。

　綾乃は音を立てないように自分の布ふ団とんへ戻っていった。

　気掛かりなことがある。直人は悪夢を見ることが多くなり、苦しみ方もひどくなってきていた。彼女がそばにいても、完全には抑えきれない。

（どうして）

　ずっとそのことを考えていたが、答えは出なかった。ただ、彼の悪夢はいつまでも続くわけではない。これは「罰ばつ」だからだ。遠い昔に犯した罪を償つぐなうための。

　だから、いずれ終わる。

　冷たくなったシーツに横たわりながら、綾乃はもう一度ベッドの方を見つめる。

　たった一つだけ、はっきりしていることがある。

　直なお人とを苛さいなんでいる悪あく夢むが終わる時、自分はもうここにいない──もう、二度と彼と会うことはなくなっているはずだ。




「最近はー、物ぶつ騒そうな事件が多いのでー、夏休みの間はー、気をつけて下さいねー」

　教きよう壇だんの上で２─Ｄの担任の笠かさ原はら慧さと子こは言った。間ま延のびしきった声には「とりあえず言ってみた」感がありありと漂っていた。大して心配しているようでもなかったが、ほとんどの生徒は誰も不満に思っていない。たった今いま受けとった通知票やプリントをバッグに突っ込んでいるか、友達と話をしているか、携帯をいじっているか、要するにろくに話を聞いていないからだ。

　今日は飯いい見み川がわ高校の終業式の日。一学期最後のホームルームだった。

「えーっと、九月になったら、最初の三者面めん談だんがあるのでー、さっき配った進しん路ろ希望の用紙をー、登校日までに持ってきて下さい」

　生徒たちが聞いていようがいまいが、気に留めた様よう子すもなく笠原は話を続ける。

　彼女は去きよ年ねん教育実習を終えたばかりで、もともとはこのクラスの副ふく担任だった。正式な担任だった駒こま江えが二ヶ月前に「行方ゆくえ不明」になってしまったせいで、急きゆう遽きよその代わりをすることになった。普通ならプレッシャーを感じるところだろうが、幸いにして彼女にその心配はなかった。仕事に対して徹底的に投げやりだからだ。

「んー、じゃあ一学期はー、これで終わってもいい……のかな？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　教室の中に微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。一番後うしろの席に座っていた倉くら野の棗なつめは、話を聞いていた数少ない生徒の一人だったが、それでも笠原が自分をすがるような目で見ていることに気付くまで少し時間がかかった。どうやら、クラス委員の彼女に訊きいているらしい。

　小こ柄がらな棗は少し伸び上がるようにして、教壇の上になにも残っていないことを確認する。配るものは全部配ったはずだ。みんなが聞いているかどうかは別として、一通り説明も済んだはずだ。

「はい、大丈夫だと思います」

　そう答えると、笠原はほっとしたようにうなずいた。

「そっかー。じゃあ大丈夫だね」

「生徒に訊くなよ……」

　隣となりの席にいる男子がつぶやいた。あまり特とく徴ちようのない顔立ち。少し眠そうな目。一いつ瞬しゆん視し線せんが合ってしまって、棗は慌あわてて視線を逸そらす。まだ隣の席に慣れていなかった。

　この飯見川高校ではテストの後に席替えが行われる。小柄な棗はほとんど後ろの席に座らない。大たい抵ていは誰も行きたがらない教きよう卓たくの前の席に座ることになっているのだが、今回はちょっと別の事情が絡んでいる。

「じゃ、終わりまーす」

　あくび混じりの一言でホームルームを終えると、笠かさ原はらは出て行ってしまう。教室中が騒がしくなった途と端たん、直なお人とが立ち上がって教室の一番前の席に近づいていった。

「綾あや乃の！」

　その名前に教室の中がしん、と静かになった。一番前の席で、すらりと背の高い、長い髪かみの少女が立ち上がったところだった。彼女──久く世ぜ綾乃は振り向こうともせずに、教室から足早に出て行ってしまった。

「あ、ちょっと待て、おい」

　その後を追う直人を、クラス全員が無言で見送った。二人がいなくなってから、皆緊きん張ちようがほぐれたようにほっと息をついた。

「……なにがあったんだろう、あの二人」

　直人の前の席に座っていた金きん髪ぱつの男子生徒が話しかけてくる。軽けい音楽部の山やま中なかで、直人とも仲がいい。

「さあ……わたしもよく分からないんだけど」

　直人と綾乃は幼おさな馴な染じみの間あいだ柄がらで、普段はいつも一緒にいる。かわいいけれど強ごう引いんかつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんな綾乃と違って、直人はぼんやりしていて人に流されやすい。性格が嚙かみ合っているのか、あまり大きなケンカをすることもない。クラスの者はなんとなく二人をセットで考える癖くせがついていた。

　半月ぐらい前から綾乃の様よう子すがおかしい。なにか猛もう烈れつに腹を立てているらしく、ずっと直人を避けている。話しかけても一切無む視ししているし、直人が近づくと距離を置いてしまう。棗なつめが座っている席も、本当は綾乃が座るはずだった。席替えのくじ引きでこの一番後ろの席を引き当てたのだけど、直人の近くだと分かった途と端たんに棗と交換してしまった。

　あからさまに不ふ穏おんな空気に、周りはずっとはらはらしていた。

「倉くら野のさんも知らないんだ」

　と、山中。棗は黙ってうなずいた。直人と綾乃、どちらも棗の「友だち」だ。

　綾乃に尋たずねても言葉を濁にごすだけだった。ただ、なんとなく思い当たるふしはある──。

「岸きし杜もり、どこまで追っかけてったんだ？」

　いかにも体育会系けいの体格のいい男子生徒が話に割りこんでくる。山中の親友の永なが田ただった。

「どうするよ、昼飯」

　どうやら三人で一緒に食べるはずだったらしい。山中が立ち上がって、永田の肩を軽く叩たたいた。

「……当分、戻ってこないんじゃないかな。先に行こう」

　じゃ、と棗に軽く挨あい拶さつをして、二人は教室を出て行ってしまった。もう生徒はあまり残っていない。棗は綾乃の席に近づいていった。彼女の机の上に「進しん路ろ希望」と印刷されたプリントが一枚残っている。さっきホームルームで配られたものらしい。

（あ……）

　棗なつめはそのプリントを手に取った。多分、持って帰るのを忘れたわけではない。わざと置いていったのだと思う──彼女にとって「必要がない」ものだから。

「棗っち、どうしたの？」

　はっと顔を上げる。ドアのそばで四、五人の女の子たちが固まってこちらを見ていた。

「あたしたち駅前でアイス食べてくけど、棗っちも来る？」

　と、伊丹いたみ香か奈なが言った。

「ごめん。わたし、部活のミーティングがあるから」

「そっか。じゃあ、終わったらメールしてよ。まだ駅前にいるかもしれないし」

「うん、分かった」

　彼女たちがいなくなってしまうと、教室に残っているのは棗だけだった。開いたままの窓。少し乱れた机の列。がらんとした教室はなにかの抜けがらのようだった。

　棗はなにも書かれていないまっさらな黒板に目を留めた。突然ここに現れて消えてしまった奇き妙みような扉とびらのことを、まだはっきりと思い出すことができる。

　それは「あらずの扉」──悪あく夢むの世界に通じている扉だった。




　この世界には意い思しを持つ悪夢「夢ゆめ神がみ」が存在する。人間の魂たましいを悪夢の世界に引きずり込み、食らうことによって成長していく。そして、現実と夢の世界をつなぐ「あらずの扉」をくぐり抜けてこちら側へ出てきてしまう。

　二ヶ月前、この教室に出現した扉をくぐって、「ヨミジ」という夢神が現れた。それを生み出したのは棗たちの担任だった駒こま江えだった。

「ヨミジ」と戦ったのが直なお人とだった。彼は「扉の民たみ」と呼ばれる一族の末まつ裔えいで、その中でも「番ばん人にん」と呼ばれる役目を負っている。「番人」は夢神たちの出現を食い止め、夢と現実の境きよう界かいを守しゆ護ごしなければならないらしい。

　彼は綾あや乃のと棗の協力を得て、岸きし杜もり家に伝わる黒い鍵かぎ・モーフィアスを駆く使しし、夢神たちの流りゆう刑けい地ちである巨大な悪夢〈王国〉へと夢神を閉じこめた。

「ヨミジ」の事件の後──半月ほど前にも、野の木ぎ幹みき央おという少年の生み出した三さん体たいの夢神と、悪夢の中の遊園地で戦い、〈王国〉に封じこめている。綾乃の様よう子すがおかしくなったのは、その事件の後からだった。

　多分、彼女の抱えている秘密に関係があるはずだ。

　綾乃は人間ではない。十年ほど前、〈王国〉からこちら側の世界に足を踏み入れた夢神だ。それは現実と夢の秩ちつ序じよを乱す行為で、彼女は夢神たちの王の娘でありながら〈王国〉から追放されてしまった。それ以来、この世界で罪が許される日を待っている。

　棗は綾乃の置いていった「進路希き望ぼう調査」のプリントをぼんやりと見下ろした。彼女は決してこの世界での自分の将来の話をしない。いずれ帰らなければならないことを自覚しているからだ。

（こっちの生活をどうでもいいと思っていた）

　半月前の事件が終わってから、彼女はそう言っていた。しかし、幼い頃に〈王国〉を出てしまった彼女は、すっかり「こちら側」の世界に馴な染じんでいる。今の生活を捨てて、帰りたいと思っているはずがない。親しい人間──特に直なお人とがいない世界には。

　綾あや乃ののそういう感情に直人は無む頓とん着ちやくだった。もちろん綾乃と別れたくはないだろうが、一いつ刻こくも早く〈王国〉へ戻れるよう努力するつもりらしい。本当のところ直人がなにを望んでいるのか、尋たずねた方がいいと綾乃に言ったのは棗なつめだった。綾乃は直人のところへ話をしに行って、それっきり口を利かなくなった。多分、そこでなにかあったのだと思う。

「……わたし、どうして訊きかないんだろう」

　誰もいない教室で、棗はぽつりとつぶやいた。綾乃に尋ねる機会はいくらでもあったはずなのに。期末テストが終わった後、席替えの時に棗はちゃんと話をするつもりだった。でも、綾乃が強ごう引いんに席を交換して、結果的に棗が直人の隣となりに座ることになった途と端たん、なんとなく話す気がなくなってしまった。

　棗は唇くちびるを嚙かみしめた。

　自分が間に入れば、直人たちは仲直りできるかもしれない。人の話を聞くのは得意な方だし、クラスで起こるケンカの仲ちゆう裁さいもしょっちゅうやってきた。みんなが仲良くするために、できることがあれば力になりたい。

　ずっと自分はそういう人間だと思ってきたのに。

　今はそうするのが嫌だった。

　仲なか違たがいして欲しいわけではない。でも、普段の二人はどこか棗が入りこめない雰ふん囲い気きを漂わせていて、それを見ていると胸がざわざわした。特に直人は綾乃と一緒にいると、彼女だけに気を取られていて、棗のことはあまり──。

「倉くら野の？」

　突然の呼びかけに棗は飛び上がりそうになった。直人が教室のドアから入ってくる。そういえば、彼は教室に荷物を置いたままだった。

「まだ帰ってなかったんだ」

「うん。これから部活のミーティングなんだけど、まだちょっと時間あるから」

　彼は教きよう壇だんの前で立ち止まると、深いため息をついた。

「あの……綾乃は？」

　一応、棗は尋ねる。浮かない顔を見れば、綾乃とまともな話にならなかったことは見けん当とうがついていた。

「帰った」

　ぼそっと直なお人とは言った。

「そう。あ、山やま中なかくんたち、先にご飯はん食べに行っちゃったよ」

「知ってる……さっき永なが田たからメール来た」

　以前に比べれば話は弾はずんでいる方だ。直人は自然に話しかけてくれるようになったと思う。最近は逆に棗なつめの方が緊きん張ちようするようになっていた。以前はこんなことはなかったのに。

「なんなんだろうな、綾あや乃のの奴やつ」

　直人は困り果てたように言った。彼にも怒っている理由は分からないらしい。

「……倉くら野のはなんか知らないか？」

　棗は首を振った。さっき山中にも同じ質問をされたことを思い出す。いつもの自分なら、なにか知っていてもおかしくない。

「そっか……」

　沈ちん黙もくが流れる。足音も話し声も聞こえない。校舎の中には二人だけしかいないような気がする。自分の息づかいが聞こえそうで、棗は落ち着かなかった。

「今、ちょっと時間ある？」

　と、直人は言った。

「うん、少しなら大だい丈じよう夫ぶだけど……どうして？」

「半月ぐらい前に野の木ぎ幹みき央おの事件があっただろ。あの時のことで、ちょっと話があって……本当は綾乃にも話したいんだけど、あいつああいう状態だし」

　どうやらなにか大事な話らしい。そういえば、直人は時々なにか考えこんでいたような気がする。綾乃のことで悩んでいたのかと思っていた。

「……話って？」

「『赤い目』のことなんだ」
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　濃のう淡たんのない青い空の下に、そのテーマパークはあった。

　古びたアトラクションはどれもせわしなく動き続けているが、人の気け配はいはまったくない。もう現実には存在していない場所──かつて飯いい見み町ちようの外れにあったテーマパーク・パラダイスランドを模もした夢の世界だった。

　メリーゴーラウンドのそばの地面に、横よこ倒だおしになった大きな黒い扉とびらが見える。直人は息を切らしながら、扉の方へ象ぞうの着ぐるみを引きずっていた。着ぐるみの頭部は取れているが、覗のぞいている素す顔がおは人間のものではない。凹おう凸とつのないぶよぶよした灰色の塊かたまり──夢ゆめ神がみだった。

　開きっぱなしの扉の手前で、直人は膝ひざを突きそうになった。背中がずきずきと脈みやく打うつように痛む。たった今、夢神たちとの戦いで傷を負っていた。一いつ刻こくも早く黒い扉の先にある〈王国〉に、夢ゆめ神がみを封じるつもりだった。このままでは意識を失いかねない。

「……………………りだ？」

　突とつ然ぜん夢神の発した声に、直なお人とはぎょっとして手を放した。今まで微び動どうだにしなかったので、まさか話しかけてくるとは思わなかったのだ。

　夢神は仰あお向むけに倒れたままだ。抵抗するつもりではなさそうだった。

「……あの子を、どうするつもりなんだ？」

　口のあるべき場所に開いた丸い穴から、今度ははっきりした言葉が聞こえてくる。

「あの子……？」

「俺おれたちの息子むすこだよ……野の木ぎ幹みき央おだ」

　幹央は直人の妹のクラスメイトで、自分が生み出した夢神たちを家族に見立てて暮らしていた。リーダー格のこの夢神が演じていたのは「父親」だった。

「お前……あいつのこと、心配してるのか？」

　直人は驚いた。「父親」はただの役割で、人間である幹央を生存のために利用していただけだと思いこんでいたからだ。

「……感情を持つ夢神など、珍しくもないだろう」

「まあ、そうだけど……」

　直人は背後にあるミラーハウスをちらりと見た。建物の中には綾あや乃のがいるはずだ。彼女は現実の世界に通じる「あらずの扉とびら」を閉めに行っている。

　綾乃も夢神だが、人間と同じように感情がある。そういう意味では夢神と人間はさほど違わないのかもしれない。

「それで、どうするつもりなんだ？」

　夢神は答えを促うながした。表情は分からないが、口く調ちように余よ裕ゆうがない。

　今、幹央は妹の姿を持つ夢神と一緒に、テーマパークのどこかにいるはずだ。これから直人たちは二人を捜さがして、その夢神も〈王国〉へ送るつもりだ。しかし、その後のことは──。

「俺のしなきゃいけないことは、夢神を〈王国〉へ送ることだけだ」

　と、直人は言った。幹央の生み出した夢神たちは、多くの人間たちを殺してしまったが、それは幹央自じ身しんの望んだことではないはずだ。

「……人間をどうこうするつもりはねえよ」

　罪を問うつもりはないと言ったつもりだったが、夢神はぎろりと赤い目を見張った。

「あの子を放っておく気か……」

　怯おびえているような声に直人は戸と惑まどった。

「え？」

「お前に頼みたいことがある……とても重要なことだ」

　と、夢神は言った。

「一度、夢ゆめ神がみを生んでしまった人間は、この先も悪あく夢むに魅み入いられやすくなる……いずれ、別の夢神を生んでしまうかもしれない。次にあの子の生む夢神が、俺おれたちのようにあの子を守ろうとするとは限らない」

「……それで？」

　直なお人とは先を促うながした。

「あの子をできるだけ早く、この土地から遠ざけるようにして欲しい。ここは夢と現実が混じりやすい土地だ。悪夢に影えい響きようされやすい人間にとって危険なんだ」

　ようやくなにを言おうとしているのか分かった。次に現れる夢神が幹みき央おに危害を加えるかもしれない。それを恐れているのだ。

　もちろん、直人も「番ばん人にん」としてそういう事態は避けたかった。しかし──。

（……信用していいのか？）

　本当に幹央のことを案じているだけなのか、判断がつかなかった。ひょっとするとなにか裏の意図があるのかもしれない。

　直人が迷っていると、焦じれたように夢神は口を開く。

「代わりに『赤い目』について、知っていることを教える……今の『番人』であるお前には貴き重ちような情報だろう？」

　思わず息を吞のんだ。この町のどこかに「赤い目」という謎なぞの存在がいる。「赤い目」は夢神たちに力を授けることができるらしい。夢神たちの目が赤く染まっているのは、その「力」のしるしだった──そして前の「番人」だった父の孝たか臣おみは「赤い目」に殺されている。

「やってくれるか？」

　直人はうなずいた。

「あの子のことを、頼んでいいんだろうな？」

　夢神は念を押す。まだ不安が拭ぬぐえないらしかった。

「分かった。約束する」

　幹央をこの町に留めておく理由はない。この事件がすべて片づいた後で、町を出るよう忠ちゆう告こくすることはできるだろう。

「……『赤い目』のなにを知ってるんだ？」

　直人は平静を装うのに苦労していた。必ず父の死の真相を突き止める──「番人」になった時に直人が決めたことの一つだ。

「そもそも、『赤い目』は彼女の名前ではない。ただの通り名だ……彼女は俺たちとは本質的に違う。どんな夢神も勝つことはできない……」

　盗ぬすみ聞きを恐れているかのように、夢神は小声で言った。周囲には誰もいなかったが、直人は仕方なく顔を近づけた。

「違うって、どう違うんだよ？」

「すべてだ。会えば分かる」

　漠ばく然ぜんとしすぎていて、わけが分からなかった。

「見た目とかは？　会って話したんだろ」

「姿を見ることなど、俺おれには許されなかった……ほんの短い間、言葉を交わしただけだ」

　姿を見ていない、名前も知らない、少し話しただけ──。

「じゃあ、結局なにを知ってるんだよ……」

　沈ちん黙もく。ためらうような気け配はいが伝わってきた。

「以前から、この町には『赤い目』を授けられた夢ゆめ神がみが潜ひそんでいるそうだ」

　直なお人とは自分の耳を疑った。

「……現実の世界にいるってことか？　悪あく夢むの中にいるんじゃなくて？」

「そうだ」

　と、夢神は答えた。

「おそらく、その配はい下かを使ってなにかをするつもりだろう……お前がこの町で番ばん人にんを続けるなら、せいぜい気を付けることだ。俺が言えるのはこれだけだ」




「……どう思う？」

　話を終えてから直人は言った。人ひと気けのない教室で彼は棗なつめと向かい合っている。

「うーん……本当だとすると大変だと思うんだけど……」

　と、彼女は言った。

「……信用できるのかな」

　直人もそのことを考えていた。あの夢神は「番人」に敵対する存在だった。自分たちを混乱させようとしているのかもしれない。そもそも、この町のどこかに「赤い目」の配下が存在するなら、今までになにかの兆ちよう候こうがあってもおかしくない。

「でも、噓うそついてたって感じはしなかったんだよな」

　あの象ぞうの着ぐるみの夢神が、幹みき央おを心配していたのは間違いないと思う。あの場で噓をつく理由もなかった。

（綾あや乃のだったら、なんて言うだろうな）

　彼女がいないところで、夢神の話をしていることに違い和わ感かんがある。早くいつもの関係に戻りたかったが、彼女がなにに腹を立てているかも分からない。

　彼女の機き嫌げんに振り回されるのはしょっちゅうだが、こんなに長い間、口を利かないのは初めてだ。半月前に夢神と戦った後、病院で話したことがきっかけになっているのは分かっている。しかし、ケンカになるようなことを言った憶おぼえはない。話しているうちに彼女がいきなり激げき怒どして、飛び出していってしまった──。

「とにかく、注意しとこうと思う。なんかあるかもしれないから」

　と、直なお人とは言った。この町のどこかに夢ゆめ神がみがいるのだとしたら、「番ばん人にん」としての役目を果たさなければならない。

　そうだね、と棗なつめもうなずいた。

「わたしも岸きし杜もりくんに協力するから。して欲しいことがあったら、なんでも言ってね」

「あ……うん、ありがとう」

　目を背けながら礼を言った。校内人にん気きランキングで五本の指に入る美少女に、こんな申し出をされて嬉うれしくないはずがない。もちろん、彼女とはただの友だちで、それ以上の意味などあるはずもないのだが。

　窓の外から水音が聞こえてきた。グラウンドでスプリンクラーが動き始めたらしい。誰かが水をかぶったのか、笑い声と悲鳴が同時に上がる。しばらくの間、直人たちは白く輝いている窓の向こうを眺ながめていた。

「岸杜くんは夏休みになにか予定あるの？」

　棗は独り言のように言った。

「え？　……別になにも。家にいると思うけど」

　予定なんて考えてもみなかった。夢神のことも気になるし、この町から離れるつもりはない。綾あや乃のも似たようなものだろう。

「わたしの家もね、今年は家族で旅行に行く予定がないんだ。ずっとこの町にいると思う」
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　彼女は遠い目で窓の方を見つめている。なんとなく、いつもより顔が赤いような気がする。

「……明日は、予定ある？」

　いきなり具体的な予定の話になって、直なお人とは戸と惑まどった。

「明日？　別にないけど……」

「この前、親しん戚せきのおじさんがうちに来て、町営プールのチケットを沢たく山さんくれたの。ほら、わたし水泳部に入ってるでしょ？　だからだと思うんだけど、これで好きなだけ泳いでこいって……でも、別にあそこで練習するわけじゃないし、ちょっと困ってるの。一人で行っても仕方ないから、どうしようかなって……」

　棗なつめは直人の顔を窺うかがった。プールへ行こうと誘われていることに気付くまで、しばらく時間がかかった。

　つい水着姿すがたの棗の想そう像ぞう図ずが頭をよぎって、動どう悸きが速くなってきた。そういえば、今年は新しい水着を買うと聞いたような気がする。結局、どうしたんだろう。買ったんだろうか。いや、そんなこと今はどうでもいい。

　飯いい見み町ちようの町営プールは去年改かい装そうしたばかりで、身近な娯ご楽らく施設としてわりと人気がある。夏休みは小学生の巣そう窟くつだが、金のない中高生たちにも暇ひまつぶしの場所を提供していた。

「う、うん。俺おれはいいけど……」

　直人はうなずいた。断る理由はなにもない。

「でも……綾あや乃のの奴やつ、来るかな……」

　その名前を出した途と端たん、棗はきょとんと目を瞠みはった。

「ん？　あれ？　綾乃も呼ぶんじゃないのか？」

　てっきり直人と綾乃を仲直りさせるために、棗が考え出したイベントだと思っていた。

「えっ？　う、うん。もちろんそうだね。綾乃も呼ばないと……あとでわたしから綾乃に電話してみるね」

「悪いな、色々」

「ううん。そんなことないよ！」

　直人は首をかしげた。どことなく棗が動どう揺ようしているように見える。まるで、綾乃を誘うつもりが全然なかったみたいに──。

（そんなわけねえか）

　二人だけでプールに出かけてしまったら、まるっきりデートだ。町営プールは夏休みを迎えたカップルも結けつ構こう遊びに行っている。このあたりでは「健全な」中高生のデートコースの定てい番ばんだった。

　その時、ポケットからメールの着信音が聞こえてきた。携帯を確かめると、永なが田たからのメールが来ていた。永田と山やま中なかは駅前のファミレスにいるらしい。

　携帯をしまって顔を上げる。棗は自分の席に置いてあったバッグを肩にかけているところだった。

「わたし、そろそろ部活に行くね」

　彼女はいつもよりどこかぎこちない笑顔で言った。

「俺おれも永なが田たたちのとこに行くわ」

　直なお人とは自分の席に向かって歩き出した──退たい屈くつそうな夏休みに、楽しみが一つできた。

「後でメールするから」

「分かった。またな」

　急ぎ足で教室から出て行く棗なつめの背中を、直人は足を止めて見送った。
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「直人はわたしがいなくなったらどうする？」

　半月前、綾あや乃のは病室のベッドにいる直人にそう尋たずねた。

　今いま思うと話の切り出し方を間違っていたと思う。もう少し分かりやすく言わなければ、鈍どん感かんな直人に伝わるはずがない。しかも痛み止めの薬を飲んだばかりだったらしく、いつもよりさらにぼんやりしていた。そのせいか当然のように、

「え？　どっか旅に出るのか？」

　という見けん当とう外はずれにもほどがある答えがかえってきた。

「違うわよ。わたしが〈王国〉に帰ったらって話」

「どうって……」

　彼はかすかに眉まゆをひそめる。

「……別に今と変わらないと思う。この町にいるんじゃねえかな」

　正直、この時点でイライラしていた。そんな答えを聞きたいわけではない。しかし、直人は質問に一いち応おう答えている。おかしいのは質問している綾乃の方だ。

　どう訊きこうか考えていると、

「お前はどうするんだ？　あっちに帰ったら」

　逆に質問されてしまった。

「さ、さあ……普通にあっちの暮らしに戻って……いずれは〈王国〉を継ぐんじゃないかしら……多分、そうなると思うけど」

　彼女はしどろもどろになっていた。

「お前が暮らしてたところって、どんな感じだったんだ？　ちゃんと憶おぼえてるんだろ？」

「え……」

　今となってはほとんど記き憶おくにない。寂しい中庭に一人でいることが多かった。父とはほとんど顔を合わせず、何人かの侍じ女じよに世話をされながら日々を送っていたと思う、

「静かなところ……かしら」

　やっとのことで答えると、直なお人とはふっと遠い目をした。ひどく真ま面じ目めな顔つきだった。

「前に住んでた家のこと、たまに思い出すんだ」

　彼は小さな声で言った。

「お前も憶おぼえてるだろうけど、まだ父とうさんも母かあさんもいて、たまにクゼーおばさんが遊びに来てて、水みず穂ほがまだ小さくて……なんていうか、俺おれには一番安あん心しんできて懐なつかしいところで……」

　わけも分からずに話の続きを待っていると、いきなり直人は笑いかけてきた。

「お前には〈王国〉が懐かしいところなんだよな」

　彼女は言葉を失った。完全に誤ご解かいされている。直人は綾あや乃のが帰りたがっていると本気で思いこんでいるのだ。

「な、なに言ってるのよ。わたしはあんな……」

　はっと口をつぐんだ。あんなところに帰りたくない、と言うわけにはいかなかった。自分は〈王国〉の王の娘なのだから。現実の世界にいることが間違っている。そう自分に言い聞かせていると、

「いつか、お前を必ず〈王国〉に帰す」

　直人はきっぱり言った。ここ数ヶ月、何度も聞いた言葉だったが、なぜかこの時は我が慢まんできなかった。綾乃は椅い子すを蹴けって立ち上がり、直人にぐっと顔を近づけた。

　眠そうだった直人の目が大きく見開かれる。

「ど、どうしたんだ？」

「これだけ一緒にいて、どうして分からないの？」

　怒っているはずなのに、胸の奥が凍っているような気がした。

「え？」

「このバカ！　ヘタレ！」

　直人の耳元で叫ぶと、綾乃はくるりと背を向けて病室から駆け出していった。




　すり切れた人工芝しばの上に、日よけのパラソルが濃い影を作っている。

　駅前の古いデパートの屋上。パラソルのついた丸いテーブルがまばらに並んでいるだけで、売店や子供向けの遊ゆう具ぐもない。

　綾乃は自動販はん売ばい機きのそばのテーブルに肘ひじをついて考えこんでいる。この季節にわざわざ屋上で休む客は他にいなかった。

　病院での出来事からもう二週間経たっている。あれっきり直人とは口を利いていない。一緒に住んでいて、時々は一緒の部屋で眠っているけれど、話しかけられても無視し続けていた。

　いくらなんでも直人は鈍どん感かんすぎると思う。綾乃がなにを望んでいるか、少し考えれば分かりそうなものだ──けれど、本当は彼だけを責める気はなかった。本音を言えない自分が悪いことも分かっている。

　彼女がずっと口を利かないのは、怒りよりも不安のせいだ。仲直りしようとすれば、直なお人とのことだから当然のように「あの時はなんだったんだ？」とストレートに尋たずねてくるはずだ。

　そうしたら本当に訊ききたかったことを口にせざるを得ない。

　知りたかったのは彼の気持ちだった──綾あや乃のに帰って欲しくないかどうか。

　きっと直人も一緒にいたいと思っているはず、と棗なつめは言っていた。綾乃もそう信じたいけれど、あの時の直人の態度を思い出すと不安になる。彼はためらいなく「綾乃を故こ郷きように帰す」と言い切っていた。ひょっとすると、自分がこの世界からいなくなっても、なんとも思わないかもしれない。

　そんな考えにとらわれているうちに、なんとなく日にちだけが過ぎてしまった。

　綾乃はため息をつくと、スカートのポケットから棒つきのキャンディーを取り出した──スパークリングピーチ味。

　綾乃にとってはただの「好こう物ぶつ」ではない。これを食べなければ文字通り生きていけない。「最初に口にした現実の世界のもの」に、夢ゆめ神がみの体は影えい響きようされてしまうからだ。

　この世界にやって来た綾乃に、このキャンディーを差し出したのは直人だった。あれ以来、ずっと彼と一緒にいる。

　キャンディーを口の中で転がしながら、綾乃は背後のフェンスを振り返る。太陽は西に傾きつつあった。もう日よけのパラソルもあまり役に立たない。

　そろそろ場所を変えようと、椅い子すの上に置かれたバッグに手を伸ばした瞬しゆん間かん、

（え……？）

　うなじの毛がぞっと逆さか立だった。なにかが近くにいる。

　注意深くあたりを見回す。しんと静まりかえった屋上には誰もいない。しかし、何者かに見られている気け配はいがある。「赤い目」から直人の携帯に電話がかかってきた時のことを思い出した。あの時によく似た感覚だった。

　ふと、エスカレーター乗り場に通じる自動ドアに目を留めた。薄うす汚よごれたガラスの向こうに、黒っぽい服を着た人ひと影かげが見えた。背せ丈たけは綾乃と同じくらいだが、肩から上が影になっていて、顔立ちまでははっきり分からない。

　その人影を凝ぎよう視ししながら、綾乃はそろそろと椅子から立ち上がる。まずは声をかけて様よう子すを見るつもりだった。大きく息を吸いこんだ時、突然バッグのポケットの中で携帯が鳴った。

　綾乃はびくっと体を震わせる。以前、「赤い目」と話した時のことが脳のう裏りにはっきりと蘇よみがえった。

　彼女は携帯を取り出して、ゆっくりと通話ボタンを押した。

「…………誰？」

　かすれた声で言った。

「あ、わたし。棗なつめだけど」

　思わずほっと息をつく。その途と端たん、あたりに立ちこめていた重苦しい気け配はいがすっと遠ざかった。いつのまにか、ドアの向こうに立っていた人ひと影かげも消えている。

　屋上にいるのは彼女一人だけだった。

「え？　なにかあったの、綾あや乃の」

「うん、今……」

　説明しかけて、綾乃は口をつぐんだ。

　誰かに話すようなことなのだろうか。振り返ってみるとあまり自信がない。少し神しん経けい質しつになっているだけかもしれない。

「……ううん。なんでもないわ」

　と、彼女は言った。




　その夜。

　岸きし杜もり家の食卓は重苦しい雰ふん囲い気きに包まれていた。黙もく々もくと箸はしを動かしている直なお人とと綾乃を、岸杜水みず穂ほはいらいらしながら見比べていた。

　水穂は直人の三歳さい下したの妹で、この家の家事を一いつ手てに引き受けている。綾乃が同居するようになってからもそれは変わらない。綾乃もそれなりに家事はできるのだが、水穂は決して「主婦」の座を譲ゆずろうとはしなかった。

　今夜のメニューはチキン南なん蛮ばんと赤だしの味み噌そ汁しる。手製のタルタルソースを添えた水穂の得意メニューで、味にもそれなりに自信があった。

　しかし、今日はちっとも美味おいしくない。

　原因はこの二人だった。ケンカでもしたのか、綾乃が直人の退院以い来らい口を利こうとしない。間ま近ぢかで見ている水穂はたまったものではなかった。

「あの」

　三人とも食べ終わったあたりで、ついに我が慢まんしきれなくなって口を開いた。直人たちの目が水穂に注がれる。

「二人とも、そろそろいい加か減げんにしてください……ご飯が、まずいです」

　一いつ瞬しゆん、直人と綾乃は顔を見合わせた──が、すぐに綾乃の方が視線を逸そらしてしまう。

「……悪いわね」

　綾乃は低い声で言った。直人にではなく水穂への言葉らしい。

「ごちそうさま。美味しかったわ」

　そして、静かに椅い子すを引いて立ち上がる。

「綾乃、ちょっと」

　直人が振り向いて呼びかける。ドアの手前で珍しく彼女は立ち止まったが、振り向こうとはしなかった。

「倉くら野のから電話あったよな？　明日、お前もプールに来るんだろ」

　彼女はドアノブを握ったまま黙って立っていたが、やがておもむろに口を開いた。

「……棗なつめにも話したけど、わたし行くなんて一言もいってないから」

　そう言い残して彼女は自分の部屋へ戻っていってしまった。直なお人とはため息をつきながら腕うで組ぐみをした──が、水みず穂ほの視線に気付いて、慌あわてたように両手を合わせた。

「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつさまでした」

　あいさつが済むと、水穂は立ち上がった。三人分の食器を素早く重ねて、キッチンのシンクに運んでいった。

「ほんとに悪いな、俺おれらのことで」

　ダイニングのテーブルから直人が話しかけてきた。

「どっちが悪いか、知らないけど」

　水穂はキッチンから戻りながら言った。

「早く、どうにかしてください」

「あ、うん……分かった」

　と、直人は言った。

　以前の水穂なら、「早くあの人を叩たたき出してください」と言っていたと思う。昔から綾あや乃のとは反りが合わない。今もお世せ辞じにも仲がいいとは言えないのだが、今のところ綾乃がここに住むことも認めてやっている。一緒に住むからには、いざこざを起こさないで欲しかった。

　もちろん、様よう子す見みのつもりで、万まんが一いち綾乃が兄に破は廉れん恥ちな真似まねをしでかしたら、即そつ刻こく叩き出すつもりではいる。

「そういえば……さっき野の木ぎくんから、メールが来てた」

　テーブルを拭ふきながら水穂は言った。

「元気なのか、あいつ」

「うん。お兄にいちゃんたちによろしく、って」

　きっかけは野木幹みき央おの夢ゆめ神がみが起こした事件だった。クラスメイトの幹央の「悪あく夢む」に引きずり込まれて、水穂は初めて夢神というものの存在を知った。直人の説明では、綾乃と二人でその夢神と戦っているらしい。綾乃がここに住むようになったのも、そのために必要だったから、ということだった。

　もちろん、全部を打ち明けてくれたわけではないと思う。特に綾乃にはなにか複雑な事情がありそうだが、今はいちいち尋たずねるつもりはなかった。いずれ全部話してくれるだろう。

「……それと、昼間お兄ちゃんに電話があった」

「誰から？」

「女の人……名前は言わなかった」

　直なお人とは顔を上げた。

「女……？　倉くら野のじゃないよな」

　水みず穂ほは首を横に振った。棗なつめの声ならすぐに分かる。もっと落ち着いた声だった。

「なんて言ってた？　その人」

「『岸きし杜もり直人さんはご在宅ですか？』って。いませんって言ったら『またかけます』って」

「誰だ、それ」

　直人は首をかしげている。本当に心当たりがないらしい。てっきり兄に訊きけばすぐに分かると思っていたのだが。

「……セールスかなんかかな」

　水穂にはそう思えなかった。父が死んでから、そういう電話はほとんどかかってこなくなった。働き手のいない家だということが分かっているのだろう。それに、高校生の直人の名前を口にするのもおかしな話だ。

「もし、次にかかってきたら連絡先さきを訊いといてくれるか？」

「……分かった」

　言われなくてもそうするつもりだ。電話をかけてきた女性は、どことなく困っている様よう子すだった。水穂にはそれが気になっていた。
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　濁にごったような白い空の色で、すぐに自分が〈王国〉の悪あく夢むの中にいると分かった。

　直人は体を起こすと、まず自分の手足を確認した。

（……ある）

　彼は胸をなで下ろした。途と中ちゆうで目が覚めるとはいえ、この〈王国〉ではいつも思い出したくもない責せめ苦くに苛さいなまれる。最近は五ご体たい満足でいられることは滅めつ多たになかった。

　今夜の夢はいつもと違っている。あたりには夢ゆめ神がみの気け配はいがまったく感じられない。

　立ち上がって、今いる場所を確認する。

　そこは古い石壁に四方を囲まれた空間だった。見覚えのある尖せん塔とうが目の前にそびえ立っている。〈王国〉の中心にある王の居きよ城じようの中にいるようだった。

　どうやら中庭のような場所らしい。長い間手て入いれをされていないのか、くすんだ色の雑草に地面が覆おおわれている。直人から見て奥の壁に沿って、ひょろりとした細い木が何本か植えられている。どの木も枝ぶりや葉の色が悪く、ほとんど枯かれ木の群れと言ってよかった。

　一番隅すみの木の後ろに小さな石の潜くぐり戸が見える。出入り口はそこだけだ。四方を壁に囲まれているせいか、空気もよどんでいて風かぜ一つない。庭というよりは、屋根のない牢ろう獄ごくと言った方が正しい気がした。

　ふと、直なお人とは目を細める。

　なんとなくこの場所に見覚えがある。ずっと昔、ここに来たことがあるような──〈王国〉の城に足を踏み入れるのは、これが初めてのはずなのに。

　彼は「中庭」の中心にある、円えん盤ばん状じようの大きな石に近づいていった。どうやらテーブルとして使われていたらしい。他にも椅い子すになりそうな小ぶりの石せき柱ちゆうが、いくつか地面から顔を出している。

　そのうちの一つに腰を下ろして、改めてあたりを見回した。既き視し感かんは確信に近いものになっていた。

　一体、どうして知っているんだろう？

（静かなところよ）

　突然、半月前まえに病室で聞いた綾あや乃のの言葉が蘇よみがえった。

「あっ」

　たった一度、自分にもこの城の中を見る機会があった──綾乃が現実の世界へ来た時だ。あの時に開けた「あらずの扉とびら」がこの中庭へ通じていたとしたら。

　弾はじかれるように立ち上がり、直人は正面に向かって走った。そして、壁かべ際ぎわでくるりと振り返って中庭を見渡す。

（ここだ）

　視し界かいの中心に石造りの円卓テーブル。左手に高い尖せん塔とう。右手に木立──突然、両手にずしりと重い感かん触しよくが蘇ってきた。ひどく固い扉を開けて、自分が目にしたのはこの光景だ。あの円卓の前に座っている綾乃の後ろ姿をうっすらと思い出せる。

　その後の記き憶おくははっきりしない。多分、彼女は扉をくぐって、岸きし杜もり家に来てしまったのだろう。直人が声をかけて、誘い出したのかもしれない。

　綾乃が夢ゆめ神がみだと知ってから、直人の心にはずっと罪の意識があった。あの時自分が「あらずの扉」を開けなければ、綾乃が追放されることもなかった。「故こ郷きようへ帰す」と心に決めたのもその思いからだった。

（……あいつ、こんなところにいたのか）

　静かというより、ただ陰いん気きで寂しい場所だった。ここが本当に彼女の帰りたい場所なのだろうか──。

　枝を踏む乾いた音が聞こえた。ぎょっとして木立の方を見ると、いつのまにか潜くぐり戸のそばに黒いフードをすっぽりかぶった長身の男が立っていた。

「あ……」

〈王国〉の夢神たちを統すべる王──綾乃の父だ。ふと、直人は自分がここにいる理由を悟さとった。

　この夢神が呼び寄せたのだ。以前にも直人に幼い頃の夢を見させたことがある。今度もなにかを伝えようとしているのかもしれない。

　直なお人とは吸い寄せられるように、王の方へ近づいていった。

　フードの下で夢ゆめ神がみの唇くちびるがゆっくりと動く。直人は息を詰めて彼の言葉を待った。




「え？　あれ？」

　我に返ると、夢神の王も城の中庭も跡あと形かたもなく消え失せていた。直人はベッドに起き上がって、目の前の壁を凝ぎよう視ししている。

　窓の外はもう明るくなっていた。

「朝か……」

　結局、肝かん心じんなところが分からずじまいだった。一体、〈王国〉の王はなにを言おうとしていたのだろう。

「……悪あく夢むを見たの？」

　突然、綾あや乃のの声が聞こえた。できるだけ距離を置いて敷かれた布ふ団とんに、彼女は背を向けて横たわっている。カーテンの隙すき間まから差しこむ光が、フローリングに白い線を作っている。そこが二人の境きよう界かい線せんのように見えた。

「いや……悪夢じゃなかった」

「そう」

　彼女はこちらを見ようとしない。かといって、起き上がって部屋を出て行くつもりもなさそうだった。

「でも〈王国〉の夢だ。お前の親父おやじさんが出てきたよ」

　キャミソールを着ているだけの、むきだしの白い肩がぴくっと震えた。

「なにか、言ってた？」

「喋しやべる前に目が覚めちまった。なんか、話があったみたいだけど」

　ここまで会話が続くのは久しぶりだった。直人はあの中庭のことを伝えようか迷ったが、結局やめておいた。その話を彼女が喜ばないような気がしたからだ。

「……お前、今日プール来るのか？」

　綾乃は答えない。しかし、直人は諦あきらめなかった。あの寂しい中庭の眺ながめが脳のう裏りをよぎった。あの円卓テーブルの前に座っていた幼い綾乃と、今いま目にしている彼女の背中が頭の中で重なった。なんとなく彼女を一人にしたくなかった。

「来いよ。待ってるから」

　と、直人は念を押した。




「……綾乃、来ないね」

　棗なつめは直人に言った。

　二人は駅前にある噴ふん水すいのそばに立っている。待ち合わせによく使われる場所だったが、屋根がないので真夏は猛もう烈れつに暑い。

「来ると思ったんだけどな」

　彼は残念そうに言った。棗なつめは駅えき舎しやに設置された時計を見上げる。もう待ち合わせの時刻から一時間近く過ぎている。午後になって陽ひ射ざしはますます強くなってきていた。直なお人とはさっきから何度も汗を拭ふいている。暑さにはあまり強くないらしい。

「岸きし杜もりくん、屋根のあるところで休んだ方がいいんじゃない？　わたしここで待ってるから」

　棗はおそるおそる切り出した。二人だけで行こうよ、と言う気にはなれなかった。直人は三人で行くつもりでいるのだし、綾あや乃のが来なければ多た分ぶん中止だろう。

　もともと直人をデートに誘おうとしたのがいけなかったと思う。直人と綾乃の間に入りこむことになってしまう。二人とも友だちなのに──。

「……俺おれらだけで行くか」

　突然、直人がぼそっとつぶやいた。

「えっ！」

　棗はびっくりした。

「帰らなくていいの？　……綾乃がいないのに」

「帰るのももったいないだろ。わざわざここまで来たのに」

　そう言いながら、自転車のスタンドを蹴けり上げてサドルにまたがった。

「それに、綾乃だって後から来るかもしれないし」

　言われてみればその通りだ。とたんに気持ちがぱっと明るくなった。

「うん。そうだね。行こ、岸杜くん」

　彼女は先に立って歩き出そうとする。にこにこしすぎていないか、自分が心配だった。

「あ、倉くら野の。ちょっと」

　直人の自転車が彼女を追い抜いて停まった。

「よかったら後ろ乗ってく？　歩くと結けつ構こう時間かかるし」

「え……」

　心しん臓ぞうがどきどきし始める。男の子と二人乗りなんて今まで一度もしたことがない。走っているところを想そう像ぞうするだけで恥ずかしかった。

「で、でも……悪いし」

「別にいいって……あ、自転車苦にが手てなんだっけ」

　棗は自転車に乗れない。子供の頃からいくら練習しても駄だ目めだった──が、それは自分で運転しようとすればの話だ。

「二人乗りは全然大だい丈じよう夫ぶだけど……あの、ほんとにいいの？」

　直人はうながすように自転車の荷台を軽く叩たたいた。

　ビニールのトートバッグを肩にかけ直して、棗は荷台にちょこんと座る。半はん袖そでのシャツを着た直なお人との背中は、間ま近ぢかで見ると意い外がいに広くてがっしりしている。どこをつかんでいいかしばらく迷ってから、おそるおそるベルトの背中あたりに手を添えた。

　自転車は勢いを付けて駅前の通りを走り出す。

「……倉くら野のは軽いんだな」

　前を向いたまま、直人はなにげなく言った。

（あ……）

　棗なつめははっと息を吞のんだ。誰と比べているの、と訊きくまでもなかった。きっと今まで綾あや乃のと何度もこんなことをしてきたのだ。異い性せいの自分を乗せているのに、全然意い識しきする様よう子すがないのもそのせいだ。

段だん差さにさしかかって、車体が軽く跳ねた。

「悪い。大だい丈じよう夫ぶ？」

　直人が振り返りながら言った。

　棗は黙ってうなずくと、彼の体に両腕うでを回してしっかりとしがみついた。
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　水着に着替えた直人は、更こう衣い室しつからプールサイドへ出た。飯いい見み町ちようの町営プールには、本格的な五〇メートルプールの他に、流れるプールやウォータースライダーまで備わっている。公共施し設せつというより、小型のテーマパークといった方がしっくり来る。

　まだ夏休みが始まったばかりのせいか、泳ぐのに苦労するほど混雑していない。

　直人は五〇メートルプールの脇のベンチに腰を下ろした。小学生だらけのウォータースライダーと違って、このあたりはいくらか静かだ。ここで棗と待ち合わせることになっている。

　直人はタオルにくるんで携帯を持ちこんでいた。ひょっとして綾乃から連絡があるかもしれないと思ったからだ。

（綾乃の奴やつ、どこにいるんだろう）

　直人よりも早めに家を出たので、実家に水着を取りに行ったのかと思っていた。先にプールに来たこともメールで伝えたが、今のところ返事はなかった。

「……岸きし杜もりか？」

　聞き覚えのある声に顔を上げる。

「あれっ？　なにやってんだ山やま中なか」

　目の前に立っているのは同じクラスの山中だった。まさかこんなところで会うとは思わなかった。もちろん、昨日きのうファミレスで話した時もプールのことは言っていない。

「岸杜も永なが田たに呼び出されたのか？」

　その言葉に直人はますます驚いた。

「は？　永なが田たまで来てんのか？」

「あれ、じゃあ俺おれたちとは関係なく遊びに来たのか。すごい偶然だな……俺はさっき永田に呼び出されたんだよ。剣けん道どう部の二年でプールに行くから、お前も来いって」

「なんだそれ。山やま中なか、剣道部と関係ねえだろ」

　普段、彼は軽けい音楽部でギターを弾ひいている。まるっきり方向性は逆だ。

「俺もよく分からないけど、たまたま暇ひまだったから」

　その時、プールの中にいる女の子たちが山中の方をちらちら見ていることに気付いた。美び形けいと言っていい顔立ちと細ほそ身みのわりに引き締まった体つきは十分人ひと目めを惹ひきつける。

　なんとなく、直なお人とにも事情が分かってきた。永田を含めて剣道部の二年生は全ぜん員いん彼女がいない。多分、午前中の練習が終わった後、プールにナンパしに行く計画でも持ち上がったに違いない──なにしろ夏休みだ。

　かといって、自分たちの見た目には自信がない。で、女の子を釣つるエサとして山中が召しよう還かんされたのだろう。どうせそんなところだ。

（山中……気の毒に）

　派は手でな見た目と違って、山中は無む口くちで大人おとなしい性格だった。本人はナンパなんかしたくもないはずだ。後で機会を見て永田に文句を言ってやろうと思った。

「それで、岸きし杜もりは誰と来たんだ？」

「倉くら野のと一緒に」

　山中はちょっと驚いたように眉まゆを上げた。

「へえ。デートか」

「まさかまさか。もともと綾あや乃のも一緒に来る予定だったし」

「でも、二人で来たんだろ？」

「まあそうだけど……倉野もそういうつもりじゃないと思うぞ」

「本人がそう言ってたのか？」

　直人はなにも言えなくなった。そういえば、さっきから棗なつめの態度がいつもと違う。照れているような、恥ずかしがっているような。綾乃のことが気掛かりで全然意い識しきしていなかったが、自分は棗と二人だけでプールに遊びに来ている。

　そう思うと、今までが噓うそのように緊きん張ちようしてきた。

「……俺が言うようなことじゃないと思うんだけど」

　山中は真剣な面おも持もちで言った。

「周りにいる女の子の気持ちとか、岸杜はもうちょっと意識した方がいいんじゃないのか？」

「え？」

　その時、いきなり二人の間に永田の巨体が割りこんできた。

「あ、いたいた！　お前ら、今そこに倉野さんいたぞ！　一人でうろうろしてた！　やっぱかわいい！　マジかわいい！　噂うわさ通どおりの隠かくれ巨きよ乳にゆう……ん？」

　そこまで喋しやべって、首をかしげながら直なお人との顔を覗のぞきこむ。

「……あれ、俺おれ、岸きし杜もりまで呼んだっけ？」

「行こう、永なが田た」

「え？　なんで？」

「岸杜、邪じや魔まして悪かったな。それじゃ」

　山やま中なかは永田を引きずるようにして去っていった。

　一人取り残された直人は首をかしげた。山中の言葉が引っかかる──なんだったんだ、今のは。

「……岸杜くん？」

　背中から声をかけられて、直人は振り返った。

　目の前にシンプルな競きよう泳えい用の水着を着た棗なつめが立っている。小こ柄がらなわりに手足は長くしなやかで、鎖さ骨こつのあたりにうっすらと日焼けのあとがある。予想以上にメリハリのある体のラインが強調されて、普段とは別人のように女らしかった。

「ごめんね、待たせて。思ったより広いから迷っちゃった」

「いや……別に……」

　緊きん張ちようのあまりうろうろと視線を泳がせる。棗が困ったように自分の体を見下ろした。

「あの……わたし、変かな」

　変なはずがない。直人は慌あわてて首を振った。

「全然変へんじゃない。その、かわいい……と、思う」

　ほとんどうっかり口にした言葉だったが、途と端たんに棗の顔がぼっと赤くなる。

「あ……ありがとう……」

　しばらくの間、二人はもじもじと向かい合っていた──やがて沈ちん黙もくに耐えられなくなったのか、棗はいきなりぱっと顔を上げて直人の手を取った。ひんやりした細い指が直人の指に絡んでくる。

「あ、あっちに行ってみようよ」

　彼女は先に立って、流れるプールの方へ歩き出した。




　流れるプールは子供用の丸いプールをぐるりと囲むように造られている。ハイテンションの小学生たちが笑いながら追い抜いていくのを気にしなければ、のんびり遊べるところだった。バタ足でゆっくり泳ぐ棗を追いかけるようにして、直人は水の中を進んでいた。前から見ると分からなかったが、思ったよりも棗の背中の肌はだが露あらわになっている。

「ボールぐらい持ってきてもよかったね」

「あー……そうだな」

　上を向いて泳ぎ始めると、天てん井じようの照明がにじんで見えた。あまり棗なつめをじろじろ見ないように配はい慮りよしたつもりだったが、いきなり肩をつかんでぐいっと沈められた。

「んなっ？」

　口から泡あわを吐きながら水から顔を出す。棗はにこにこしながらこっちを見ていた。

「なにすんだよ」

「岸きし杜もりくん、隙すきだらけ」

　くすくす笑いながら泳いでいってしまう。バタ足でも彼女の手足の動きには無む駄だがない。さすが水泳部だったが、やられっぱなしというのも間が抜けている。仕返ししてやる、と必死に水をかき分けていった。

（……これ、デートかな、やっぱり）

　脳のう内ないのもう一人の冷静な自分がつぶやいた。さっきの山やま中なかの言葉が頭をよぎる。周りの女の子の気持ちを意識しろ、とか。意識していないつもりはない。ただ、それが自じ意識過か剰じようになっていないか心配なのだ。棗とは仲がいいけれど、彼女が自分と付き合いたがっているとか、そういう考えは持っていない。彼女と付き合いたがっている大おお勢ぜいの男どもの中に、自分よりもずっと相応ふさわしい相手がいるはずだ。

（あれ……？）

　そういえば、山中は「棗の気持ち」とは言わなかった。「周りの女の子」は棗だけではなく、綾あや乃ののことも指しているのかもしれない。確かに綾乃の気持ちをよく分かっていないとは思う。もしちゃんと分かっていたら、いつまでもこんな状態が続くはずがない。

[image: ]

（あいつ、結局来こないのかな……）

「……岸きし杜もりくん？」

　いつのまにか立ち止まってしまった直なお人との方へ、棗なつめが流れに逆らって近付いてくる。

「悪い……あっちに携帯忘わすれてきた」

　さっきのベンチに携帯を置いたままにしていた。そう言うと、棗の表情が少し曇った。彼女も綾乃のことを思い出したのかもしれない。

「ちょっと見てくる」

　直人はプールから出た。




　別にいいと言ったのだけど、棗は結けつ局きよく直人の後に付いてきた。ベンチまで戻った時。着信音が聞こえてきた。直人の携帯が鳴っているのだ。

「あ、メール来てる」

　ひょっとすると綾乃からかもしれない。直人はタオルにくるまれた携帯を手に取ってメールを開いた。

「……綾乃から？」

　背中から棗が言った。

「いや、うちの妹から……なんだろう」

　件名はなく、メールの本文も簡かん潔けつだった。




『昨日きのうの女の人から、また電話がかかってきました。すぐに連絡が欲しいそうです。名前はツグミさん』




　苗みよう字じは言わなかったのだろうか。その後には電話番号が書いてある。市外局番から察すると、飯いい見み町に住んでいるらしい。

「なんか俺に電話してきた人がいるみたいで……もうちょっと待って」

　電話番号まで言ったということは、ただのいたずらではないだろう。ひょっとするとせっぱ詰まった用事かもしれない。直人はメールにある番号にかけてみた──呼び出し音がしばらく続いてから、相手が電話に出た。

『はい』

　落ち着いた感じの女性の声だが、聞き覚えはない。

「俺おれ、岸杜直人ですけど……ツグミ、さん？」

『……そうです』

　彼女の声はかすかに震えている。具合でも悪いのかもしれない。

『あなたに頼みがあるんです……夢ゆめ神がみのことで』

　携帯を握る手に思わず力がこもった。この相手は直なお人とが「番ばん人にん」だということを知っている。

「頼みって、なんですか？」

　沈ちん黙もくが流れる。聞こえてくるのはかすかな息づかいだけだった。振り返ると棗なつめが心配そうにこちらを見ている。

「あの……？」

　直人が先を促うながそうとした時、彼女の声が聞こえてきた。

『……殺して欲しい夢神がいるんです』




　足あし下もとの線路を轟ごう音おんとともに電車が通りすぎていった。

　綾あや乃のは人ひと気けのない陸りつ橋きようの手すりにもたれて、ぼんやりとその光景を眺ながめている。時とき々どき携帯が鳴っているが、無視し続けていた。

　すぐそばに愛用のクロスバイクが停めてある。ハンドルの前に取りつけられたフロントバッグはぱんぱんにふくらんでいる。水着や着替えが詰まっているからだ。

　本当なら今いま頃ごろはプールにいるはずだった。

　行くかどうかさんざん迷った末に、彼女は待ち合わせの時間からだいぶ遅れて駅前に向かった。いい加か減げん、今の状態を続けることにうんざりしていた。今までなにを思っていたのか、なにを訊ききたかったのか、直人にきちんと伝えようと思った。棗が一緒にいれば、それほど揉もめることもないと思う。

　駅前の噴ふん水すいが見えるところまで来た時、ほっと胸をなで下ろした。二人の姿が見えたからだ。ちょうど噴水を離れて歩き出そうとしている。

　綾乃はペダルを踏んで走り寄ろうとして──ほんの数メートル手前でブレーキをかけた。

　二人の様よう子すがいつもと違う。棗は輝くような笑顔で直人と話している。すぐ近くまで来ている自分にもまったく気が付いていない。

　直人は荷台に乗れと言っているらしい。さんざん恥ずかしがってから、棗は自転車の荷台に座る。仲のいいカップルにしか見えなかった。

　綾乃は声をかけられないまま、走り去っていく二人を見送った。

「……勝かつ手てにすればいいのよ、二人とも」

　綾乃は低くつぶやいた。駅前を離れてから、ずっと彼女は陸橋に佇たたずんでいる。

　クロスバイクのバッグから出したキャンディーを口の中に放りこむ──ビターチョコレート味。

　今まできちんと考えたこともなかった。自分が〈王国〉へ帰っても、直人と棗の関係は続いていくのだ。直人はもともと棗に好意を持っていたし、棗もずっと直人と友だちになりたがっていた。なにかの間違いで棗なつめがあのヘタレと付き合う気を起こさないとも限らない。

　どうするかは二人の勝かつ手てだ。自分にはなんの関係もない──はずなのだけど。

　綾あや乃のはがりっとキャンディーを嚙かんだ。

　勝手にすればいい、というのは本音ではない。本当は全然納なつ得とくがいかない。想そう像ぞうするだけでも不ふ愉ゆ快かいだ。どうしてなのか分からなかったが、とにかく嫌なものは嫌だった。

「…………馬鹿」

　誰が馬鹿なのか、つぶやいた彼女にも分からなかった。直なお人となのか、棗なのか、それとも綾乃自じ身しんなのか。名前のつけられない感情に、綾乃は混乱していた。

　二個目のキャンディーを出そうとした時、あたりがすっと薄うす暗ぐらくなった。

　空を見上げるとちょうど小さな雲が太陽にさしかかっている。すぐにまた元通りになるはずだ。

　突然、綾乃の二にの腕うでがぞくっと粟あわ立だつ。

（誰かに見られてる）

　昨日きのう、デパートの屋上でも感じた気け配はいだった。彼女は陸りつ橋きようの前後を見渡す。

　彼女がやって来たのとは反対側の入り口を塞ふさぐように、一人の少年が立っていた。年は同じぐらいで、身長も綾乃とあまり変わらない。派は手でなプリントの入った黒いＴシャツに太いカーゴパンツ。髪かみは短めで、赤いサングラスで目元を隠かくしている。
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　気になるのは肩にかけたバットケースだった。どう見ても高校球きゆう児じには見えない。

「誰？」

　と、綾あや乃のは言った。

「昨日きのうも会ったわね」

　デパートの屋上で自分を見ていたのは、間違いなくこの少年だ。

「あんた、久く世ぜ綾乃だろ」

　必死に震えをこらえているような、抑よく揚ようのない声で彼は言った。

「夢ゆめ神がみの王の娘、だろ」

　反射的に綾乃は身み構がまえる。正体を知っているということは、普通の人間ではない。ひょっとすると「赤い目」に繫つながる夢神かもしれない。

「俺おれの名前は、麟りん堂どう正まさ宗むね」

　彼はバットケースを突き立てるように地面に置く。ファスナーを開けて取り出した中身に、綾乃は目を瞠みはった。地じ味みな拵こしらえだが、間違いなく日本刀とうだった。

　正宗と名乗った少年はすらりと鞘さやを払い、予告ホームランのように綾乃に切きっ先さきを向けた。

「……あんたを倒しに来た」

　と、彼は言った。
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「……ここか」

　直なお人とと棗なつめは人ひと気けのない住宅地の行き止まりで足を止める。二人はツグミと名乗る女から教わった住所にやって来ていた。

　彼女の素す性じようも、依頼の意味も、なにも分かっていない。電話では「詳しいことは会って話したい」としか言わなかった。

　塀へいの向こうに芝しば生ふの庭と二階建ての家が見える。ベランダには洗せん濯たく物が干され、衛えい星せい放送のアンテナも取り付けられている。なんの変へん哲てつもないごく普通の一戸建ての住宅だった。

　目の前にあるものを除けば。

「なんだと思う？　これ」

　と、直人は言った。

　門のあるべき場所には、石造りの鳥とり居いが建っている。あちこちにひび割れを補ほ修しゆうした跡があり、かなり古いもののようだった。

「この家ができる前は神社があったんじゃない？」

「……でも、なんでこんなもん残しといたんだろ」

　住宅地の風景から完全に浮いていて、なにかの冗じよう談だんにしか見えない。鳥とり居いのそばにある古びた石せき柱ちゆうには「飯いい見み神社」と彫り込まれていた。

「あれ、飯見神社って別の場所になかったっけ？」

　直なお人とは首をかしげる。「飯見神社」は商店街の「スーパーながた」のそばにあったはずだ。

「『飯見神社』って名前の付いてる神社、昔からこの町にはいくつかあるみたいだよ。わたしのうちのそばにもあるし、駅前の商店街にもあるし、パラダイスランドの裏にもあるし……ここもその一つだったんじゃないかな」

「……昔の人、なんでそんな分かりにくいことしたんだ？」

「うーん……それは分からないけど……」

　石柱の脇に回り込んで、棗なつめはじっと目を凝こらす。別の文字が彫られていないか確かめているらしい。

　真剣な様よう子すの彼女を眺ながめているうちに、申し訳ない気持ちになってきた。本当なら今いま頃ごろはプールにいるはずなのに。扉とびらの民たみの直人がここに来るのは当然だが、棗は彼に付き合ってくれただけだ。

「倉くら野の、ほんとに悪かったな……こんなことになって」

　彼女は笑顔で首を振った。

「岸きし杜もりくんが悪いわけじゃないんだから、謝ることないよ。プールはいつでも行けるでしょ」

　それから、少し恥ずかしそうに付け加える。

「また、今度一いつ緒しよに行こ」

「う、うん……そうだな」

　二人は飛び石を歩いていった。玄げん関かんのドアの前に立った。インターフォンのそばにかかっている木の表ひよう札さつには「麟りん堂どう」と書かれている。「ツグミ」の苗みよう字じなのかもしれない。

　直人はインターフォンを押す──しばらくすると、スピーカーの向こうから声が聞こえてきた。

『はい』

「あの、岸杜です」

『ドアは開いてますからどうぞ……廊下の突き当たりの部屋にいます』

　ぷつりと通話が切れる。

　不意に警けい戒かい心しんが頭をもたげてきた。この家といい、中にいるこの女といい、どうも得え体たいが知れない。このまま棗を伴って中に入っていいのだろうか。

　万まんが一いち罠わなだとしたら、彼女を危険に晒さらすことになる。

「あの、倉野はちょっとここで待っててくれる？　まず俺おれが様よう子すを見て……」

「わたしも一緒に行く」

　奇き妙みように強い口く調ちようで棗は言った。

「綾あや乃のだったら、一緒に行くでしょ？」

　言われてみればその通りだった。もし綾乃がここにいたら、むしろ一緒に来て欲しいと思うはずだ。

「でも、それは……」

　うまく説明できなかった。綾乃が夢ゆめ神がみだから、というだけではないと思う。

　棗なつめはドアを開けて中へ入ってしまう。仕方なく直なお人ともその後に続いた。

　家の中は薄うす暗ぐらく、ひやりと涼しかった。きれいに掃除された土ど間まには男おとこ物もののスニーカーとサンダルがきちんと並べられている。この家には他にも住んでいる者がいるようだった。

　スニーカーを脱ごうとした時、直人は鼻をくすぐる濃のう厚こうなバターの香りに気付いた。

「……なんか、いい匂においだな」

　先に廊下に上がっている棗は深く息を吸い込んだ。

「焼き菓子の香りだね……できたてなのかな」

　直人は先に立って歩き出した。キッチンと洗面所を通りすぎていき、突き当たりの部屋のドアをノックする。

「……どうぞ」

　くぐもったような声がする。直人は慎しん重ちようにドアを開けた。

　そこは日当たりのいい和室だった。部屋の真まん中なかにある座ざ卓たくの前に、白いワンピースを着た女が座っている。淡い色の髪かみや透すき通るような白い肌はだからはあまり生せい気きが感じられない。目元は黒っぽいサングラスで隠かくれている。

　年ねん齢れいは直人たちより上──二十代の前半といったところだった。真夏だというのにブランケットを膝ひざにかけて、座ざ椅い子すに背中を預けている。

「こんにちは」

　彼女は座ったまま深々とお辞じ儀ぎをした。

「出迎えもできなくてごめんなさい……体の自由が利かないものだから。どうぞ、そこに座って下さい」

　二人は促うながされるままに、彼女の向かいに腰を下ろした。途と端たんにさっきの香りが一いつ層そう強くなる。なぜか座ざ卓たくの上に大量のエクレアの載った皿が置かれていた。生き地じはきれいなキツネ色で、その上に塗られたキャラメルクリームが光こう沢たくを放っている。

　手作りだとしたら大した腕だ。隣となりを見ると、棗も同じものを見つめている。

「あ、よかったら召し上がってください」

　おっとりした声で彼女は言った。

「いいえ、そんな……結けつ構こうです」

　棗は慌あわてたように首を振った。

「遠えん慮りよしないで。沢たく山さんあるんですもの」

　にこにこと曇りのない笑顔で勧めてくる。とても悪人には見えない──優しそうな彼女がどこで夢ゆめ神がみと関わることになったのか、よく分からなかった。

　しばらくためらってから、棗なつめはおそるおそるエクレアを手に取る。甘いものの苦にが手てな直なお人とも手を伸ばすしかなかった。

　端はしの方を一口かじってから、棗は目を丸くした。

「おいしい！　これ、手作りなんですか？」

「ええ、そうなんです。あ、作ったのはわたしじゃないんですけど……」

　直人も一口食べてみた。薄うすいわりに生き地じはさっくりとしていて、クリームの舌した触ざわりも滑なめらかだった。きっとすごく美味おいしいのだろうが、直人には少し甘すぎる。

「あら、ごめんなさい。わたし、飲み物も出さないで」

　直人の微び妙みような表情に気付いたのか、ツグミは周囲を見回した。飲み物が入っているらしいポットはテーブルの上にある。どうやらコップを探しているらしい。結局、座ざ椅い子すを離れて壁かべ際ぎわのサイドボードににじり寄っていった。

　親切はありがたかったが、おやつをご馳ち走そうになりに来たわけではない。

「あの、それよりもさっきの話で……」

　ふと、ツグミの方からじゃらじゃらと金属音が聞こえてくることに気付いた。今までブランケットに隠かくれていた彼女の手足が見えている。

　直人の全身が凍りついた。彼女のほっそりとした手足には、太い鎖くさりつきの枷かせが嵌はまっている。

「なんなんですか、それ？」

　ツグミはちらりと自分の体を見下ろして、

「ああ、これは……わたしを拘こう束そくしているんです」

　こともなげに答えた。

「だ、誰にこんなこと……」

「わたしです」

　直人はぽかんと口を開けた。一体、この人はなにを言っているんだろう。

　ツグミはくるりと体の向きを変えて、直人たちと向き合った。

　両目を隠かくしていたサングラスを外す──二つの瞳ひとみは、血のように赤かった。

（この町には『赤い目』を授けられた夢神が潜ひそんでいる）

　半月前、別の夢神から聞いた言葉が蘇よみがえった。

　直人はポケットから出した黒い鍵かぎ・モーフィアスを構えると、棗を庇かばうように膝ひざ立だちになった。自分たちはまんまと誘いこまれてしまった。こんなところへ安あん易いに足を踏み入れたのが間違いだった──。

　夢神は赤い目を見開いて、自分に向けられているモーフィアスをしげしげと見つめた。

「…………ああ、よかった」

　ほっとしたように胸に手を当てて、彼女はにっこり笑った。

「それを使えば、夢ゆめ神がみを殺せるんですね？」

　思いがけない反応に直なお人とは戸と惑まどった。今、向き合っているこの相手からは、殺さつ意いどころか敵意すら感じられない。戦うつもりなど最初からないのだ。

　ツグミは畳たたみの上に膝ひざを揃そろえて座り、直人の顔を見上げた。

「わたしを殺して下さい」

　澄すんだ声が部屋の中に響ひびいた。

「え……？」

「殺して欲しい夢神は、わたし……この忌いまわしい目を持ったわたしを、殺して欲しいんです」




　麟りん堂どう正まさ宗むねと名乗った少年は、刀を担かつぐように構えて無む造ぞう作さに近づいてきた。綾あや乃のの全身に緊きん張ちようが走る。足運びも構えも一見でたらめだが、隅すみ々ずみまで注意が行き届いていて隙すきがない。

　この相手は強い。お互い夢神だとすると、まともな武器のないこちらが絶対に不利だった。綾乃は周囲に視線を走らせる。武器として使えるものはなにもない。この陸りつ橋きようの幅は狭く、避ける方向も限られてしまう。

　それを見み越こしてここを襲しゆう撃げき場所に選んだのだろう。おそらく、家を出た時からずっと尾び行こうされていたのだ。
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「今、あんたは避けようとか逃げようとか思ったんだろう……が」

　と、正まさ宗むねは言った。

「そんなのは全部無む駄だだ……今から俺おれはあんたに隙すきを作って不ふ意い討うちする。だから大人おとなしく俺に倒されろ。今の話、分かったか？」

「……は？」

　不意討ちすることを自分から明かしてどうするのだろう。しかし、冗じよう談だんを言っているわけではないらしく、顔つきは至って真ま面じ目めだった。

　その時、太陽を隠かくしていた雲が途と切ぎれて、噓うそのように周囲が明るくなった。正宗の持っていた刃やいばがぎらりと輝く。

　一いつ瞬しゆん目がくらんで、視し界かいが真まっ白しろに染まった。

（あっ）

　しまった、と思った時にはもう相手の間ま合あいにいた。正宗は斜めに刀を振り下ろしてくる。斬ざん撃げきは思ったよりも速く、距離を取って避けるしかなかった。彼女のそばにあったクロスバイクが金属音とともにはじき飛ばされる。フェンスの手前で横よこ倒だおしになった愛あい車しやを見て、綾あや乃のはぞっとした。前輪がすっぱりと切断されている。

「だから避けてんじゃねえよ！　素直に倒されろって言ってんだろうが」

　ふと、綾乃は疑問を抱いた。倒した後でどうするつもりなのだろう。現実世界にある武器で夢ゆめ神がみを「倒す」ことは確かにできるだろうが、「殺す」ことはできない。夢神はこの世界のものではないのだから。

　正宗は刀を握り直すと、さっきと同じ姿勢で構える。

「次は小こ細ざい工くなし手て加か減げんなしで全力で行く……今度こそ避けねーでくれよ。っていうか、今ぐらいの動きじゃ避けらんねえ……なんつっても俺の方が強いからな」

　なんとなく相手の性格が分かってきた。考えていることをいちいち口に出す癖くせがあるらしい。

　しかし、だからといってこちらが有利なわけではない。この少年の強さは本物だ。今の攻撃がまだ「手加減」したものだとしたら、次は避けられるかどうか分からない。

「どうして、わたしを狙うの？」

　と、綾乃は言った。この夢神は「赤い目」そのものではない。それなのに、「赤い目」と同じ気け配はいを漂わせている。

「……俺にはあんたを倒さなきゃいけない理由があるんだ」

「理由？」

「だからそれは『赤い目』……」

　言いかけたところで我に返ったらしく、サングラスの下でぎゅっと眉まゆをひそめた。

「おっとこれ以上は話さねえ！」

　彼はぶるぶると首を振る。

「油ゆ断だんも隙すきもねえな……俺おれに変な質問すんなよ。答えちまうじゃねえか」

　今までも「赤い目」に力を授けられた夢ゆめ神がみを見てきたが、こういうタイプは今までいなかった。最近、現実世界に出てきたにしては、奇き妙みように反応が人間臭くさい。単に人間らしさを装っているわけでもなさそうだった。

　本当にこの少年はただの夢神なのだろうか。

「それじゃ、覚かく悟ごしてくれ」

　再びじりじりと距離を詰めてくる。彼女は余よ計けいな考えを頭から追い出す。相手の攻撃を避けるのは確かに難しい──守しゆ勢せいに回れなければ、一か八か前に出るしかない。

「一体、あなたは何者なの？」

　と、綾あや乃のは言った。別に答えを期待してはいない。しかし、正まさ宗むねの足運びがわずかに遅くなった。質問をされるとつい反応してしまうらしい。

　その隙をとらえて、前に向かって大きく飛んだ。一いつ瞬しゆん反応が遅れたものの、正宗はすぐに斬ざん撃げきの姿勢に入る。綾乃は背を屈かがめて相手のふところに入り、右の拳こぶしを水すい月げつに叩たたきこんだ。

「うっ」

　正宗の口から短いうめき声が洩もれた。しかしまだ刀を手放していない。綾乃は彼の手首をしっかりつかむと、半はん回転して背中を相手の体に密着させる。そして、全身のばねを使って一本背負いで投げ飛ばした。




　硬いアスファルトに正宗が大の字になっている。綾乃は転がっている日本刀とうを遠くへ蹴けった。前輪を破壊されたクロスバイクを振り向いて、彼女はため息をついた。今まで大事にしてきたのに。

「……あんた、格かく闘とう技ぎの経験があるんだな」

　正宗がつぶやいた。背中を打ったせいか大きな声が出ないらしい。

「少し」

　綾乃はぶっきらぼうに答える。中学まで近所の道場で古こ武ぶ術じゆつを習っていた。もちろんただの暇ひまつぶしで、まさかなにかの役に立つとは思っていなかった。

「失敗した……考えてもなかったぜ」

　彼は額ひたいを押さえながら体を起こした。赤いサングラスは壊れて、眉まゆの上から血が流れている。投げ飛ばされた時に割れたレンズで切ったらしい。

　綾乃は目を瞠みはった。

　正宗の瞳ひとみの色はなんの変へん哲てつもない黒だった。それに、額から流れる血も一いつ向こうに止まる気け配はいがない。夢神だったら、この世界で受けた傷などすぐ治るはずだ──。

「お前、人間だったの？」

　と、綾乃は言う。正宗はフェンスに背中をあずけながらのろのろと立ち上がった。

「ああ、人間だよ……夢ゆめ神がみだなんて言ってねえだろ」

　そういえばそうだ。なんとなく夢神だと思ってしまっただけだ。

「でも、どうしてただの人間が『赤い目』と関わっているの？」

「俺おれ…………けないと……」

　電車が陸りつ橋きように近付いていて、声が聞き取りにくい。綾あや乃のは一歩近づいて耳を澄すませる。

　突然、正まさ宗むねは体を起こして、フェンスを蹴けって飛びかかってきた。綾乃のＴシャツの襟えりをつかんで首を絞しめ上げようとする。

　綾乃は冷静だった。この程度の攻撃に慌あわてる必要はない。相手の顔面を手の甲こうで打ち、ひるんだ隙すきに体を沈めて縛いましめを振りほどこうとする──。

　突然、綾乃は指ゆび一本動うごかせなくなった。強いしびれが体中を駆けめぐっている。

（まさか……）

　以前にもこんな風ふうになったことがある。かろうじて目だけを動かして体を見下ろすと、心しん臓ぞうのあたりに大きな黒い鍵かぎが突き刺さっていた。

（……モーフィアス？）

　よく見ると頭の部分のデザインが違っている。色のついたガラスでできているように、向こうの景色がかすかに透すけて見える。

「やっぱ動きが止まるだけか……こいつで夢神を殺せるわけじゃねーんだな」

　正宗は綾乃が蹴った日本刀とうを拾い上げて、また彼女の方へ戻ってくる。

「そいつはパンタソス。意味はよく知らんけど、そういう名前だ」

　その名には聞き覚えがあった。ギリシャ神話のモーフィアスには二人の兄弟がいる。確か「パンタソス」と「イケルス」という名前だった。

「さっき、何者なんだって俺に訊きいただろ」

　電車の騒そう音おんに負けないように、正宗は声を張り上げた。

「俺はただの人間じゃねえ。『扉とびらの民たみ』とかいうヤツだ」

　綾乃は息を吞のんだ。岸きし杜もり家以外の「扉の民」など聞いたことがなかったし、想そう像ぞうしたこともなかった──しかも「赤い目」に荷か担たんして自分に襲おそいかかってくるとは。

「鍵で死なねーんなら、こっちでやるしかねーな」

　正宗が手にしている刀の切きっ先さきが、綾乃の首くび筋すじをぴたりと指した。

「夢神っつっても、首を切り落とせば無事じゃねえ……違うか？」

　全身が小こ刻きざみに震え始めた。夢神は確かにこの世界で「死ぬ」ことはない。しかし、綾乃の体の仕組みは人間とさほど変わらない。もし首を切り落とされたら、体の組織はまともに機能しなくなる。短い時間なら再生もできるだろうが、もし長時間その状態に置かれたら、体の組織は繫つながりを失ってどこまでもばらばらにほどけていくはずだ──。

　もしここで綾乃がいなくなれば、次は直なお人とが狙われる。「番ばん人にん」を殺すのが「赤い目」の目的のはずだ。それだけは絶対にさせるわけにいかない。

「直なお人と……」

　黒い鍵かぎが刺さっているにもかかわらず、綾あや乃のは彼の名を口にした。足あし下もとを通りすぎる轟ごう音おんの中でも、その声ははっきりと響ひびく。

　一いつ瞬しゆん、刀を構えていた正まさ宗むねの顔色が変わった。口元がかすかに歪ゆがんでいる。なにかが彼を動どう揺ようさせたらしかった。

「くっ……」

　迷いを断ち切るように激しく首を振り、彼は再び刀の柄つかを握りしめる。

　立ち木のように動かない綾乃の首に向かって、白はく刃じんが弧こを描いて襲おそいかかってきた。
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　流れていく雲に陽ひ射ざしを遮さえぎられていた庭は、突然元もとの輝きを取り戻した。

「この家は、夢ゆめ神がみのための結けつ界かいの一つなんです」

　窓の外を眺ながめながらツグミは言った。直人と棗なつめは再び座ざ卓たくを挟んで彼女と向かい合っている。二人の前にはアイスティーの注がれたコップが置かれている。さっきツグミが淹いれてくれたものだった。

「結界？」

　直人が聞き直すと、ツグミはうなずいた。

「ずっと昔から、罪を犯した〈王国〉の夢神たちは、こちら側の世界に追放されることになっています。わたしもそういう夢神の一人で……あなた方には説明の必要がありませんね。王女をご存じでしょうから」

　それから、直人に向かって微笑ほほえみかけた。

「王女はご健けん勝しようですか？」

　綾乃のことを言っていると気付くまで、しばらく時間がかかった。王の娘だから王女だ。

「……あ、ああ、はい。元気です」

「王おう族ぞくの方々と違って、わたしのような普通の夢神が、こちら側で存在を維い持じするのは難しいんです。成り立ちの違う世界で暮らすには、それだけ多くの力が必要になる……ただこちら側にいるだけで、どんどん存在が薄れていってしまうんです」

「存在が薄れるって……どういうことですか？」

　と、棗が言った。言葉を選ぶように、ツグミは空を見つめる。

「そうですね……肉体の結びつきが弱くなって、存在が拡かく散さんしていってしまう……見せた方が早いかしら」

　彼女は鉄の枷かせが嵌はまった両手をエクレアの皿の上にかざした。

「わたしの右手をよく見てください」

　直なお人とたちは身を乗り出して、言われた通りに目を凝こらした。

「あ……」

　最初に気付いたのは棗なつめの方だった。彼女の白い手はうっすらと透すけて、下にあるエクレアの皿が見えている。五本の指の輪りん郭かくもわずかに震えていた。

「これが『存在が薄うすれている』状態。例えばわたしが結けつ界かいの外に居い続つづけたり、体を傷つけられたりすると、存在はどんどん薄れていって……最後には人の目には見えなくなってしまいます。そんな状態でも、夢ゆめ神がみが死んでいるわけではありません。存在が不安定になるだけなんです。肉体の密みつ度どがゼロに近くても、意識だけは残っている……幽ゆう霊れいみたいに」

　直人はつい自分の手を見下ろした。誰の目にも見えず、意識だけの状態で漂っている──想そう像ぞうするだけでもぞっとする。

「結界というのは、現実世界にあるけれど、夢の世界に近い組そ成せいを持つ場所のこと。こういう場所でなら、わたしたちでも存在を維い持じできるんです。追放されている間、普通の夢神たちは結界に住まなければなりません。ここは避ひ難なん所じよでもありますけど、同時に牢ろう獄ごくのようなものでもあるんです」

　綾あや乃のが外を出歩けるのは例外ということらしい。生きるためとはいえ、ツグミはこちら側で何年も同じ場所に縛しばられているのだ。

「この町にはそういう結界がいくつもあって……大たい抵ていはここと同じように、神社という形で扉とびらの民たみの一族によって管理されてきました。今いま残っているのは、ここだけと思いますけれど」

　直人はうなずいた。ここが牢獄でもあるなら、その扉の一族は看かん守しゆでもある。「あらずの扉」を管理する「番ばん人にん」とは少し役割が違っているらしい。

「あの、この町の飯いい見み神社というのは、全ぜん部ぶ結界なんですか？」

　と、棗が尋たずねる。

「ええ……わたしも場所を知ってるだけで見てませんけど、多分そうじゃないかしら。夢神のいる社やしろ、という意味だから。名前がそうなっているでしょう？」

　棗はちらりと直人の顔を見上げる。どういうこと？　と言っている気がした。もちろん、直人にもさっぱり分からない。二人の様よう子すを察したのか、ツグミは話を続けた。

「ごめんなさい……説明が分かりにくくて。『飯見』はもともと『イミ』という言葉が訛なまったもので、もともとは『寝る』に『見る』という漢字をあてて『寝見』と書いていたそうなんです。長い年月の間に発音も字も別のものに変わって、今ではこの字を使っています」

　ツグミは空中に指で漢字を書く──「夢」だった。

「……『夢神の神社』って意味なんですね」

　棗の言葉に、ツグミは静かにうなずいた。

「夢神……当時は『寝い見み神がみ』と書いたそうですけど、そういう神の住む場所だから、それを祀まつるために社やしろが建てられたんでしょうね」

　直なお人とはうなずきながら聞いていた。ということは、「飯いい見み町ちよう」という地ち名めい自体が「夢ゆめ神がみの住む土地」の意味を持つことになる。

「……全部、この家の人たちから聞いたことの受け売りなんですけど」

　ツグミは恥ずかしそうに笑った。直人はぐるりと部屋の中を見回す。

「あの、そうするとここって『扉とびらの民たみ』の家なんですよね？」

　そう尋たずねた途と端たん、彼女の笑顔がすっと薄うすれていった。

「ええ。今はあなたたちと同じぐらいの男の子一人だけです……彼の両親は事故で亡くなってしまって、それ以い来らい二人だけで住んでるんです」

　扉の民と夢神が一緒に住んでいる──まるで自分と綾あや乃のだと直人は思った。両親を亡くしているのも直人と同じだ。

「ここは平和なところです」

　彼女は遠くを見るように目を細めた。

「外には色々なものがあって、きっと楽しいんでしょうけど……とにかく、わたしは存在を失うことなく、この家で無事に暮らしてきました。でも、二ヶ月ぐらい前に『赤い目』が現れたんです」

　二ヶ月前はちょうど直人が「番ばん人にん」になった頃だ。

「……向こうから、来たんですよね？」

　今まで直人が封じた夢神たちは、「赤い目」から力を授けられた、と言っていた。なんとなく夢神の希望に応じて現れるものだと思っていた。

「ええ。でも、それだけではなにも起こりません。でも、こちら側に条件が揃そろっていると、感かん染せんしてしまうみたいなんです。どういう条件なのかは、わたしにもよく……」

「あの、すいません……『感染』ってなんですか？」

　直人はつい口を挟んだ。

「『赤い目』は夢神に力を授けるんじゃ……」

「違います」

　初めてツグミの声が震えた。

「そんなに生やさしいものじゃないんです。『赤い目』は自分の存在の一部を夢神の中に送り込んできます……それが夢神たちを狂わせるんです。まるで、病気にかかった人間みたいに。一時的に『赤い目』は夢神の持つ潜せん在ざい能力を引き出してくれます。その夢神が望むようになれるんです……でも、その代だい償しようとして彼らは精神のバランスを失って、自分を制せい御ぎよできなくなってしまう」

　ツグミの両手をつないでいる鎖くさりがかすかに音を立てた。「自分を拘こう束そくする」という意味がやっと直人にも分かった気がした。彼女は自分が正気を失った時に備えていたのだ。

「それに、正気を失うだけでは終わらないんです……先がありますから」

「……先？」

　彼女は暗い目で自分の両手を見下ろした。

「『赤い目』の存在は夢ゆめ神がみの精神だけではなく、肉体をも変化させてしまう……そうなったら、本当におしまいです」

「肉体が変わるって……」

「怪かい物ぶつになるんです。本物の」

　真まっ先さきに思い浮かべたのは、二ヶ月前にこの町をパニックに陥おとしいれた「ヨミジ」の姿だった。あれも人間の目には十分に「怪物」だった。

「それってその……つまり、どうなるんですか？」

　直なお人とは我ながらマヌケな質問だと思った。しかし、「ヨミジ」以上の怪物というのがうまく想そう像ぞうできない。

「わたしにもはっきりとは……まだ精神も完全に変化していない状態ですから。でも、もし変化すれば、この町に住む人たちを皆みな殺ごろしにするぐらいのことはできるはず……この世界を混こん沌とんに導くのが、『赤い目』の望みですから」

　淡たん々たんとした口く調ちようが逆に不安を煽あおった。今、目の前にいる彼女が「怪物」になるなどとても想像できないが、本人にしか分からない確信があるのだろう。

「……『赤い目』って、なんなんですか？　夢神なんですよね？」

　と、直人は尋たずねる。ツグミは首をかしげた。

「多分、夢神……だと思います。はっきりとは分かりません。姿も見ていないんです。夜中に眠っていたら突とつ然ぜん現れて、突然消えてしまって……はっきり分かったのは、わたしたちと違うってことだけです。多分、わたしたちには太刀たち打うちできない」

　野の木ぎ幹みき央おの夢神が言ったことと、奇き妙みようなほど似に通かよっている──本質的に違う存在。強い存在。そしてなにより、ツグミも「赤い目」を恐れている。

「……わたしの話はだいたい終わりです」

　彼女はそう言って、直人の目をまっすぐに見み据すえる。

「あなたにわたしを完全に殺してほしいんです……もちろん、存在を拡かく散さんさせて『消える』だけなら、わたしにもできます。結けつ界かいから外に出ればいい。でも、それではわたしの精神は残っていますし、なにかの拍子に拡散した体が元に戻ってしまうかもしれない。『番ばん人にん』のあなたなら、夢神を完全に……」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　直人は慌あわてて相手の言葉を遮さえぎった。さっき電話で話した時から、そのことがずっと気になっていた。

「俺おれには夢神を殺せません」

「え……」

　ツグミは息を吞のんだ。

「扉とびらの民たみにはもともとそういう力があるんじゃないんですか？」

「現実の世界にあるものでは、夢の世界のものは殺せない……みたいです」

　彼女は今にも泣き出しそうになった。

「本当にできないんですか？」

「え、はい。そう聞いてますけど」

「それじゃ困るんです……」

　ツグミはがっくりとうなだれた。

「……〈王国〉へ帰ることはできないんですか？」

　と、直なお人とは言った。〈王国〉への扉を開くことならいつでもできる。「赤い目」から解放されるかどうかは分からないが、少なくとも死ぬよりはましなはずだ。

「それはできません」

　と、ツグミは首を振った。

「追放された夢ゆめ神がみが〈王国〉へ戻っても、さらに罪が加わるだけ……すぐにこちら側へ戻されてしまうんです。わたしを止めるには、殺すしかないはずです」

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。彼女は殺されることに怯おびえている様よう子すがない。それよりも、「怪かい物ぶつ」になることをずっと恐れているようだった。

「扉の民が夢神を殺せるって、誰かから聞いたんですか？」

「それは正まさくんが……」

　正くん？　と、直人は首をかしげた。ツグミは恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「あの、一緒に住んでいる男の子……正まさ宗むねって子なんですけど、彼が言ってたんです。そういう力が扉の民にあるって、聞いたような気がしないでもない、かもしれないって……」

　かなりいい加か減げんな情報だ。正宗という少年も「扉の民」の血を引いているはずだが、直人と同じように一族についてきちんと教えられていないのかもしれない。

「あの、ちょっとお訊ききしたいんですけど」

　二人の会話に耳を傾けていた棗なつめが静かに言った。

「『赤い目』が来たのが二ヶ月前、っておっしゃってましたよね。でも、岸きし杜もりくんと連絡を取ろうとしたのは昨日きのう……最近になって、なにかあったんですか？」

　しばらくの間、ツグミは身動き一つしなかった。わずかに透すけている自分の手をじっと見つめていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「最初は正くんにわたしを殺してくれるように頼んだんです。でも、彼も詳しくは方法を知らなかったみたいで……助かる方法を探すから、絶対に諦あきらめちゃ駄だ目めだって……わたしもそれで説得されて」

　多分、二人は家族のように暮らしてきたのだろう。仮に「方法」を知っていても殺すことなどできるはずがない。

「三日ぐらい前、物置を整理している時、わたしが古い鍵かぎを見つけました。彼に見せたら急に怖い顔になって、家を飛び出していっちゃったんです。これを使えば『赤い目』を殺せるはずだって……」

（……鍵？）

　頭の中で閃ひらめくものがあった。直なお人とは握ったままのモーフィアスを座ざ卓たくに置く。

「こういう鍵ですか？」

「はい……ちょっと形が違いますけど、よく似てます」

　そうか、と直人は思った。この家にもモーフィアスのような鍵があったのだ──今までこの世に一本しかないと思いこんでいた。

「あの、これで夢ゆめ神がみを殺せないんですか？」

「いえ……夢神が取りこんだ魂たましいを解放することと、〈王国〉への扉とびらを開くこと……これでできるのはそれだけなんで」

　それでも、ツグミは諦あきらめきれない様よう子すで鍵を見つめている。落ち着かなくなってきて、直人は鍵をしまった。

「それで、飛び出していったその人はどうなったんですか？」

　鍵が見つかったからと言って、いきなり飛び出すのも無む茶ちやな話だ。そもそも、そう簡単に「赤い目」の居い場所が見つかるとは思えない。

「彼、その日は夕方に帰ってきました。『やっぱりこの鍵じゃ殺せなかった』って……」

　そりゃそうだろ、と直人は思い──ふと、別のことが気になった。

「え？　じゃあ、『赤い目』に会ったってことなんですか？」

「それも分かりません。教えてくれませんでした……それ以来、ほとんど毎日出で歩あるいてます。帰ってきても怖い顔をしていて……あんまり不安になって問いつめたら、『ツグミ姉ねえを助けるためだ』って。ずっと一緒に暮らしてるから分かるんです。彼がなにかよくないことをしようとしてるって。もし、わたしのために彼が危ない目に遭あったらって思うと……」

　ツグミの赤い瞳ひとみが潤うるんで、一ひと粒つぶの涙が落ちた。その正まさ宗むねがなにかしでかす前に、死を選んで跡あと形かたもなく消えるつもりだったのだ。

　直人は唇くちびるを嚙かみしめた。

　性格も容よう姿しもまったく違うのに、なぜかツグミの姿が綾あや乃のと重なる。彼女の言う通り「赤い目」が病気のように夢神の体を冒おかすとしたら、当とう然ぜん綾乃にも「感かん染せん」の危険がある。

　もし自分が正宗の立場だったら、やっぱり無茶なことをやってしまうかもしれない。とても他人ひと事ごとには思えなかった。

（この二人を助けよう）

　直なお人とは心に決めた。

「なにをしようとしてるのか、本人は言わなかったんですか？」

「それは話してくれませんでした……あ、でも」

　彼女はワンピースのポケットから一枚の紙を取り出して、直人たちの方へ差し出した。

「昨日きのう、彼の着てた服のポケットに入ってたんです。気になったから、取っておいたんですけど……」

　二人はその紙を覗のぞきこんだ。コンビニのレシートだが、下手へたくそな字で裏になにか走り書きしてある。多分、メモ代わりに使ったのだろう。

　書かれていたのはこの町の住所だった。番地は直人の住むマンションのすぐ近く──。

　直人の顔がこわばった。

「岸きし杜もりくん……これ……」

　棗なつめも気が付いたらしい。それは綾あや乃のの家の住所だった。

（あいつが危ない）

「行こう、倉くら野の！」

　直人は急いで立ち上がると、玄げん関かんに向かって走り出した。
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　綾乃の家に自転車を走らせる間、直人はほとんど口を利かなかった。

　後ろの荷台から話しかけても、上うわの空そらの返事がかえってくるだけで、そのうち棗も黙ってしまった。

　直人の様よう子すはいつもと違う。ただ綾乃が無事かどうか心配しているだけではない。さっきツグミの話を訊きいている時からおかしかった。

　夢神のツグミは雰ふん囲い気きがどことなく綾乃に似ていた。もし綾乃がこんなことになったら、と想そう像ぞうしたのだと思う。

（……わたしになにかあっても、こんな風ふうに一生懸けん命めいになってくれるかな）

　棗は頭に浮かんだ考えを振り払った。そんなこと今はどうでもいい。

　二人の乗った自転車は綾乃の家の前で急きゆう停止する。ちょうどオレンジ色の派は手でなワンピースを着た久く世ぜ虹にじ子こが、門の前で日ひ傘がさを広げるところだった。そういえば、彼女の経営する「マダム☆クゼー占うらないの館やかた」は定休日だ。

「おや、あんたたち。どうしたんだい」

　彼女は笑いながら話しかけてきた。

「なにがあったんだか知らないけど、あんまりスピードを出すもんじゃ……」

「おばさん、綾あや乃のいますか？」

　直なお人とは自転車から降りながら言った。

「綾乃？」

　虹にじ子こは首をかしげた。

「さっき……って言っても二時間ぐらい前かね。あんたんとこのマンションからうちに来たよ。なんでも水着を取りに来たとかで。すぐ出て行っちまったけどね」

「え……」

　思わず直人と顔を見合わせる。水着を取りに来たということは、プールに行こうとしていたのだろう。それなのに待ち合わせの場所には現れなかった。

（なにかあったんだ）

　そういえば、今日は棗なつめのメールにも綾乃は返信しようとしなかった。いつもはそんなことなかったのに。もう少しその意味を深く考えるべきだった。

「最近、このあたりで変な奴やつを見かけてないですか？　俺おれと同じぐらいの年だと思うんだけど」

　虹子は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように顔つきになった。

「ああ、あいつのことかい」

　と、彼女は言った。

「一昨日おとといあたりからうちの周りをうろうろしてるんだよ。髪かみが短くて言うこと聞かなそうな……あんまり目め障ざわりなんで声をかけたら、一いち目もく散さんに逃げちまったけどね」

　多分、それが麟りん堂どう正まさ宗むねだろう。本当にここに来ていたのだ。

「……って、直人はなんにも聞いてないのかい、そのこと」

「え？　なんのことですか？」

「綾乃には話したんだけどねえ……ストーカーみたいなのがいるから気を付けろって」

　直人の肩がぶるっと震えた。血の気のない唇くちびるをぎゅっと結んでいる。最近、綾乃と話していなかったことを後こう悔かいしているに違いない。

「そういえば、昨日きのうも駅前でそいつを見かけたよ。なんなんだろうね、あいつは」

「ありがとう、おばさん」

　そう言って直人はぐるりと自転車の向きを変えた。駅前へ向かうつもりだ。棗が荷台に飛び乗った瞬しゆん間かん、直人はぎっと自転車のペダルを踏んだ。

　すぐに角を折れて車も通れないような路ろ地じに入った。近道を通るつもりらしい。自転車は児じ童どう公園の中を突っ切って、用よう水すい路ろのそばを通り、線路沿ぞいの道路に出た。

　腰のあたりにしがみつきながら、棗は彼の顔をこっそり窺うかがう。顔つきは真剣そのもので、棗が見ていることにも全ぜん然ぜん気付いていない。どうやって綾乃を捜さがすか、それだけを必死に考えているはずだ。

　普段は綾あや乃のに引きずられているから目立たないだけで、本当は直なお人とも十分に意志が強い。一人で行動する彼を見ているとはっきり分かる。以前、棗なつめが「ヨミジ」の悪あく夢むに引きずり込まれた時も、危険を冒おかして助けに来てくれた。もともと意志が強くなければ、「番ばん人にん」などを引き受けるはずがない。

　突然、ブレーキを軋きしませながら自転車が停まる。棗は彼の背中に額ひたいをぶつけそうになった。

「綾乃！」

　自転車から降りながら直なお人とが叫ぶ。

（どこに？）

　陽かげ炎ろうに揺らいでいる道路に人ひと影かげはない。すると、直人は線路のコンクリートの柵さくに足をかけて乗り越えようとし始めた。

「ちょっと、岸きし杜もりく……」

　棗は息を吞のんだ。線路脇わきの砂じや利りの上に、赤みがかった長い髪かみの少女が倒れている。彼女のＴシャツとジーンズはべっとりと血に染まっていた。

「あ……」

　そこにいるのは綾乃だった。

　柵の向こう側に飛び降りた直人は、ぐったりと倒れている少女の体を助け起こす。棗も柵に飛びつきながら、線路の前後を確認した。怪あやしい人影はどこにもない。どうしてこんなところに綾乃が倒れているのか、見けん当とうもつかなかった。




　麟りん堂どう正まさ宗むねはまだ陸りつ橋きようの上に立っていた。彼の持っている日本刀とうは血の脂あぶらで曇っている。

「……仕し留とめそこなっちまった」

　考えていることが口をついて出てしまう。子供の頃からの癖くせだった。今も自分がなにをしようとしているのか、同居しているツグミに隠かくすのに苦労している。訊きかれるたびについ答えそうになってしまうのだ。

「ツグミ姉ねえ……」

　と、彼はつぶやいた。あの時、綾乃にとどめを刺そうとした瞬しゆん間かん、綾乃が「番人」の名を呼んだ──なぜかそれが自分の名を呼ぶツグミに見えてしまった。

「首をちゃんと落としなさいって言ったでしょう？」

　突然、くぐもった女の声が聞こえてくる。正宗は視し線せん一つ動かさなかった。誰が話しかけてきたのか、分かり切っていたからだ。

「躊ちゆう躇ちよするから、斬きりそこなうのよ」

「俺おれのせいじゃねー……この鍵かぎが悪かったんだろ」

　彼はアスファルトの上から黒い鍵を拾い上げた。パンタソスの形はさっき使った時とは違っている。鍵の尖せん端たんへ行くに従って空気に溶けるように透すけて、真まん中なかあたりから先が完全になくなっている。綾あや乃のの首を切断する直前、いきなり鍵かぎの尖せん端たん部分が消えて、彼女の胸から抜け落ちてしまったのだ。

「……パンタソスはモーフィアスに比べると不完全で、形態も安定してないわ。夢ゆめ神がみを殺す、なんてことができる代しろ物ものじゃない。お前も身をもって体験したでしょ？」

　彼女は嘲あざけりのこもった声で笑った。

「しつけーな。もう分かってんだよ。そんなことは」

　正まさ宗むねは苛いら々いらとその笑いを遮さえぎった。

　綾乃は体の自由を取り戻すと同時に、陸りつ橋きようのフェンスを越えて飛び降りていった。ちょうど真ま下したを電車が通過するところで、車しや輌りようの屋根に乗ってまんまと逃げていった──。

「倒すつもりはあるんでしょうね？」

「……当たり前だろ」

　そう言いながら、正宗はひそかに歯を食いしばった。仕し留とめそこなった、というのは本音だが、仕留めずに済んだ、とも思っていた。なんの恨うらみもない相手だ。傷つけたくはなかった。

　しかし、自分には絶対に守らなければならないものがある。

　そのためには、どんなことでもするつもりだった。

「お前の方こそ、約束はちゃんと守るんだろうな」

「もちろんよ」

「ホントかよ」

　つい本音が口から出てしまう。

　返事はなかった──今のところ、こんな相手でも信用するしかない。

「……とにかく、次は仕留めりゃいいんだろ」

　正宗は日本刀とうを背負って歩き出した。

「お前は黙って見てろ、『赤い目』」

　と、彼は言った。













　　　第二章　赤い目
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　岸きし杜もり家のリビングには西にし日びが差しこんでいる。直なお人とと綾あや乃のと棗なつめの三人は、ガラスのローテーブルを囲んで座っていた。テーブルの上には三人分のアイスコーヒーが並んでいる。

「つまり、『赤い目』に冒おかされたツグミさんを助けるために、麟りん堂どうって人が『赤い目』と手を組んでる……ってことでいいのかな」

　お互いの話が終わったところで、棗が言った。

「……まあ、そんなところでしょうね」

　綾乃がうなずいた。

　線路のそばに倒れていた彼女を、直人たちはマンションへ連れ帰った。正まさ宗むねから受けた傷はすっかり塞ふさがっている。意識を取り戻し、汚れた服を着替えた今は、もういつもとなにも変わらない。

　正宗が綾乃を襲おそったことに、直人は内心動どう揺ようしていた。まさか助けようと思っていた相手が、自分たちの「敵」に回っているとは思いもしなかった──。

　直人はぐっとその感情を抑えこんだ。今はまず言わなければならないことがある。

「……綾乃」

　直人はじろりと綾乃をにらんだ。

「な、なによ」

「お前、麟堂が来たってなんで俺おれらに一言もいわなかったんだよ」

「大したことじゃないと思ったのよ。デパートの屋上で気け配はいがあったのも一いつ瞬しゆんだったし……うちの周りにいたっていうストーカーがあいつだとは思わなかったし」

　綾乃は子供のように唇くちびるを尖とがらせて、アイスコーヒーの氷をマドラーでつついている。

「直人だって夢ゆめ神がみがこの町のどこかにいるって話、わたしにはしなかったじゃない」

「お前が聞かなかったんだよ。何回も話そうとしたじゃねーか……」

　そういえば、綾乃が怒っていた理由をまだ聞いていない。会話が成立している今となっては、もうどうでもいいことだったが。

「これからはなんかあっても大事なことは話してくれ。お前、もうちょっとで首くび斬きられるとこだったんだろ？」

　首がなくなった状態で放置されたら、機能しなくなった肉体はばらばらにほどけていくらしい──ふと、さっきツグミから聞いた話を思い出した。肉体の密みつ度どが極きよく限げんまで薄れても、夢ゆめ神がみの意識だけは残り続ける、と。

　直なお人とはぶるっと背せ筋すじを震わせた。

「今日は斬きられなかったわよ」

「明日あした斬られたらどうすんだ」

「あら、やだ」

　ふと手を止めて、綾あや乃のはからかうような笑えみを浮かべた。

「わたしのこと、そんなに大事なんだ」

「当たり前だろ！　心配なんだよ！　…………ん？」

　そう言い切ってから、自分の言葉にぎょっとする。切り返し方を間違えた。

「あー、大事っていうのは……別にその、変な意味じゃなくて……」

「い、いちいち説明しなくても分かってるわよそんなの……」

　綾乃も決まり悪そうに目を逸そらす。

　リビングにいたたまれない沈ちん黙もくが流れた。直人が意味もなくトイレに立ってしまいそうになった時、

「……とにかく、これからどうするか考えようよ」

　棗なつめが絶ぜつ妙みようのタイミングで助け船を出してくれた。

「え、ええ。そうね」

　こほんと綾乃は咳せき払ばらいをする。ありがとう倉くら野の、と直人は心の中で礼を言った。

「明日、わたしもそのツグミっていう夢神に会いに行くわ……無理やり『赤い目』に侵おかされたのが本当なら、どうにかして助けたいけど、もう少し情報を集めたいの。彼女の話でちょっと引っかかることがあるし」

「引っかかるって？」

　と、直人は言った。

「隠かくしているのか、たまたま言わなかっただけなのか、どちらかは分からないけど……あなたたちに話さなかったことがかなりあるわね」

「……例えば？」

　直人は首をかしげる。なにか隠し事をしているようには見えなかった。

「どうして彼女は直人のことを知ってたんだと思う？」

　なんだそんなことか、と直人は思った。

「だって扉とびらの民たみの家に住んでるだろ。『番ばん人にん』のことぐらい知っててもおかしくないんじゃないか？」

「でも、どうして連絡先さきと名前まで知ってたんだと思う？　彼女は家から一歩も出ないで生活してるんでしょう？　それに直人が『番人』だって知ってること自体が不自然よ」

「……あ」

　言われてみれば、直なお人とが「番ばん人にん」だということを知っている者はほとんどいないはずだ。

「それにわたし、直人のお父とうさん……岸きし杜もりのおじさまから扉とびらの民たみについて色いろ々いろ教わったけど、その二人のことは全ぜん然ぜん聞いてないわ。他の扉の民と、わたし以外の追放された夢ゆめ神がみがいるなんて……そんな大事なことを言い忘れるとも思えないし」

「岸杜くんのお父さんが、二人の存在を知らなかったってことはないのかな」

　と、棗なつめが言った。綾乃は首を振った。

「お互いこの小さな町の中にいて、知らなかったはずはないと思う。もし岸杜のおじさまが二人とまったく繫つながりがなかったとしたら、向こうが『番人』のことを知っているのも不自然でしょう？」

「じゃあ、本当はどういうことなんだ？」

「そこまでは分からないわよ。だから会いに行くんじゃない……ただ、彼女が〈王国〉を追放されたこととなにか関係がある気がするの。その理由も話さなかったんでしょう？」

「まあ、そうだけど……」

　綾乃の言うことはもっともな気がする。しかし──。

（わたしを殺して下さい）

　それでも、あの言葉に噓うそがあったとは思えない。直人は彼女を疑う気にはなれなかった。




　生きながら焼かれる苦痛に、ツグミは目を覚ました。和室の座ざ卓たくに顔を伏せて、うとうとしていたらしい。血のように鮮やかな赤い西日が畳たたみの上に広がっている。

「う…………」

　血の気のない彼女の唇くちびるからうめき声が洩もれた。体の内側が焼かれている感覚は目覚めても消えない。まるで心しん臓ぞうがどろどろに溶けた鉄てつ塊かいでできていて、灼しやく熱ねつの血液が全身を循じゆん環かんしているかのようだった。

　彼女は手て枷かせの鎖くさりを握りしめて必死に耐えた。赤く染まった視し界かいがぐにゃりと歪ゆがむ。無数の声が自分を取り囲んでいる気がする。その中には自分の悲鳴も混ざっていた。

　すべては「赤い目」がもたらす発ほつ作さの影えい響きようだった。

　ぼやけた意識の中で、ふつふつと絶望的な衝しよう動どうが湧わき上がってくる。このまま外の世界へ出て、なにもかも焼き尽くしてやりたい。外の世界では存在が消えてしまう自分に代わって、この世界に消えない傷きず跡あとを残してやりたい──。

「……あ」

　始まった時と同じように、その発作は唐とう突とつに治まった。彼女の額ひたいには玉のような汗が浮かんでいる。日を追って発作の間かん隔かくは徐々に短くなってきていた。あの苦痛に完全に吞のみこまれて、自分が正気を失う日もそう遠くない。

（もし、そうなったら……）

　彼女はぎゅっと目を閉じた。自分がどうなるか想そう像ぞうしたくない。

　部屋の外から足音が聞こえてくる。鎖くさりを鳴らしながら立ち上がり、彼女は部屋を出た。すっかり薄うす暗ぐらくなった廊下を重い足取りで進んでいく。彼女が立ち止まったのはキッチンの前だった。

「正まさくん……」

　レンジの前に短たん髪ぱつの少年が立っている。声をかけた途と端たんに不安が溶けていくような気がした。

「……お帰りなさい」

　と、彼女は笑顔で言った。

「うっす、ツグミ姉ねえ」

　正まさ宗むねは鍋なべの火を止めながら元気にあいさつする。凄すごみのある笑えみを浮かべつつ、右手に料理用のミトンをはめる。

「その傷、どうしたの？」

　彼の額ひたいには絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

「あ？　これか……昼間投なげられた時にちょっとな」

「……え？」

「あー、違う。転んだ時とき転んだ時」

　彼は強ごう引いんに言い直した。湯ゆせんしていたらしい陶とう器きのカップを、慎しん重ちように鍋から取り出してシンクに並べた。彼の肩かた越ごしに覗のぞきこむと、ところどころにバニラビーンズの散ったカスタードプリンだった。

「……これは明日の分の菓子な。ホントはクレームブリュレにしたかったんだけど、ちょっと時間がなくてよ……手て抜ぬきだけどカンベンしてくれ」

「ううん。そんなことないわ……本当にいつもありがとう」

「なに言ってんだ。俺おれの趣しゆ味みに付き合ってくれんのはツグミ姉の方じゃねーか」

　料理はツグミの担当だが、洋よう菓子だけは正宗が作ることになっている。腕力以い外がいでは彼の唯ゆい一いつの特とく技ぎだった。彼女は毎日それを食べている。

　夢ゆめ神がみは最初に口にした「現実世界のもの」に強く影えい響きようされてしまう。ツグミにとってのそれは、初めてこの家に来た日に振る舞われた自じ家か製せいのケーキだった。以来、彼女は正宗の母親の作る洋菓子を食べ続けなければならない「体質」になってしまっていた。

　三年前に正宗の母親が亡くなって、その役目を引き継いだのが正宗だった。子供の頃から洋菓子作づくりを手伝っていた彼は、母親のレシピをほとんど暗あん記きしていた。

　本人はそのことを絶対に認めようとしないし、「ただの趣味だ」と言い張り続けているが、彼が洋菓子を作り始めたのは、それがツグミの「好こう物ぶつ」だったからだ。彼自じ身しんはさほど甘いものを好まない。

「そういや、どうだった？　今日のエクレア」

「とても美味おいしかったわ」

　にやっと正まさ宗むねは白い歯を見せた。

「まー、そうだろうな。ありゃ生き地じの焼き方にコツがあるんだけどよ、俺おれにかかったらチョロいもんよ」

「お客さまもすごく美味しいって言ってたわ」

「そーかそーかそーかー…………え？　客？」

　胸を張って上じよう機き嫌げんに笑っていた正宗は、ふと眉まゆをひそめた。

「客って誰だ？」

　ツグミはぎゅっと気持ちを引き締めた。今日こそちゃんと彼と話さなければ。

「……岸きし杜もり直なお人とさんという方に来てもらったの。今の『番ばん人にん』よ」

　その途と端たん、正宗の顔つきが厳きびしくなった。

「さんざんしただろ、その話は……『番人』なんか役に立ちゃしねえんだから、俺がなんとかするって」

「じゃあ、正まさくんはなにをしようとしているの？　ちゃんと答えて」

「だから、俺はツグミ姉ねえを助けるため……」

　正宗は自分の口を両手でしっかり塞ふさいだ。子供の頃からこうしないと彼は秘密が守れない。なにか危険なことをしているに違いない。額ひたいの傷もそのせいだ。

「わたしに言えないようなことをしてまで、助けてもらいたくないの。それならいっそ……」

「やめろ！」

　突然、バニラの香りのする両手がツグミの両頰ほおをしっかり挟みこんだ。怒っているような、泣き出しそうな彼の顔がすぐ近くにあった。彼の指からかすかな震えが伝わってくる。

「死のうとか勝かつ手てに考えんなよ……それにな、こないだも言ったけど、やっぱり夢ゆめ神がみは殺せねえ。『番人』にだって無理なはずだぜ」

「でも、『番人』の人なら、特別な力があるかも……」

　彼女は直人が自分を「殺してくれる」可能性をまだ捨てていなかった。死ぬことよりも、正しよう気きを失うことの方がよほど恐ろしい。

「『番人』は特別なんかじゃねえ。俺と同じ……いや、俺より弱よええ」

　きっぱりと正宗は言いきった。

「……とにかく、俺に任せとけ。な？」

　ツグミは彼の顔を見上げる。いつのまにかすっかり大きくなってしまった。昔は彼女の方がずっと背も高かったのに。

「俺、これからちょっと出かけてくるわ。今夜……いや、明日も帰らねーかも」

　はっと息を吞のんだ。どうして明日の分の菓子を作っているのか、やっと分かった気がした。

（行ってしまう）

　ツグミは唇くちびるを嚙かんだ。このまま一人にして欲しくなかった。もうあまり自分に時間は残っていないかもしれない。どうすればその気持ちを分かってもらえるだろう──。

　両頰ほおから離れていこうとする彼の両手をツグミは上からそっと押さえた。

「ツ、ツグミ姉ねえ……？」

「どこへも行かないで……わたしと、一いつ緒しよにいて」

　か細い声でささやく。途と端たんに彼の顔が赤くなった──多分、自分はもっと赤くなっているはずだ。彼女はあごを上げて、静かに目を閉じる。長い間一緒に暮らしてきたけれど、こんなことをするのは初めてだった。

　暗くら闇やみの向こうから正まさ宗むねの息づかいが聞こえる。彼の唇がゆっくり近付いてくるのが分かった。

「………………の？」

　どこかからかすかに女の声が聞こえた。ツグミが目を開けると、正宗は電気に触れたように距離を置いた。キッチンには二人以外に誰もいない。しかし、ツグミには今いま聞いた声が誰のものかはっきり分かった。

「今のは『赤い目』……？」

　正宗は開きかけた自分の口を両手で隠かくした。それは肯定のしるしだった。あの恐ろしい怪かい物ぶつがここに来ていた。ツグミははっきりと悟さとった。正宗は「赤い目」と手を組んでなにかをしようとしている。
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「俺おれ、必ずツグミ姉ねえを助ける」

　口元を隠かくしたままで、正まさ宗むねは言った。

「だから、俺が帰ってくるのをここで待っててくれ」

　それは遠い昔、二人が交わした約束だった。彼はくるりと背を向けて、キッチンから飛び出していく。

「待って！　お願い！」

　ツグミはよろよろと後を追う。胸が張り裂けそうに痛む。ここで彼を行かせてしまったら、もう二度と会えない気がする。

　廊下へ出た時には、彼はもうドアの外へ飛び出していった後だった。

「正まさくん！」

　彼女は夕暮に通じるドアを通って、裸足はだしのままで外へ駆け出した。もう正宗の姿はどこにも見えなかったが、まだ近くにいるはずだ。彼女は飛び石を通って、つい鳥とり居いから外へ出ようとする。

「あ……」

　爪つま先さきにばらばらになりそうな悪お寒かんが走って、彼女は立ち止まった。鳥居の下から外へ出た右足の先がはっきりと透すき通っている。

　やはり、結けつ界かいの先では肉体をうまく維い持じできない。長い年月、別の世界で暮らしてきたせいなのか、ここへ来た時よりも存在は不安定になっている。もし外へ出たら、一時間もしないうちに肉体はばらばらになってしまうだろう。

　不意に奇き妙みような考えが頭をよぎる。

　もし「赤い目」の力で肉体が変化すれば、存在する力も強くなるはずだ。正宗の後を追って、思う存ぞん分ぶん外を走り回ることができる──。

（……どうかしているわ）

　そうなれば、自分は自分でなくなってしまう。存在の力が強くなったところで、なんの意味もなかった。

　彼女はのろのろと向きを変えて、玄げん関かんの方へ戻っていった。




　　　　　　　　　２




　棗なつめが岸きし杜もり家を出たのは日が暮れてからだった。夕食を食べていかないかと誘われたが、駅前の本屋に用事があるからと断ってしまった。本当は今日でなくてもよかったのだが。

　車通りのまばらな夜道を彼女は歩いていく。肩にかけたビニールのトートバッグが妙みように重い。

　疲れているのは確かだ──今日一日で色々なことが起こった。だけど、この沈んだ気持ちはただの疲れのせいではなかった。

「やっぱり、仲いいんだ……」

　思ったことがつい口から出て、棗なつめははっとした。頭の中にあるのは直なお人とと綾あや乃ののことだった。

　最近、あれだけぎくしゃくしていたのに、今日の出来事ですっかりいつもの関係に戻っている。いや、ひょっとすると元通り以上かもしれない。

（わたしのこと、そんなに大事なんだ）

（当たり前だろ！　心配なんだよ！）

　直人たちが仲直りしてみると、最さい近きん自分のやっていたことがはっきり分かる。ひたすら直人との距離を縮めようと頑がん張ばっていた──二人の友達だというのに。

　それは結けつ構こううまく行っていた気がする。そのことは素直に嬉うれしかったけれど、ずっと綾乃に後ろめたかった。

「……悪いこと、なのかな」

　どうして自分の気持ちを抑えなければならないのだろうか。

　直人に惹ひかれているのは、そんなにいけないことなのだろうか。

　棗は商店街の大通りに近付いていた。「スーパーながた」の入っているマンションがすぐそこに見えている。

　ふと、彼女は足を止めた。目の前に石造りの鳥とり居いが建っている。そういえば、ここにも「飯いい見み神社」があった。小さな拝はい殿でんと御み輿こし殿でんがあるだけで、専せん任にんの神しん職しよくもいない。夏祭りや年末年ねん始し以外はほとんど人が立ち入らない場所だった。

（ここにも、夢ゆめ神がみがいたのかな）

　そういえば一度も中に入ったことがない。明日、今度は三人で麟りん堂どう家へ行くことになっている。他の「結けつ界かい」を見ておいても損はないかもしれない。

（……岸きし杜もりくんの役に立つかも）

　彼女は鳥居をくぐって境けい内だいに入った。一応、手水ちようず場ばで手を清めてから、奥の方へ進んでいった。こぢんまりとしているだけで、普通の神社と特に変わったところはない。

　しめ縄なわと賽さい銭せん箱ばこの前で立ち止まり、拝殿の格こう子し戸どに目を凝こらす。夢神を祀まつるための神社だとしたら、ひょっとしたらこの中にそれを示すものがあるかもしれない。

　日が落ちているせいで、棗のいる場所からは拝殿の中はよく見えない。彼女は賽銭箱の横を通りすぎると、木の段に足をかけて格子戸に顔を近づけようとする。

　その時、境内を突とつ風ぷうが吹き抜けて、拝殿がぎしっと軋きしんだ。

　棗の背中にぞっと悪お寒かんが走った──誰かが自分を見ているような。もちろんあたりに人ひと影かげはない。突然、明かり一つない場所に立っていることに不安を覚えた。

　くるりときびすを返して、小走りに鳥居の方へ向かった。砂じや利りを踏む自分の足音がやけに大きく響ひびく。街路灯に照らされた道路が近付いてくると、ようやく気分が落ち着いてきた。この時間はまだ人通りもある。こんな商店街に近い場所で、なにかが起こるはずがない。

「あんた、『番ばん人にん』を手伝ってる女だろ」

　いきなり暗がりから男の声が聞こえた。凍りついたように両足が動かなくなった。鳥とり居いのすぐそばにある大きな木の下に誰かが立っている。

「悪いけど、あんたにはエサになってもらう」

　人ひと影かげが棗めがけて駆け寄ってくる。悲鳴を上げようとした途と端たん、鳩尾みぞおちに重い衝しよう撃げきを感じた。彼女はなすすべもなく気を失ってしまった。




　直なお人とは地面に横たわっている黒い扉とびらを見つめている。

「それ、おいしい？」

　視し界かいの外から聞こえてくる声に我に返った──幼い頃の直人自身の声だった。

　顔を上げると見覚えのある一いつ軒けん家やが正面に建っている。彼が昔住すんでいた家だ。玄げん関かんのひさしの下で、幼い頃の自分と綾あや乃のが向き合って座っている。

（……また、あの時の夢か）

　綾乃と初めて会った日の「再現」だ。昔起おこった出来事を夢の形で見せられている。前にも似たようなことがあった。

　今、直人が立っているのは庭の端はしにある駐ちゆう車しやスペースだった。直人の両親が買い物に出かけているので、車は停まっていない。そのコンクリートの地面に、大きな黒い扉が横よこ倒だおしになっていた。

　扉は開いていた。〈王国〉から綾乃が出現した直後なのだろう。開かれた扉の向こうは、雑草の生おい茂る庭になっている。視し界かいの真まん中なかに大きな石の円卓テーブルが鎮ちん座ざしていた。

　昨日きのうの夢で見た景色──城の中庭だった。

　扉のこちら側は地面に、向こう側は壁に出現しているせいか、重力の向きが違ってしまっている。眺ながめているうちに頭が混乱してきた。

　その時、扉の周囲の空気が夕暮時どきのように赤く染まり始めた。

「あっ……」

　この「あらずの扉」を開いたままにしておくのは危険だ。現実と夢の境きよう界かいが崩れて、どちらの世界も崩ほう壊かいすると聞いている。扉を開けた直人も、庭のデッキチェアで本を読んでいる虹にじ子こもその異い変へんに気付いていなかった。

「おい、扉が……」

　注意を促うながそうとして、途と中ちゆうでやめた。この夢は過去の出来事の再現にすぎない。なにをしても無む駄だだ。それに、結局なにごとも起こらなかったということは、誰かがこの扉を閉めたはずだった。

（…………誰が？）

　両親が帰ってくるまでにまだ時間があるはずだ。直なお人とたちは扉の存在など忘れているようだし、虹にじ子こは扉とびらが出現したことすら気付いていない。

　その時、円卓テーブルのそばに一人の少女が現れた。この頃の直人よりは年上だが、今の直人よりはずっと下だ。栗くり色いろの髪かみを後ろでまとめて、簡かん素そなデザインのワンピースを身につけている。

（ん……？）

　その顔をどこかで見たような気がする。彼女はなにかを捜さがすようにあたりを見回し──異い変へんに気付いたらしい。彼女はこちら側を凝ぎよう視しする。その目に映っているのは、黒い扉とその向こうにある青空に違いない。

　突然、少女は扉へ向かって走り出した。その時、直人はやっと彼女が誰なのか気付いた。

　今も面おも影かげが残っている。麟りん堂どう家にいるツグミだ。

　彼女はこちら側へ出てくると、躊ちゆう躇ちよなく両手で扉をつかんで閉め始めた。途と端たんに赤い異常な空間は元通りになっていく。

　扉が枠わくの中に完全に収まってから、彼女は立ち上がって空を見上げる。喜びを抑えきれなくなったように、笑顔でくるりと一回転した。

　その瞬しゆん間かん、ツグミの体の輪りん郭かくがぶるっと震えた。直人は存在の薄うすれかけた彼女の右手を思い出す。この夢ゆめ神がみは現実の世界では長く生き続けることができない。

「どうしたんだい？」

　庭の反対方向から、虹子の声が聞こえてきた。生いけ垣がきの向こうを覗のぞきこむと、彼女は過去の直人に話しかけている。

「おやつ、ちょうだい」

「さっきもらってたじゃないか」

「……たべてない」

　ツグミはその会話から逃げるように背を向け、門を通りすぎて坂を駆け下りていった。




　目を開けると、直人は服も着替えずにベッドに横たわっていた。時計を見るとまだ夜の十時過ぎ──夕食の後でうとうとしてしまったらしい。

（今のは……）

　彼は夢の内容を思い返す。ツグミは直人の開けた「あらずの扉」を使って、〈王国〉から出てきたのだ。多分、綾あや乃のと同じように境きよう界かいを越えてしまった罪によって「追放」されたのだろう。

（……なんで、昼間は言わなかったんだろう）

　あの扉を出現させたのが直人で、あそこが「番ばん人にん」の家だったと知っているはずだ。話さなければならないようなことでもないが、直人たちとの繫つながりにまったく触れなかったのは不自然な気がする。

　それにもう一つ気になることがある──綾あや乃のと違って、ツグミは自分がどこへ来たのか分かっていた様よう子すだった。こちら側へ迷いこんだのではなく、こちら側の世界へ来ることを心しん底そこ望んでいるように見えた。

（明日、そのへんも訊きいてみるか）

　綾乃の言う通り、ツグミにはまだなにか秘密がありそうだった。




　突然、枕まくら元もとに置いてあった携帯が鳴り始める。パネルを開いてみると、かけてきたのは棗なつめだった。なんの用事だろう、と首をかしげながら通話ボタンを押す。

「……あ、はい」

　棗はなにも言わない。電話の向こうからかすかに風の音が聞こえてくる。

「もしもし？　倉くら野の？」

　沈ちん黙もく。

　胸の奥からじわじわと不安がふくらんできた。棗がこのマンションを出てから何時間も経たっている。駅前で用事のあるようなことを言っていたが、それでもこんなに遅くまでかかるはずがない。

「倉野？　今どこに……」

『よう、番ばん人にん』

　男の声が耳に突き刺さってくる。直なお人との背中を冷ひや汗あせが伝った。一体なにが起こったのか、彼は瞬しゆん時じに理解した。

『俺おれが誰だか分かるか？』

「……麟りん堂どう正まさ宗むね」

　直人は呆ぼう然ぜんとしていた。まさか棗を狙ってくるとは思ってもみなかった。

『うん。やっぱ分かるか』

「倉野をどうした？」

『誘ゆう拐かいした』

　あっけらかんと正宗は言い放つ。

『無事に生きてるから大だい丈じよう夫ぶだ。俺、お前と久く世ぜ綾乃を始し末まつしなきゃいけなくてよ。普通に呼んだってお前ら来ねーだろ？　だから悪いけど人ひと質じち取って……』

「ふざけんな！　今どこにいる！」

　携帯に向かって叫ぶ。そこへドアが開いて、綾乃が顔を覗のぞかせる。

「うるさいわね。なに大声出してるの？」

　直人の顔を一ひと目め見た途と端たんに、なにか異い変へんが起こったことを悟さとったらしい。黙って部屋に入ってくると、直人の隣となりに腰を下ろして携帯に耳を近づけた。

『……別にふざけてねえぞ。場所、今から言うからそこへ来い』

　正まさ宗むねは抑えた声で言った。

『俺おれ、お前らを絶対に倒さなきゃいけねーんだ』




　　　　　　　　　３




　飯いい見み駅のすぐ近くにある古いデパートの前で、直なお人とと綾あや乃のは立ち止まった。とっくに閉店時間を過ぎ、大通りに面した入り口にはシャッターが降りている。会社帰りのサラリーマンの他には、商店街を歩いている人間はもうあまりいない。

「ここでいいんだよな」

「そのはずだけど……いないわね」

　と、綾乃。正宗から指定された場所がこのデパートの前だった。そこから先は追って指し示じする、ということだった。

　その時、直人の携帯が鳴り始めた。棗の携帯からだったが、もちろん本人からではない。

『……着いたみてーだな』

　通話ボタンを押すと、よく通る声が聞こえてきた。直人は思わずもう一度あたりを見回す。正宗はどこからかこちらを観察している。

「どこへ行けばいい？」

『デパートの中に入れ』

「中？　中ってどうやって……」

　このデパートの入り口はこの一カ所だけだったはずだ。

『とにかく一番上の階まで上がってこい。そしたらお前らを倒す……そのための作戦も用意してあるからよ』

「……は？」

　敵に作戦があると教えてどうするのだろう。それとも、なにか深い意味があるんだろうか。聞き返そうとした時には、もう通話は切れていた。

　直人は綾乃と顔を見合わせる──彼女にも今の会話は聞こえていたらしい。

「……とにかく、一周してみましょう」

　綾乃は言った。二人は角を曲がって人ひと気けのない脇わき道みちに入る。デパートの裏側へ来た時、綾乃は突然立ち止まった。

「見て、あれ」

　彼女が指さす方向には商品を搬はん入にゆうするための門が見える。従業員用ようの入り口も兼ねているらしく、明かりの点ついた受付もあった。

「あそこから入るんじゃない？」

「無理だろ。俺たち、ここの従業員じゃないし。止められるぞ」

「……誰に止められるの？」

「え？　だから……」

　受付には誰もいなかった──誰かが詰めているはずなのに。おそるおそる近付いていき、閉じた窓の向こうを覗のぞきこむ。

　床の上に制服を着た中年の警備員が倒れていた。どうやら気を失っているらしい。

「……麟りん堂どうもここから入ったのか」

　と、直なお人とは言った。

「みたいね。行きましょう」

　受付の先には運うん搬ぱん用のトラックを停める駐ちゆう車しやスペースがある。がらんとした空間を通りすぎて、半はん開びらきのドアから建物の中へ入った。

「わたしが先に行くわ。なにがあるか分からないもの」

「え？　でも……」

「その方が合理的でしょう？　あなたよりわたしの体の方が丈じよう夫ぶなんだから」

　彼女はそう言うと、さっさと先に立って薄うす暗ぐらい通路を歩き出す。そこは従業員用ようのバックスペースになっているようだった。

「お前こそもうちょっと慎しん重ちように歩けよ」

「大丈夫よ、わたしは」

「そんなこと言ったって……」

　心配なんだよ、と言おうとしてやめた。昼間そう言った時のように、また妙みような雰ふん囲い気きになりそうだったからだ。ただ、なにも言わないわけにはいかない気がした。

「そんなこと言ってると……また首くび斬きられるかもしれないぞ」

「もうちょっとまともな言い方はないの？」

　突き当たりにある扉とびらを開ける──一いつ瞬しゆん、まぶしい光で直人たちの目がくらんだ。そこは一階の化粧品と女性向けのアクセサリーの売り場だった。

　店内の照明はなぜかすべて点ともっている。直人は売り場を通りすぎながらあたりを見回した。店員も客もいない店内は、墓はか場ばのように静まりかえっていた

（なんでこんなことやったんだ？）

　正まさ宗むねの仕し業わざに違いない。しかし、どういう意図があるのか分からなかった。

　二人は階段を上がり始めた。時々耳みみを澄すませても、自分たちの靴くつ音おと以外はなにも聞こえなかった。

「……棗なつめ、無事かしら」

　と、綾あや乃のが言った。

「目的は俺おれらだって言ってるんだから、大だい丈じよう夫ぶじゃないか？」

「わたしは敵てき相手にそこまで楽らつ観かん的になれないわ」

　直なお人とは黙りこんだ。敵、という言葉に違い和わ感かんがある。綾乃を襲おそい、棗なつめを誘ゆう拐かいし、自分たちを倒そうとしているのは確かだった。しかし、ツグミを助けるために仕方なくやっているのだとしたら、彼とは戦いたくない。どうにか説得して止めたかった。

　階段を上がりきると売り場の手前でシャッターが降りている。その脇にある重い防火扉とびらを開けて、最上階の売り場に入った。

「気を付けて」

　と、綾乃が小声で言う。最上階は工こう具ぐと家具の売り場だった。売り場の中央にあるエスカレーターの前まで来た時、直人の全身に緊きん張ちようがみなぎった。

　家具売り場にあるソファの上に横たわっている少女が見えた。見覚えのあるワンピースの柄がらですぐに誰なのか分かった。

「倉くら野の！」

　棗の方へ走り出そうとした時、唐とう突とつに照明が落ちた。




　あたりは完全な暗くら闇やみに包まれている。一いつ瞬しゆん、自分がどこにいるのか分からなくなった。

　いきなり腕をつかまれて、ずるずると引きずられる。反射的に振りほどこうとした時、

「……落ち着いて。背を屈かがめて」

　綾乃の声がすぐ耳元で聞こえた。どうやら二人は柱のそばにいるらしい。直人は綾乃に促うながされるまま、柱を背にしてしゃがみ込んだ。

「なんなんだ、これ」

　直人も小声で言った。このフロアのどこかに正まさ宗むねがいるはずだ。自分の鼓こ動どうや息づかいが周囲に聞こえそうな気がする。

「周りをよく見て……誘ゆう導どう灯とうまで消えてる」

　言われてみれば、こういう建物が完全に暗闇になってしまうのはおかしい。非常口の場所を示す緑色の明かりがあるはずだ。

（麟りん堂どうの言ってた「作戦」ってこれか？）

　相手を暗闇の中に置く──一見馬ば鹿か馬鹿しいが効果はある。視し界かいを奪われた直人たちは動けなくなっている。戦うどころか、ここから逃げ出すことも、照明を点つけに行くこともできない。

　せめて明かりを持っていれば、少しは行動の幅が広がるのだけど。

（……ん？）

　ふと、自分の携帯にライトの機能がついていることを思い出した。

　彼は音を立てないようにポケットから携帯を取り出すと、ボタンを押した。白い光がぼんやりとあたりを照らす。直人は近くにいるはずの麟堂の姿を探そうとした。

「危ない！」

　綾乃が携帯をもぎ取って、ライトを消そうとする──。

　暗くら闇やみから飛んできたなにかが、鈍い音を立てて綾あや乃のの頭にぶつかった。

「綾乃！」

　ぐったりと力を失った彼女が腕の中に倒れこんできた。床に転がった携帯のライトが重たげなハンマーを照らしている。この工こう具ぐを投げつけてきたらしい。

「……暗闇にいると、明かりが欲しくなんだよな」

　どこかから声が近付いてくる。

「でも、的まとになっちまうだけなんだ、これが」

　抜ぬき身みの日本刀とうを持った少年が、光の中に浮かび上がった。短たん髪ぱつに鋭い目付き。Ｔシャツにカーゴパンツ。話に聞いていた通りの外見だった。

「しばらくすりゃ暗闇の中でも目が慣れてくる。それを待つのが正解だぜ」

「……お前が麟りん堂どうか」

　直なお人とは綾乃を背中に庇かばいながら言った。

「そう。俺が麟堂正まさ宗むね」

　正宗はそう言って、日本刀を担かつぐように身み構がまえた。直人の背せ筋すじがぶるっと震える。

「なんで『赤い目』に協力してるんだ？」

「そんなのお前、ツグミ姉ねえを助けるため……」

　ほとんど言い終えてから、正宗はやっと口をつぐんだ。やはり直人たちの推測は正しかったらしい。

「俺おれらを殺せば助けてやるって『赤い目』に言われたのか？」

　と、直人は尋たずねた。正宗は中ちゆう途と半はん端ぱにうなずく。

「……って、それがどうした。お前の知ったことかよ」

　直人はごくりと唾つばを吞のんだ。「赤い目」に唆そそのかされているだけだとしたら、無理に自分たちが戦う必要はない。

「『赤い目』がそんな約束守まもるわけないだろ。だいたい、お前『赤い目』を倒すつもりじゃなかったのか？　なんで味方になってんだよ」

　一いつ瞬しゆん、正宗はなにか言いかけたが、刀を構えたまま片手でぱっと口を塞ふさいだ。

「うるせえ！　いちいち質問すんな！」

　くぐもった声で正宗は叫んだ。

「『赤い目』を倒すなんて無理だ。戦ってみてそれが分かった」

　ふと、彼の声がかすかに震えていることに気付く──まるでなにかに怯おびえているように。

「無理かどうか、もう一回戦たたかったら分からないだろ？　次は俺も協力する。『番ばん人にん』として『赤い目』を放っておくわけにいかないし」

　この場を逃れるために言っているわけではなかった。これだけのことをした正宗を、綾乃や棗なつめが許すかどうか分からない。しかし、もし正宗が直人たちの味方になるなら、本当に二人を説得するつもりだった。こうして自分たちが襲おそわれている今でも、ツグミや正まさ宗むねを「赤い目」の脅きよう威いから助けたかった。

「お前の協力なんかあったって意味ねーよ」

　正宗は鼻を鳴らした。

「『番ばん人にん』って言っても、お前の親父おやじは『赤い目』に殺やられちまったじゃねーか」

　直なお人とはぎりっと歯を食いしばった。「赤い目」に父が殺されたのは確かだったが、こんな言い方をされる筋すじ合あいはない。

「『赤い目』がそう言ってたのか？」

「そんなもん聞く必要ねーって。その前から分かってたんだからよ……だから最初っからお前に協力なんか頼まなかったんだ」

「えっ？」

　一いつ瞬しゆん、直人は怒りを忘れた。

「お前、それどういう……」

「悪いけど、死んでもらうぜ！」

　正宗は刀を握り直し、直人に向かって突進してきた。




　正宗は踏み込みざま刀を横よこ薙なぎに払った。直人は頭を低くしてそれをやり過ごす。

　切り返してもう一いち撃げき放とうとした時、突然視し界かいが暗くら闇やみに包まれる。正宗はつい棒ぼう立だちになった──あの番人が携帯のライトを消したのだ。立ち上がった直人の足音が遠ざかろうとするのが分かる。正宗は後を追うようにして、闇の奥にある相手の気け配はいに向かって刀を振り下ろした。

「うっ……」

　抑えたうめき声が聞こえてくる。しかし、手て応ごたえはほとんどない。多分、切きっ先さきが少しかすっただけだ。そのままどこかの棚たなと棚の間に逃げこんだらしく、正宗には相手がどこへ行ったのかまったく分からなくなった。

「くそっ」

　いつもの癖くせとはいえ、訊きかれたことを長々と喋しやべりすぎてしまった。

　その場に立ったまま、正宗は目が慣れてくるのを待った。仲間がここにいる以上、あの男は逃げ出すことはないだろう。じっくり時間をかけて相手を追い詰めればいい。

（次は俺おれも協力する）

　ふと、さっきの番人の言葉が頭をよぎった。あれは本気の言葉だったと思う。ツグミも「番人」を信用している様よう子すだった。性格的にはそれなりにまともな相手なのかもしれない──が。

「……今さら一緒に戦えるわけねー」

　正宗は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　ツグミは「番人」に特別な力があると言っていたが、とてもそんな風ふうには思えない。顔つきからして頼りないし、身のこなしもまるで鈍い。いかにもヘタレだ。どうせ手を組んだところで足あし手でまといにしかならない。

　彼は余よ計けいな考えを頭から振り払った。そうしないと、決意が揺らぎそうだった。

　ようやくものの輪りん郭かくがぼんやり見え始めた。そろそろ動き回っても問題ないだろう。彼は目を凝こらし、耳を澄すませる──ほんの少しの異い変へんも感じ取るつもりだった。

　こつん、とかすかに足音が聞こえる。工こう具ぐ売り場の方向だった。

「あっちか」

　刀を下段に構えたまま、音の方へすり足で移動し始める。こちらの足音はほとんど聞こえないはずだ。

　工具売り場の角で立ち止まり、棚たなと棚の間を覗のぞきこむ。直なお人とは売り場の反対側の角に立ち、こちらに背を向けてエスカレーター付近の様よう子すを窺うかがっていた。多分、倒れている綾あや乃のの様子を確かめているのだろう。さっきの攻撃で傷ついたのか、右の二にの腕うでを押さえている。正まさ宗むねのいる方にはまったく注意を払っていなかった。

　暗くら闇やみの中で正宗は刀の柄つかを握り直すと、振り上げざま走った。

　意い外がいにも直人は機き敏びんに反応し、こちらを見もせずに前へと飛んだ。正宗の斬ざん撃げきはわずかにふくらはぎを切り裂いただけで終わった。しかし、直人はがくりと床に膝ひざを突いた。

　その隙すきを見逃す正宗ではない。一気に距離を詰めると、上段に構えた刀を渾こん身しんの力で振り下ろす。どうにか体の向きを変えた直人に刀とう身しんが届く瞬しゆん間かん、鋭い金属音があたりに響ひびき渡った。

　直人の握りしめた黒い鍵かぎが、正宗の斬ざん撃げきを額ひたいの手前で受けとめている。

「……それがモーフィアスか」

　次の瞬間、驚くべきことが起こった。体重をかけた正宗の刀を、直人が片手に持った鍵でやすやすとはじき返したのだ。大きくのけぞった彼の眼前に、人間離ばなれした速さの拳こぶしが飛んでくる。鈍い衝しよう撃げきが顔に炸さく裂れつし、正宗は園えん芸げい用品を陳ちん列れつした棚に背中から突っ込んだ。

「お前……今まで本気じゃなかったのかよ……」

　そう言うだけでも、口の中が痺しびれるように痛んだ。背中を強く打ったせいで体が動かない。日本刀とうは手から離れてどこかに消えていた。

「本気だよ……ちょっとズルさせてもらったけどな」

「あ？」

　突然、売り場の照明が点ともる。おそらく夢ゆめ神がみの女が目を覚ましてスイッチを探しに行っていたのだろう。眩まぶしさに思わず目を細める──。

「な、なんだそりゃ？」

　直人の背後の壁には、さっきまで存在していなかった黒い扉とびらが出現していた。繊せん細さいな装そう飾しよくに彩いろどられた扉は開ききっていて、その向こうに乳にゆう白はく色しよくの濃い霧きりが見える。

　なぜか扉の周りの空気が微び妙みように赤く染まって見えた。

「……見たことなかったのか？　お前も鍵かぎ持ってるんだろ。鍵を使って扉とびらを出すんだよ」

「できねーよ、そんなこと」

　正まさ宗むねの持っているパンタソスにこんな力はない──と思う。「不完全な鍵」のせいなのか、もともと正宗が「番ばん人にん」ではないせいなのか。

「なんだ、これ」

「これは『あらずの扉とびら』……夢と現実の世界をつなぐ扉だ」

　と、直なお人とは言った。




「お前に訊ききたいことがある」

　直人は固い扉を閉めながら言った。この「あらずの扉」が開いている間、直人の身しん体たい能力は格かく段だんに上がる。〈王国〉へ夢ゆめ神がみを送るわけでもないのに、扉を開けるような危険な真似まねは避けたかったが、他に正宗に勝つ方法を思い付かなかった。

　ちらりと倒れている棗なつめの方へ視線を走らせた。彼女のそばにいる綾あや乃のが直人に向かってうなずいて見せる。直人はほっと胸をなで下ろした。命に別べつ状じようはないらしい。

「俺おれの親父おやじが『赤い目』に殺されたってなんで知ってるんだ？」

「……死ぬ前にうちへ来た」

　そっぽを向いたまま、正宗は早口で言った。

「その時に『赤い目』の話もしてたって言ってたぜ。そういう危険な相手に狙われてて、そいつに殺されるかもしれねーって」

「……『言ってた』？」

「俺が直接聞きいたわけじゃねーんだ。話したのはツグミ姉ねえだからよ。なんだか知らんけど、お前んとこの親父はよくうちに来てツグミ姉と話してたぜ」

　そういうことか、と直人は思った。細かい事情は分からないが、やはり岸きし杜もり家とツグミの間には繫つながりがあったのだ。自分たちの連絡先さきを知っていたのもそれで説明がつく。

「そんな話、どこまで本当か分からないわよ」

　こちらへ近付いてきた綾乃が直人たちの話に割って入った。

「岸杜のおじさまから、そんな夢神がいるなんて話聞きいたことがないもの」

「だったら信じなきゃいいだろうが。お前が聞いてるかどうかなんて知っちゃいねーよ」

　直人には正宗が噓うそをついているとは思わなかった。そういう器き用ような人間にはとても見えない。

「うちの親父、ツグミさんとなにを話してたんだ？」

「そんなの知るか。ツグミ姉に訊きけ」

　にべもなく正宗は言いはなった。どうも直人の父の孝たか臣おみをあまり好きではなかったらしい。これ以上のことはツグミに訊くしかなさそうだった。

「……さて、どうすんだお前ら」

　と、正まさ宗むねが言った。

「え？」

「『え？』じゃねーだろ。俺おれをどうする気だ？　俺、お前らを倒すまで絶対諦あきらめねーぞ」

「そうでしょうね」

　綾あや乃のが隣となりでぼそっと言い、一歩前へ踏み出した。

「じゃあ、ここでケリをつけましょう」

「……ケリ？」

　直なお人とは小声で尋たずねた。強烈に嫌な予感がする。

「ええ。今までの借りを返してもらうわ」

　彼女は両手を組み合わせて軽く指を鳴らす。口元には冷ややかな笑えみを浮かべている。相当腹はらを立てているようだった。今日一日で正宗に二度も襲おそわれているのだ。

「まあ、骨の二、三本は覚かく悟ごしてもらわないと……」

「どこの悪あく役やくだよ、お前は！」

「こういうバカはそれぐらいやらないと目が覚めないわよ」

「いや、ちょっと待てって」

　直人は綾乃の腕をつかんで止めると、正宗の方に向き直った。

「お前にとっても『赤い目』が敵なのは変わりないだろ。ホントに俺たちと一緒に戦う気はないのか？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、正宗の目の中でなにかの感情が揺らいだ気がした──が。

「……俺にはできねー」

　彼の答えははっきりしていた。

「『赤い目』を倒すなんて無理だ……『赤い目』に会えばどういうことか分かるだろうぜ」

「どういう……」

　さらに質問を重ねようとした時、いきなり正宗がなにかを投げつけてきた。目の前が白い煙えん幕まくのようなもので覆おおわれ、視し界かいが完全に奪われる。喉のどに吸いこむと咳せき込みそうになる。思わず鼻と口を覆った。

　目を凝こらすと床の上に破れたビニール袋が落ちている──園えん芸げい用よう石せつ灰かい。

「また必ず殺しに来るからな！」

　白い煙の向こうから正宗の声が響ひびいてくる。彼の足音が少しずつ遠ざかっていく。直人たちはその場から一歩も動けなかった。
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「……『赤い目』という怪かい物ぶつがいる」

　岸きし杜もり孝たか臣おみは突然言った。ツグミは顔を上げる。最初、孝臣の様よう子すは普段と変わらないと思っていた。いつものようにきちんと背せ筋すじを伸ばして正座をし、岩のような無表情で日本茶ちやを飲んでいる。

　ただ、いつもより顔色が悪い。少し疲れているようにも見えた。

　ツグミは麟りん堂どう家の和室で孝臣と向かい合っていた。彼は時々ふらりと思い出したようにこの家を訪ねてくる。仕事の合間のせいか、いつもきちんとスーツを身に付けていた。

　無ぶ愛あい想そうとは裏うら腹はらに、孝臣は優しい人だった。正まさ宗むねの両親が亡くなってから、この家を訪れることが増えた。まったく口には出さなかったが、きっとツグミたちを案じてくれていたのだろう。

「『赤い目』、ですか」

　ツグミはその奇き妙みような名前を繰り返す。孝臣はうなずいた。

「『赤い目』は強い力を持っている。その存在は夢ゆめ神がみにも強い影えい響きようを与えるらしい。まだ調べている最さい中ちゆうだが、非常に危険で……」

　彼は声を詰まらせた。なにを言おうとしたのか忘れてしまったかのようだった。

「わたしは、その怪かい物ぶつに狙われているかもしれない。近いうちにわたしが死んだら、『赤い目』のせいだと考えてくれて構わない」

「えっ……」

　ツグミは絶ぜつ句くした。どこまで言葉どおりに受けとっていいか分からなかったからだ。彼がこんな物言いをするのは初めてのことだった。

「それ以上なにも起こらなければ、君たちはそのまま暮らしていけばいい……ただ、万まんが一いち悪あく夢むと関わってしまい、『扉とびらの民たみ』として生きる必要が生じたら、君の力で正宗くんを導いて欲しい。君には必要なことを教えておいた。きっと彼を立りつ派ぱな『扉の民』にすることができる」

　孝臣は時とき折おり「扉の民」がどういうものか説明してくれていた。ひょっとすると、自分がいなくなった後の事態に備えていたのかもしれない。

「もし悪あく夢むにまつわることで、自分たちの力だけで解決できないことが起こったら、わたしの息子むすこの直なお人とに連絡を取ってみてくれ。その時『番ばん人にん』になっているかどうかは分からないが、きっと君の助けになってくれるはずだ」

「は、はい……」

　ツグミはうなずいた。岸杜直人、という名前を胸に刻みこんだ。

「わたしの息子の直人には、『扉の民』の血ち筋すじのことは一いつ切さい教えていない。君と同じような、知識を持つ者をそばに付けてはいるが……今は『番人』の役割から遠ざけておきたくてね」

「あの……どうしてなんですか？」

　と、ツグミは尋たずねた。沈ちん黙もくが流れる──どうやらその質問に答えることはできないらしい。それ以上尋ねても無む駄だなようだった。

　孝たか臣おみはスーツの内ポケットに手を入れると、棒つきのキャンディーを取り出した。いかにも堅かた物ぶつそうな風ふう貌ぼうと毒どく々どくしい包ほう装そうのキャンディーはいつもながらまったく合っていない。

「どうだ。君も一つ？」

　まるでタバコを勧めるように、彼は真ま顔がおで言った。

「いいえ……わたしは結けつ構こうです」

　ツグミはこの家で作られる洋よう菓子以い外がい、甘いものをほとんど口にしない。そういう気が起こらないのだ。そういう「体質」になっているせいで食べずにはいられないのだが、もともと甘いものが好きなわけではないのかもしれない。

「そうか。残念だな……美味うまいんだが」

　深いため息をつきながら、彼は真ま顔がおで首を振った。彼は丁てい寧ねいに包装紙しを取って、口の中にキャンディーを入れる。これは孝臣の大だい好こう物ぶつで、以前はいつも自宅に常備してあったそうだ。こちら側に現れた「王女」が最初に口にしたのも、このキャンディーだったという話だ。

「この町には、まだわたしたちにも分からない秘密があるようだ」

　突然、どこか遠い目で孝臣は言った。

「秘密、ですか」

　彼はうなずいた。

「『赤い目』はその秘密と深い関わりがあるらしい。わたしはそれについて少し知りすぎてしまったのかもしれない」

　秘密の中身について、彼はなにも話そうとしなかった。必要のないことをほとんど話さない人だった。あるいは、ツグミがその「赤い目」に狙われることを危き惧ぐしていたのかもしれない。

（……いつか訊きいてみよう）

　と、彼女は思った。しかし、その機会は永遠に訪れなかった。

　孝臣はそれから三日後に亡くなった。




「……わたしが岸きし杜もりさんとお会いしたのはそれが最後です」

　話し終えてからツグミは言った。直なお人とと綾あや乃のは麟りん堂どう家の和室で彼女と向かい合っている。

「あのキャンディー、親父おやじの好物だったんだ……」

　と、直人はつぶやいた。真まっ先さきに気になったのがそのことだった。

「そんなことどうでもいいじゃない」

　綾乃は呆あきれたように言った。

「まあ、そうだけど……」

　確かに自分以い外がいの人間には、今の話で一番「どうでもいい」部分かもしれない。しかし、直人は十五年も一緒に住んでいて、父親の好物すら知らなかったことに驚いていた。いかに父親とまともに接していなかったか、思い知らされた気がする──。

「いや、悪い。なんでもない」

　直なお人とは首を振った。他に話さなければならないことが山ほどある。

　デパートでの戦いがあってから一いち夜や明けている。昨日きのうの夜、かろうじて意識を取り戻した棗なつめを直人たちは病院に連れていった。そのまま彼女は入院したが、怪け我がらしい怪我もしておらず、検査が済めば今日中に退院できるという話だった。

　しかし、取り逃がした正まさ宗むねがいつ襲おそってくるか分からない。一いつ刻こくも早く手を打つ必要がある。その前にもう一度ツグミと話をするためにここまでやって来たのだ。

「ちょっといいかしら？」

　綾あや乃のが言うと、ツグミはうなずいた。

「……はい」

「あなたはもともと前から岸きし杜もりのおじさまと面めん識しきがあったの？」

「あ、はい……それも今いま申し上げるつもりだったんですけど、時々ここへいらしていました」

「それに、直人から聞いたけど、あなたはわたしのすぐ後に、直人が開けた扉とびらを通ってこちら側へ来たんですって？」

　直人は綾乃の妙みように偉そうな態度が気になってきた。ツグミの方が年上なのに。

「はい。おっしゃるとおりです」

　しかし、ツグミはまったく気にしている様よう子すがない。むしろ、直人と話す時よりも丁てい寧ねいな言葉遣づかいをしている──ふと、ツグミが綾乃のことを「王女」と言っていたことを思い出した。二人は〈王国〉では身み分ぶんが違う。きっとこういう話し方をするのが自然なのだ。

「どうして、昨日は直人たちにそのことを話さなかったの？」

　一いつ瞬しゆん、ツグミは目を閉じた。直人は彼女の目に濃い隈くまができていることに気付く。顔色もあまり良くないし、全体的にやつれた印いん象しようだった。体調が芳かんばしくないのかもしれない。

「それはこの方たちが、もともとわたしをご存ぞん知じないと分かっていましたので……わたしと岸杜さんに関わりがあったことをお知りになれば、わたしを殺しにくくなると思ったんです」

　知らなかったところで殺しやすくなるわけではない。しかし、そういう彼女の配はい慮りよも理解できる。もともとこちらは麟りん堂どう家のことをなにも知らなかったのだ。

「それにしても、どうしておじさまは直人や麟堂を、『扉の民たみ』から遠ざけようとしていたのかしら。あなたはなにか聞いてる？」

　ツグミは首を横に振る。今、してくれた話以上のことはなにも知らないらしい。綾乃はがっかりした様よう子すだった。

「……そう。あなたも知らないの」

　孝たか臣おみは「扉の民」としての知識を直人や正宗には与えず、なぜか近くにいる夢ゆめ神がみたちに授けていた。必要があれば教えろと言っていたようだが、逆に言えばなにも起こらなければ「扉の民」はそこで絶えてしまうことになる。「扉の民」が自分の役割を自覚し、互いに連絡を取ることを、できるかぎり避けていたように思える。

（……なんでなんだろう）

　考えこんでいた直なお人とは、綾あや乃のの視線を感じて我に返った。今のところ、それはさほど大事なことではない。もっと他のことを話し合うべきだ。

「あの……正まさくんのしたこと、本当に申し訳ありませんでした」

　ツグミは直人たちに深々と頭を下げた。両手の鎖くさりがかすかに音を立てる。

「これ以上、どなたにも迷めい惑わくをおかけするわけにいきません……自分でも分かるんです。もうあまり時間も残っていないって。だから……」

　彼女はすがるような目で直人を見つめる。昨日きのうは最後まで話ができなかったが、今日ははっきり言うつもりだった。

「俺おれ……あなたを殺すつもりでここへ来たんじゃないんです。そんなこと、もともとできないんで」

「それなら、どうして……？」

「『赤い目』が夢ゆめ神がみに影えい響きようを与えてる……だったら、『赤い目』を〈王国〉へ送り出せばあなたは助かるはずだし、麟りん堂どうも俺たちを襲おそわなくてもいい。そのことを話しに来たんです」

　それが一ひと晩ばん綾乃と話し合って出した結論だった。

「でも、『赤い目』が夢神に感かん染せんするおそれがあるんですよ？　王おう族ぞくの方も例外ではないんです」

「それはそうだけど、『条件』を満たさないと感染はしないんでしょう？」

　と、綾乃が冷静に言った。

「というより、わたしたちには他に選択肢しがないの」

「え……」

　ツグミは絶ぜつ句くした。

「『赤い目』にもきっと分かっているんでしょうけど、わたしたちはあなたを殺すことができない。でも、麟堂はいつまでもわたしたちを狙い続けるはずよ。彼とは殺し合いなんてしたくない……わたしたちが生き延びるには、『赤い目』を倒す以外にないの。だから、協力して欲しい」

　ツグミはしばらく目を伏せていた──「赤い目」に対する恐怖と心の中で戦っていたのかもしれない。やがて、顔を上げて力強くうなずいた。

「どうすれば、いいですか？」

「俺たちが知りたいのは、パンタソス……黒い鍵かぎを見つけた時、麟堂がどこに行こうとしてたかなんです。『赤い目』の正確な居い場所をあいつは知ってたんですか？」

　昨日の話では「黒い鍵を物置で見つけて、どこかへ飛び出していった」ということだった。

「わたしもはっきりとは……でも鍵を見つけるずっと前から、『夢神のいるところなんて、俺にはだいたい見けん当とうがついてる』っていつも言ってました」

　いかにも正まさ宗むねが言いそうな自信満まん々まんのセリフだが、参考になりそうもない。

「あの、他には……？」

「そうですね……あ、出かける前に『今日は山やま狩がりだ』って」

　わけが分からない──すると隣となりにいた綾あや乃のが唇くちびるの端はしに笑えみを浮かべた。

「なに悩んでるの。大ヒントじゃない」

「は？」

「山の中にあって、彼にも見当がつくような、夢ゆめ神がみのいそうな場所、でしょ」

　あっと直なお人とは声を上げそうになった。この町の外れにある、廃はい墟きよと化したテーマパーク。

「……パラダイスランドか」

「の、そばにある飯いい見み神社ね。多分」

　そういえば、棗なつめが言っていた。パラダイスランドの近くにも「結けつ界かい」──飯見神社が存在すると。今までもパラダイスランドに「赤い目」の痕こん跡せきが残っていたことがある。やはり、あの近くに「赤い目」の住すみ処かがあったのだ。

「『黒い鍵かぎ』だけで倒すつもりだったのかしら？」

　と、綾乃が呆あきれたように言う。

「初めて見た道具だったわけよね。それだけに頼るなんで、無む謀ぼうすぎるわ」

　ツグミは困ったように首を振った。

「いいえ、他にも……その、日本刀とう、も一緒に」

　直人たちは同時に渋い顔になった。二人とも正宗の振り回す日本刀にまったくいい思い出がない。もう少しで斬きられそうになっていた。

「黒い鍵で倒せれば倒すけど、無理だったら刀で倒すって……」

　彼女は窓の外を見つめた。

「出かける前、そこでしばらく日本刀を振って練習をしてました……一いち撃げきで首を落とすとか、なんとか」

　直人の隣となりで綾乃がますます顔をしかめる。

「……わたしと戦った時と同じ手じゃない」

（……そういうことか）

　と、直人は思った。正宗の作戦は二段構がまえだったのだ。パンタソスに夢神を「殺す」効果がなくても、相手の動きを止めるために使うことはできる。その上で首を斬り落とす。

　首がなくなれば、夢神の肉体は機能しなくなる。ばらばらにほぐれ、存在が薄うすれていく。やがて再生するにしても、肉体を失って幽ゆう霊れいのような状態になる──最悪でも「赤い目」をそういう状態にするつもりだったのだ。

　その時、直人の頭を疑問がよぎった。

　正まさ宗むねは「赤い目」を倒す作戦をちゃんと練っていた。それを実行するだけの度ど胸きようも十分すぎるほど持ち合わせている。

（どうして途と中ちゆうで諦あきらめたんだ？）

　直なお人とたちを付け狙っているしつこさを考えれば、一度や二度負けたぐらいで屈くつ服ぷくするとはとても思えない。ただ「赤い目」に実力の差を見せつけられたというだけでは、説明がつかない気がする。

　もっとなにか別の理由があるのではないだろうか。

「直人、行きましょ」

　いつのまにか立ち上がった綾あや乃のが自分を見下ろしている。直人はうなずいた。自分たちは「赤い目」の情報を得るためにここへ来た。それが手に入った以上、次にやることは決まっている。

「今日中にカタを付けてあげるわ。ここで待っていなさい」

　綾乃は自信たっぷりに宣言する。もちろん「赤い目」のところへ乗りこむのだ。彼女はくるりと向きを変えて、さっさと玄げん関かんに歩いていってしまった。

「すいません。お邪じや魔ましました」

　綾乃の分まであいさつして、直人も部屋を出ようとする。

「……あの」

　背後から呼び止められる。

「はい？」

　ツグミはまぶしそうに目を細めて、綾乃が出て行った廊下を見つめている。

「あの方は、本当に王女なんですよね？」

「え？　あ、はい。そうですけど……？」

　訝いぶかしみながら答えると、彼女は微笑ほほえんだ。

「ごめんなさい。疑っているわけではないんです……ただ、城にいらした時と違って、本当に明るくていらっしゃるから」

　直人はその言葉に驚いた。

「……綾乃を知ってるんですか？」

「ええ……わたし、〈王国〉の城に仕える侍じ女じよの一人でした」

「そうだったんですか……」

　今まで想そう像ぞうもしていなかったが、面めん識しきがあるのは当然だった。二人とも城にいたのだから。

「やっぱり、違いますか？」

　昔の綾乃のことはぼんやり憶おぼえている。こちら側へ来たばかりの頃、彼女は大人おとなしくて内うち気きな性格だった。

「ええ。いつもお一人で中庭にいらして……本当にお寂しそうでした」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、城の中庭の風景を思い浮かべる。廃はい墟きよのような荒れ果てた場所。あの場所を夢で見た時から、ずっと不ふ思し議ぎに思っていた──綾あや乃のは本当にあんな場所に帰りたがっているのか、と。

「あの城に住んでいた頃、綾乃は幸せじゃなかったんですか……？」

　ツグミは静かに首を横に振った。

「あんな場所で、幸せに暮らせる者などいません。わたし、あなたが『あらずの扉とびら』を開けた時にチャンスだと思ったんです。こんな世界から出て行って、自由になれるって……あの方も、きっとそうお思いになったはずです」

「でも、あいつ今までそんなこと一度も……」

　直なお人とは口をつぐんだ。「王女」という言葉の重みにようやく気付いた。いずれ、あの城を彼女は引き継いでいかなければならない。自分の感情などやすやすと口に出せる立場ではなかったのだ。

「あなた方は、いつも一緒にいられるんですね……どこで、なにをするにも」

　ふと、ツグミはつぶやいた。どこか寂しそうな声だった。

「……え？」

「いえ、ちょっと……お二人が羨うらやましくて」

　どういう意味だろう。もう一度尋たずねようとした時、

「早く来なさい！　なにやってるのよ？」

　玄げん関かんから綾乃の声が飛んできた。

「ちょっと待ってろ！　今行く！」

　直人はツグミの方に向き直った。

「じゃ、行ってきます」

　そう言うと、彼女は深々と頭を下げた。

「正まさくんのこと、よろしくお願いします」
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　パラダイスランドの門の前で、直人たちは自転車を降りた。「解かい体たい中・進入禁きん止し」のプレートがかかった金かな網あみで門は塞ふさがれている。ここへ来る前に地図で確かめたところ、飯いい見み神社はこの施設の裏手にあった。

「中を突っ切っていった方が早いわね」

　直人の返事も待たずに、綾乃は金網の隙すき間まから園えん内ないに足を踏み入れる。直人も慌あわててその後を追った。

　荒れ果てた園内は相変わらずだった。手入れがされなくなったアトラクションは少しずつ昔せき日じつの姿から遠ざかりつつある。「解体」などいつ始まるのか誰にも見けん当とうもつかなかった。

　直なお人とたちは庭園の噴ふん水すいを通りすぎる。毒どく々どくしい赤にペイントされた噴ふん水すい池いけは、上から見ると「赤い目」が描かれているように見える。ひょっとすると、この先に「赤い目」の住すみ処かがあるというサインのようなものなのかもしれない。

「そういえば、さっきあの家を出る前、彼女となにを話していたの？」

　突然、綾あや乃のは口を開いた。

「大した話じゃない。ツグミさん、〈王国〉にいた頃のお前を知ってるってさ」

　そう言いながら、直人は綾乃の横よこ顔がおをうかがった。彼女の表情がわずかに曇る。

「……それで？」

「別に。性格が明るくなったって言ってた」

「あら、そう」

　それ以上はなにも尋たずねようとしなかった。〈王国〉のことに触れたくないのかもしれない。

（お前には〈王国〉が懐なつかしいところなんだよな）

　直人は半月前に自分が口にした言葉を思い出した。

　綾乃が口を利かなくなったのはその後だった。もし〈王国〉に戻りたくないと思っているなら、そうしたくなる気持ちも分かる気がする。怒るというよりは、直人の無理解に悲しんでいたのかもしれない。

　もちろん、今となっては綾乃の気持ちを確かめることはできない。本音がどうあれ、彼女は「帰りたくない」などと言えない立場にある。

　ミラーハウスとメリーゴーラウンドのそばを通りすぎ、園えん内ない列車の線路の下をくぐって反対側の裏門まで辿たどり着く。かつては資材の搬はん入にゆう口ぐちも兼ねていたらしく、大型車が通れるほどの幅がある。誰かがここから入りこんだのか、門は開きっぱなしになっていた。




　直人たちはテーマパークの外へ出て、杉林の中のくねった小こ径みちをさらに上がっていった。

　何度か曲がり続けた後、目の前に古びた石の鳥とり居いが現れる。大きさも形も麟りん堂どう家にあったものとよく似ている。

（ここから先が『結けつ界かい』か）

　鳥居をくぐると、木立が途と切ぎれて平らな土地が現れる。石の柵さくで囲われてはいないが、どうやらここが神社の境けい内だいらしい。直人たちは奥にある小さな拝はい殿でんに近付いていった。板いた壁かべや柿こけら葺ぶきの屋根は薄うす汚よごれてはいるものの、どこにも傷いたみはない。鍵かぎはかかっておらず、格こう子し戸どは細めに開いていた。

「……ちょっと変ね」

　と、綾乃が言った。

「なにが？」

「鳥居に比べると、建物が変に新しいわ」

　直なお人とは改めて拝はい殿でんを見上げる。言われてみればそう古い建物には見えない。よく見ると梁はりや垂たる木きの形もどこか奇き妙みようで、神社らしくない。

「誰かが建て直したってことか？」

「かもしれないわね……それに、いつ建こん立りゆうされたかを示すものも見当たらないわ。こういうところには大たい抵ていあるはずなのに」

　ふと、直人は木の段にうっすらと足あし跡あとが付いていることに気付いた。それは格子戸の先まで続いているらしい──ひょっとすると、正まさ宗むねのものかもしれない。

「入ってみるか」

　直人たちは木の段を軋きしませながら上がっていき、戸を開けて拝殿の中へ入った。薄うす暗ぐらい板いた敷じきの空間はがらんとしていて、祭さい壇だんすら見当たらない。正面の壁に赤い扉とびらがあるだけで──。

「あっ！」

　彼は思わず立ちすくんだ。複雑な浮き彫りの施ほどこされた扉。

「……『あらずの扉』？」

　色こそ違っているが、現実と夢の世界をつなぐ扉にそっくりだった。慎しん重ちように扉に近付いていき、じっと目を凝こらして観察する。よくよく見ると似ているのは外見だけで、ただの朱しゆ塗ぬりの木の扉のようだった。

　それでも、これを作った者が「あらずの扉」を知っていることは間違いない。ここは夢ゆめ神がみにまつわる建物なのだ。

　直人は手を伸ばして、おもむろに取っ手を回す。拍子抜ぬけするほどあっさり扉が開く──その向こうには塗りつぶしたような濃い暗くら闇やみが広がっていた。綾あや乃のはジーンズのポケットから取り出した小型のマグライトのスイッチを入れる。

　地下へ続く急な階段が照らし出された。冷たく湿った風がそよりと吹き上げてくる。

「……どうする？」

「入ってみる以外にないわね」

　彼女は足あし下もとを指さした。拝殿の前から続いていた足跡は、室内をまっすぐに横切って赤い扉の先へ消えていた。




　足を踏み外せば一番下したまで落ちていきかねないほど、木の階段は急だった。マグライトを手にした綾乃が先に立って階段を降り始め、直人もその後に続く。右手はモーフィアスを握りしめ、左手はささくれだった木の板を伝っている。

（……ん？）

　途と中ちゆうで木の壁が途と切ぎれ、冷たく濡ぬれた石の壁に変わった。しかし、壁といっても相当の凹おう凸とつがある。かえってバランスを崩しかねないので、彼は手をつくのをやめた。

　数えていた段数も途中で分からなくなった。どこまで降りるのか不安になり始めた頃、前まえ触ぶれなく固い地面に到着した。入ってきた扉とびらの方を振り向くと、出口はマッチ箱ほどの大きさしかなかった。

　どこからか水の流れる音がする。綾あや乃のはマグライトを軽く振るようにして、天てん井じようを照らした。垂れ下がった無数の鍾しよう乳にゆう石せきが見える。どうもこの地底の通路は、もともとあった洞どう窟くつを利用したもののようだった。

「……滑らないように気を付けて」

　彼女は再び前に立って歩き出した。進むにつれて少しずつ水の音が大きくなっていく。

「この水の音、なんなんだ？」

「地下水が流れてるんだと思うわ。多分、行き先は山の下にある流る手て川がわだと思うけど」

　流手川はパラダイスランドの近くにある橋の架かかった川だった。以前、直なお人とたちが「ヨミジ」と戦った場所だ。

　足あし下もとの感かん触しよくが変わって、直なお人とたちは立ち止まった。なにか柔らかいものを踏みつけている。綾乃が地面を照らすと、背の低い草がびっしり生おい茂っている。葉の色がモノクロ写真のように真まっ白しろで、気味が悪かった。

「なんなんだ、これ……」

　初めてみる植物に直人は顔をしかめた。

「川の流れ……草花……」

　綾乃はライトを地面に向けたまま、拳こぶしを唇くちびるに当ててなにか考えこんでいる。綾乃、と肩を叩たたくと、ようやく我に返った様よう子すだった。

「……先へ進むわよ」

　そう言い残して、彼女は歩いていってしまう。

　しばらくすると、間ま近ぢかにあった壁や天井が突然見みえなくなった。どうやら通路を抜けたらしい。綾乃がマグライトの光をざっと周囲に向ける──そこは天井の高い広間のような空間だった。

「わたしから離れないで」

　綾乃の言葉に、直人はうなずいた。ここは敵の本ほん拠きよ地ちなのだ。なにが起こるか分からない。

　二人は慎しん重ちように広間の中央に向かっていった。そこには大きな台のようなものが置かれている。綾乃の肩かた越ごしにそれを覗のぞきこむと、ちょうど大人おとな一人が横たわれる大きさで、光こう沢たくのある材質は木なのか金属なのか分からなかった。

　多分、なにかの祭さい壇だんなのだろうが、つい別のものを連れん想そうしてしまった。

「……なんかベッドみたいだな」

　直人がつぶやくと、綾乃は暗がりの中で目を瞠みはった。

「な、なんだよ？」

「どうして分かったの？　これは黒こく檀たんで作られた寝台よ」

「は？」

　驚いたのは彼の方だった。

「いや、分かってねーんだけど……見た目の感想言いっただけ」

　人差し指で額ひたいをかきながら言った。

「寝台って、『赤い目』の寝台ってことか？」

「そういう意味じゃないわ」

　綾あや乃のはささやき声で言った。

「ここは多分、ヒュプノスを祀まつるための場所よ。オウィディウスの『変へん身しん物語』に出てくるヒュプノスの神しん殿でんにそっくりだもの。岩の底から流れ出す小川、眠りを誘う草花、洞どう窟くつの奥の神殿、その中心にある黒こく檀たんの寝台……」

「あの、悪い。ちょっといいか？」

　直なお人とは口を挟んだ。

「……ヒュプノスってなんだっけ？」

　どこかで聞いた気もするが思い出せない。はあ、と綾乃は呆あきれたようにため息をつく。

「ヒュプノスは眠りを司つかさどる神……モーフィアスやパンタソスの父親よ。ヒュプノスの寝台の周囲には、夢から生まれた無数の幻まぼろしたちが侍はべっていると言われているわ」

　夢から生まれた幻──まるで夢ゆめ神がみだ。

「多分、そういう逸いつ話わを知っている誰かがここを作り上げたのね。夢神たちの集まる神殿として……どうしたの、直人」

　直人は寝台の傍かたわらに転がっているなにかを凝ぎよう視ししていた。最初はただの岩だと思っていたが、様よう子すがおかしい。

「ちょっと貸してくれ」

　直人は綾乃からマグライトを受けとって、おそるおそる光を当てる。つやのある黒い布に覆おおわれた物体が置いてある。うずくまった人間のように見えた。

　突然、隣となりにいる綾乃が息を吞のむ。

「これは……」

「……『赤い目』、か？」

「分からない……でも、こんなおかしな気け配はい、初めてだわ。なんなのこれ」

　なにか異い様ようなものがこの布の下にある。直人はモーフィアスを固く握りしめた。一体これがなんであれ、自分たちは戦わなければならない──ツグミたちを助けるために。

　手を伸ばそうとした瞬しゆん間かん、ゆらりとその黒い塊かたまりが動いた。それはゆっくりと体を起こす。頭の部分を覆っている布が、鋭い刃は物もので切りつけられたように裂けている。正まさ宗むねの持っていた日本刀とうが脳のう裏りに浮かぶ。きっと彼がやったのだろう。

　裂け目の奥に片目が垣かい間ま見みえる──赤く光っていた。

（夢ゆめ神がみだ）

　直なお人とは思わず背後に飛び退のいて身み構がまえた。正まさ宗むねもこの夢神と戦ったに違いない。

「な……なんなの、こいつ」

　綾あや乃のがうめくように言った。目を見開いたまま棒ぼう立だちになっている。顔からは完全に血の気が失せていた。

「これ……本当に夢神なの？」

「え？」

　黒い布をかぶったままの「それ」は直立し、マグライトの光に照らし出される。直人よりも少し背が高かった。ただ、両耳の少し上あたりから、奇き妙みような突とつ起きが生はえていた。

　まるで獣けものの角つのだった。

　突然、布の下からにゅっと太い腕が現れた。指先まで太い毛に覆おおわれた五本のかぎ爪づめが、顔にかかった布ぬの地じをつかんでさらりと地面に落とした。

「あっ！」

　直人はこらえきれずに短い悲鳴を上げた。

　天てん井じように向かって伸びる二本の角。長くせり出した鼻はな筋すじ。全身を覆う赤い剛ごう毛もう。両足の割れた蹄ひづめ──雄お牛うしの頭を持つ、二本足の怪かい物ぶつがそこに立っていた。

「ミノタウロス……？」

[image: ]

　隣となりにいた綾あや乃のが低くつぶやいた。

（怪かい物ぶつになるんです。本物の）

　ツグミの言葉がはっきりと蘇よみがえった。「赤い目」によって精神だけでなく、肉体まで変化させられた夢ゆめ神がみ。それが今、自分たちの目の前にいる。

　怪物は直なお人とたちの方へ一歩踏ふみ出すと、白い牙きばを剝むきだして咆ほう吼こうした。
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　はるか彼方かなたで誰かが叫ぶのを聞いた気がした──自分とよく似た誰かの声。

　ツグミは熱気でぼんやりする頭を振った。少しだけ意識がはっきりしてくる。いつのまにか彼女は陽かげ炎ろうの立ちのぼる芝しば生ふの上に座りこんでいた。無意識のうちに和室から出てきてしまったらしい。空を見上げると、太陽はちょうど真ま上うえあたりにあった。

（どれぐらい、経たったんだろう）

　最後に憶おぼえているのは、和室を出て行く番ばん人にんの後ろ姿だった。昨日きのうの夜から時間の感覚が曖あい昧まいになっている。「番人」や「王女」とまともに会話できたのは奇き跡せきのようなものだ。彼らは急いでいたせいか、ツグミの体が危険な状態にあるか、はっきりとは分からなかったらしい。

（今日中にカタを付けてあげるわ。ここで待っていなさい）

　一点の曇りもない彼女の言葉に、待ちますと答えることはできなかった。

　もう、そこまで自分に自信が持てない。

　突然、自分の体がかっと燃え上がったような気がした。体の中に太陽が生まれたかのような。

　この発ほつ作さももう何度目になるか分からない。彼女は地面に口づけをするようにうずくまる。いつもの自分でいる時間よりも、発作に耐えている時間の方が長くなりつつあった。

「帰ってきて……」

　口元から声が洩もれる。彼女が呼んでいるのは「王女」ではない。十年この方、一緒に過ごしてきた少年だった。

　今、彼はどこでなにをしているのだろう。どうしても彼と話をしたかった。彼に伝えなければならないことがある──今までずっと言いそびれていたこと。

　このままでは彼が帰ってくる前に正気を失ってしまう。

「……あなたが帰ってくるのを……いつもここで待ってる」

　この庭で交わした約束を、呪じゆ文もんのようにつぶやいた。

　いつまでそれを守ることができるか、もう彼女自じ身しんにも分からない。




　怪物の絶ぜつ叫きようを耳にした瞬しゆん間かん、綾乃の両足は地面に貼はりついたように動かなくなった。マグライトを持つ直人の手も震えていた。

　全身を照らす光の中で、牛の頭を持つ怪かい物ぶつは前まえ屈かがみの姿勢を取った。そして、唐とう突とつに直なお人とに向かって跳ちよう躍やくする。

（危ない）

　幼おさな馴な染じみの危機に、ようやく綾あや乃のの全身の呪じゆ縛ばくが解けた。直人と夢ゆめ神がみを結ぶ直線を断ち切るように、両者の間に飛びこんだ。赤い影は綾乃に激げき突とつし、そのまま押しつぶすようにのしかかってくる。十本の爪つめが背中に突き刺さり、喉のど元もとの皮ひ膚ふが食い破られるのをはっきりと感じた。

「綾乃！」

　遠ざかりかけた意識が、直人の声で元に戻った。倒れるわけにはいかない。両足を踏ん張ったまま、毛むくじゃらの背中に腕を回して締め上げた。動きを止めるのが彼女の目的だった。

　夢神の背後から走ってきた直人が、モーフィアスを赤い背中に突き立てる。黒い鍵かぎがずぶりと音を立てて刺さった──はずだった。

「えっ？」

　驚きの声を上げたのは直人だった。モーフィアスの尖せん端たんは硬い毛皮にめりこんだだけで、体の中まで届いていない。ひゅっと風を切った夢神の腕が、唐突に顔面に叩たたきこまれる。直人はごろごろと転がっていき、広間の隅すみで止まった。マグライトを手放していないところを見ると、意識を失ったわけではないらしい。

「くっ……」

　綾乃は太い首を抱え、片かた腕うでを取って体をひねりながら投げを打った。ようやく牙きばと爪が体から離れる。出血の多い首くび筋すじの傷を手のひらで押さえながら、直人に向かって走った。

　全身を苛さいなんでいた激げき痛つうはすぐに消え失せ、傷きず口ぐちも塞ふさがっていく。夢神の肉体が持つ利点だが、問題は敵の方がさらに強い肉体を持っていることだった。

　倒れている直人を介かい抱ほうするつもりだったが、既すでに自じ力りきで起き上がろうとしていた。腫はれ上がった唇くちびるの端はしから血が滲にじんでいる。横を向いて唾つばを吐く──いや、吐き捨てたのは折れた歯の一本らしい。硬いものの跳ねる音が聞こえた。

「いてーな、あの野や郎ろう……」

　口の中が切れているせいか、くぐもった声で直人は言った。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「え？　ああ、大丈夫。もともと虫歯だったし」

　なぜか綾乃は微笑ほほえみそうになった。性格はともかくとして、以前に比べると直人は変わった。だいぶ強くなった、と思う。

　ひたひたと夢神の足音が近付いてくる。

　直人はモーフィアスを地面に突き刺す──横よこ倒だおしになった「あらずの扉とびら」が浮かび上がる。彼は躊ちゆう躇ちよせずに扉を大きく開いた。扉の向こうから冷たい霧きりのようなものが噴ふき出してくる。

　すぐ目の前まで迫っていた夢神は、扉の存在に警けい戒かい心しんを抱いたらしい。ぱっと大きく飛び退のくと、マグライトの光を避けてどこかに姿を消した。

「逃げていった……んじゃないか」

「まだ、いるわ。ここのどこかに」

　この地下の空間にはまだあの夢ゆめ神がみの禍まが々まがしい気け配はいが漂っている。一いつ旦たん距離を置いてこちらを窺うかがっているだけだ。

「……鍵かぎの刺さらない夢神がいるなんて思わなかった」

　と、直なお人とはつぶやいた。

「わたしも初はつ耳みみだわ」

　前の「番ばん人にん」の孝たか臣おみからも、こんな夢神がいるとは聞いていない。どうやら体たい毛もうの下の皮ひ膚ふが、金属のように硬くなっているようだった。皮膚の薄い部分もありそうだが、それがどこなのかは分からない。

「あいつ、『赤い目』じゃないよな？」

「とてもじゃないけど、そうは見えないわね」

　強い力を持つ「赤い目」の影えい響きようで肉体まで変化してしまった夢神。多分、侵しん入にゆう者しやからこの神しん殿でんを守る存在だろう。

「あれじゃ、動物だ……まあ、普通の動物には見えないけど」

　暗がりにライトを向けながら直人が言った。どこに隠かくれているのか、夢神の姿は見当たらなかった。

　ふと、綾あや乃のは奇き妙みような既き視し感かんを覚える。つい最近も、こんな風ふうに暗くら闇やみで戦ったばかりだった。

（……麟りん堂どう）

　そういえば、正まさ宗むねもこの洞どう窟くつであの夢神と戦っているはずだ。昨さく晩ばんの「作戦」も、自分がこの夢神にされたことをそのまま実行しただけかもしれない。自分の熟じゆく知ちしている空間に誘いこみ、明かりを持っている者を最初に狙って──。

　綾乃の目に直人の握っているマグライトが飛びこんでくる。

　昨日きのうの夜と同じ状況だった。

「直人……」

　突然、黒いものが音もなく目の前を横切る。今度は間に合わなかった。

「うっ」

　直人は悲鳴を上げて倒れた。慌あわててライトのスイッチを消して、彼の頭を抱き上げる。生なま温あたたかいものでぬるりと両手が濡ぬれる。ハンカチで押さえても一向に血は止まらなかった。

（ここから連れ出さないと）

　立ち上がりかけた時、爪つま先さきになにか硬いものが触れる。拾い上げると石で作られた手て斧おのだった。夢神はこれを直人にぶつけて来たらしい。この程度のものを扱う知能はあるようだった。

　彼女は広間の壁面に背中を預け、ふらりと立ち上がった。

　相手がどこにいるのか、彼女には分からなかった。今すぐ相手を倒し、〈王国〉へ続く扉とびらの先へ追いこむ必要がある。それにはこちらから誘い出すしかない。

　マグライトのスイッチを入れてしばし待つ──風かぜ切きり音おんが近付いてきて、右足を激げき痛つうが貫つらぬいた。新しい石いし斧おのがジーンズの太ふと股ももに深々と突き刺さっている。おそらく何本も持っているのだろう。

　綾あや乃のは歯を食いしばって石斧を引き抜き、飛んできた方向にライトを向けた。

　丸い光の中に、牛の角つのを生はやした夢ゆめ神がみが立っている。

「……行くわよ」

　完全に傷が塞ふさがるのを待たずに彼女は走り出した。

　暗くら闇やみでの正まさ宗むねとの戦いは、もう一つ重要なヒントを与えてくれた。綾乃を不ふ意い討うちにした時、正宗は彼女の頭を狙って気き絶ぜつさせた。夢神を生なま半はん可かに傷つけてもすぐに回復してしまう。下手へたに傷を付けるよりは、意識を失わせるだけの方がずっと効果的だと判断したのだろう。

　怪かい物ぶつが目の前に迫ってくる。相手の位置をしっかり記き憶おくし、唐とう突とつにマグライトを頭上に放り投げた。相手の視線がライトの光を追うのが分かる。

　綾乃は石斧を握りしめて、相手の眉み間けんがあるはずの場所に力一いつ杯ぱい打だ撃げきを打ちこんだ。右手にびりびりと衝しよう撃げきが伝わってくる。手て応ごたえは十分──すぐ真ま下したにある脳を揺さぶったはずだ。眉間は動物に共通する弱点の一つだ。

　地面に落ちてきたマグライトを受けとめて、綾乃は再び相手を照らし出す。夢神はかぎ爪づめの生えた両手で頭を押さえてうめき声を上げている。

（まだ、足りないみたいね）

　再び攻撃の体勢に移ろうとした時、予想もしなかった素す早ばやさで怪物の体が跳ね起きた。腕を伸ばして綾乃の首くび筋すじをつかむと、殺さつ意いをこめて握りつぶしてくる。ぎりぎりと嫌な音を立てて首の骨が軋きしみ、意識がふっと遠ざかった。

　しまった、と思った時には、もう石斧は手から落ちていた。怪物の両手を引きはがそうとしたが、腕わん力りよくに差がありすぎる。

（……殺される）

　自分ではない──直なお人とが。自分が負けてしまえば、彼はもう助からない。そう思った途と端たん、冷たい恐怖が心に流れこんできた。綾乃の口から声にならない悲鳴が洩もれる。彼女は心の中で直人の名前を呼んだ。

「…………おい」

　直人の声を聞いた気がした。きっと幻げん聴ちようだ。それでも、怪物の指の力がすっと緩む。

（え……？）

　地面に落ちたままのマグライトの光が、怪物の背後を照らし出している。

　そこには直人が立っていた──が、ふらふらと上体が揺れている。喜ぶよりも前に、本当に意識を取り戻しているのか不安になった。彼はよろけながら夢ゆめ神がみの背中に近付いていくと、体ごとぶつかるようにモーフィアスを突き立てた。

　しん、と沈ちん黙もくが降りた。

（直なお人と……）

　さっきとやっていることはなにも変わらない。きっと意識が朦もう朧ろうとしているのだ。夢神が小こ馬鹿にしたように歯を剝むき出すと、ゆっくりと直人に顔を向ける。次に攻撃されたら、本当に死ぬかもしれない。

　逃げて、と言おうと彼女は足あ搔がいた。

　その途と端たん、直人の体が別人のように素す早ばやく動いた。油ゆ断だんしきった怪かい物ぶつの目にぶすりとモーフィアスを突き立てた。

　牛の頭を持つ怪物は、ぴたりと動きを止めた。

「やっぱり、目が弱点、か……そこは動物と一緒だな」

　力のない声で直人は言い、ぐるりと鍵かぎをひねった。今の彼にはそれだけでも重じゆう労働のようだった。夢神の発する苦く悶もんの叫び声とともに、白い光球が次々と飛び出していく。光球は人間の魂たましいだ。この夢神は人間を捕ほ食しよくしていたらしい。

　その怪物はぶよぶよした灰色の塊かたまりへと退たい化かしていく。直人はその塊を抱えこんで、「あらずの扉とびら」に向かって歩き出した。

「……怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　綾乃は後ろから声をかける──返事はない。彼は地面に開いた〈王国〉への入り口の前で足を止めた。夢神の目からモーフィアスを抜き取って、すぐさま扉の向こうへその体を投げ捨てる。黒い取っ手をつかむと、蝶ちよう番つがいを軋きしませながら扉を閉ざしていく。

「あの……直人？」

　肩に手をかけた綾乃は絶ぜつ句くした。傷きず口ぐちから流れる血で、彼の顔は真まっ赤かに染まっている。扉を閉め終えた瞬しゆん間かん、彼は力尽きたようにその場に倒れた。




　正まさ宗むねは日本刀とうを肩に背負って、境けい内だいの隅すみに立っていた。そこから飯いい見み町ちようを一いち望ぼうすることができる。

　彼が見つめているのは麟りん堂どう家のある方角だった。今いま頃ごろ、家ではツグミが自分の帰りを待っているはずだ。昨日きのうから何度か携帯に着信があったが、結局一いち度ども出なかった。

　本音を言えば話をしたくて仕方がない。ツグミがどうしているか心配だった。しかし、彼女になにを言われるか、なにを訊きかれるかはっきり分かっている。うっかりなにもかも喋しやべってしまいそうで、それが不安だった。

「……どうして地下に降りなかったの？」

　すぐそばから声が聞こえる。「赤い目」の声だった。

「わたしの育てた『牛うし鬼おに』とお前で挟み撃うちにすれば、簡単に『番ばん人にん』を殺せるのに」

　今いま頃ごろ、直なお人とたちは神社の地下で「赤い目」の配はい下かの夢ゆめ神がみと戦っているはずだ。ここはこの町にある「赤い目」の住すみ処かの一つだった。

「お前の子分、敵だろうが味方だろうが見み境さかいなしじゃねーか。挟み撃ちなんか無理だろ」

　三日前、一人で地下に降りた正まさ宗むねを迎え撃ったのが、彼女の言う「牛鬼」だった。誰の悪あく夢むから出てきた夢神なのか、詳しいことは知らない。勝てたのが不ふ思し議ぎなほど強かった。

　あの時はまだ「赤い目」を倒す気でいた。それだけの力はあるつもりだった。

「もし『番人』たちが戻ってきたら、ちゃんと始し末まつするんでしょうね？」

　と、「赤い目」は言った。

「……当たり前だろ。黙って見てろ」

　俺おれたちと一緒に戦う気はないのか、という直人の言葉が頭をかすめた。決心したはずだったのに、その言葉を思い出すたびに心が揺らぐ──。

「くそ……」

　正宗はツグミの顔を思い浮かべた。自分自身のことなら、どんな状態でも戦うことを選ぶだろう。しかし、ツグミがどんな目に遭あわされるか分からない。「赤い目」に侵おかされた彼女の体を元に戻すことができるなら、逆にもっとひどい状態にすることもできるかもしれない。

（他にどうしようもねーんだ）

　その時、拝はい殿でんの中からかすかに物音が聞こえてきた。「番人」たちが地上に戻ってきたらしい。

「やっぱり、お前にも行ってもらえばよかったわね」

　どこか不満げに「赤い目」は言った。

「ここで始末すりゃ同じだろ」

「……そろそろ、わたしもあの連れん中ちゆうにあいさつした方がいいかしら」

「お前が喋しやべったって無意味じゃねーか。すっこんでろ」

　彼は向きを変えて拝殿の方へ歩き出す。日本刀とうの鞘さやを払って、地面に投げ捨てた。

「今度こそ、ケリつけてやる」
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　赤い扉とびらをから地上に戻ってきた綾あや乃のはようやく安心した。一いつ旦たん、膝ひざをついて息を整える。意識を失った直人をここまで背負ってきて、全身の関かん節せつが悲鳴を上げている。

　明るいところで見ると、直人の傷きず口ぐちから流れる血は止まりかけている。命に別べつ状じようはなさそうだが、放っておけばどうなるか分からなかった。

（行かなきゃ）

　立ち上がり、外に向かって歩き出す。パラダイスランドの近くまで戻れば、救きゆう急きゆう車しやを呼ぶことができる。もう少しの辛しん抱ぼうだった。

　彼女は格こう子し戸どを開けて外へ出る。まぶしさに彼女は目を細めた。自分たちの戦いが噓うそのように、ありふれた夏の日が広がっている。むっとする暑さがむしろ懐なつかしかった。

　足あし下もとを気にしながら木の段を降りていると、

「……やっと来やがったな」

　聞き覚えのある声に、彼女は足を止めた。

　日本刀とうと黒い鍵かぎを手にした正まさ宗むねが境けい内だいに立っていた。




　一いつ瞬しゆん、綾あや乃のは目を見開いたように見えた。それ以上は驚きも動どう揺ようもしていなかった。

「この暑い中、ずっとそこで突っ立っていたの？」

　正宗は答えなかった。彼女の背負っている直なお人との様よう子すが気になっていた。服が血にまみれているのは綾乃も同じだったが、夢ゆめ神がみの彼女にはもう傷はないはずだ。

「死んでんのか、『番ばん人にん』」

「生きてるわよ。それがどうしたの」

「地下にいたあのバケモンはどうしたんだ？」

「〈王国〉へ送ってやったわ」

　皮ひ肉にくっぽく彼女は言った。

「そりゃすげえ」

　正宗はにやっと笑った。彼もあの夢神には好意を持っていない。動くものを見れば襲おそいかかってくる怪かい物ぶつで、自分の手で始し末まつしてやりたいぐらいだった。

「わたしたち、『赤い目』も倒して、〈王国〉へ送るつもりなんだけど」

　と、彼女は言った。

「今、『赤い目』はどこにいるの？」

「そんなもん……」

　正宗は慌あわてて口を閉じた。

「俺おれに勝てば、教えてやってもいいぜ」

　今、一番困こまるのは綾乃に逃げられることだ。今度こそ完全に始末をつけたかった。

　もう、時間がないのだから。

「わたしたちを、通すつもりはないのね」

「ねーな」

「……そう」

　直人の体を木の段に横たえると、綾乃は境内に降りてきた。

「仲間になれ、とか言っても無む駄だだぜ」

　先回りのつもりで正まさ宗むねは言った。そういう話は聞きたくない。これ以上、心を揺すぶられるわけにいかなかった。

「仲間にした方がいい、とは正直思おもうわね。戦力になりそうだもの……でも、わたしの個人的な意見を言わせてもらえば……」

　綾あや乃のは正宗に向かって人差し指を突きつけた。

「わたし、本当はお前が大だい嫌きらいなの。顔を見るだけで吐き気がするわ」

　正宗は思わずぽかんと口を開けた。綾乃の目には刺すような憤いきどおりの感情がこもっていた。

「わたしの首を斬きりそうになったとか、ハンマーを頭に投げつけたとか、今もすごく腹が立ってるけど、それだけなら我が慢まんしてやってもいいわ。でもね、わたしたちを倒そうとするのに、無関係な棗なつめを人ひと質じちに取ったことだけは絶対に許せない……お前みたいな人間に助けられたいなんて、誰が望むかしら」

「うるせえ！」

　思わず正宗は叫んだ。

（わたしに言えないようなことをしてまで、助けてもらいたくないの）

　ツグミは確かにこんなことを望んでいない。綾乃の言葉は正しかった。この女のものの考え方はどこかツグミに通じるものがある。それも正宗には選択肢しがない。どんなに「赤い目」が信用できない相手だとしても、その手て先さきとなって戦う以外にない。

「お前らも同じ目に遭あってみりゃ分かんだろ。そこの番ばん人にんだって、同じようなこと」

「直なお人とはこんなことしないわ」

　彼女はなんのためらいもなくきっぱりと言った。

「もしわたしが同じ目に遭ったら、直人もきっとわたしを助けようとしてくれると思う……他の人を傷つけなければいけなくなったら、悩むかもしれない。でも、しないわ」

　正宗は皮ひ肉にくな笑えみを浮かべた。

「そんなの分かりっこねーだろ……こんなヘタレが」

「確かにたまに情なさけなかったり、鈍かったりするところはあるかもしれない。でも、なにかあったら、きっと真まっ先さきにわたしに打ち明けて、一緒に考えようとするはずよ。大事なことをわたしに隠かくしたりしない。今までずっとそうだったもの……お前なんかとは違うわ」

　そこまで言って、なぜか彼女は表情を曇らせた。

「……わたしとも、違う」

　と、小さな声で付け加える。

　正宗はぎりっと歯は軋ぎしりする。間違っているのは自分だ。本当に倒したい相手は「赤い目」で、目の前にいる二人ではない。倒してもきっと後こう悔かいするだけだ──しかし、今は戦うしかなかった。

「……言いたいことはそんだけか？」

　正まさ宗むねは刀を背負うように構えた。

「ええ……いいえ、もう一つあるわ」

　彼女は再び正宗にびしりと人差し指を向けた。

「二度と直なお人とを『ヘタレ』なんて呼ぶな。そう呼んでいいのは、わたしだけよ」




　正宗が白はく刃じんを閃ひらめかせて迫ってくる。

　綾あや乃のは斬ざん撃げきをなるべく横に避けて、円を描くように移動し続けていた。彼女が警けい戒かいしているのは右手の刀ではなく、左手の半はん透とう明めいの鍵かぎだった。昨日きのう見た時と同じように、パンタソスの輪りん郭かくは時とき折おり震えている。

（あれにだけは刺されないようにしないと）

　昨日はパンタソスが存在を維い持じできなくなったせいで命いのち拾びろいしたが、今日もまたその幸運が続くとは思えない。

　距離を保つと刀で斬きられる。接近戦を挑いどもうとすれば、パンタソスで刺される。

　どう考えてもこちらが不利だった。

　正宗の斬撃は軌き道どうが読みにくい上に、返しが速く隙すきがない。まだ息が乱れていないところを見ると、スタミナも相当あるらしい。

（……まずいわ）

　倒れている直人のことが気になり始めていた。このまま戦いが長引けば長引くほど、彼が危険に晒さらされる。こちらから攻撃を仕掛けるチャンスを見つけなければ。

　ふと、ひたすら刀を振り続けていた正宗がちっと舌した打うちをした。ただ避けることだけに集中している綾乃に苛いら立だちが募つのってきたようだった。

「お前、さっきから」

　話しかけようとする瞬しゆん間かんに、一気に刀の間ま合あいの内側に飛びこんだ。もちろん、そこにはパンタソスが待っている。本当はそれを奪い取りたかったが、そこまでの隙はなかった。

　正宗の鳩尾みぞおちに当て身を叩たたきこむ──手て応ごたえはあまりない。自分から飛んだようだった。拝はい殿でんまで下がった彼は、倒れている直人にぶつかりそうになる。

「あ……」

　綾乃の背せ筋すじが凍った。直人を人ひと質じちに取られては手も足も出ない。しかし、正宗はすぐに体を起こした。

「……俺おれはいちいち人質なんか取る必要はねーんだ」

　と、弁べん解かいするように言った。綾乃に非ひ難なんされたことがこたえているのかもしれない。

「次の攻撃で決めてやる。俺の作戦はよ……」

　そこまで言いかけて、彼はぐっとこらえる。

　一体、どんな手を使ってくるのか、綾乃の方が動どう揺ようしてしまった。

　突然、正まさ宗むねは一直線に綾あや乃のの方へ走ってきた。刀とう身しんを隠かくすように腰のあたりで構えている。それまでとは違う構えから、彼は刀を横に薙ないだ。

　鋭すぎる斬ざん撃げきに、背後へ避けるしかなかった。綾乃は確実に間ま合あいから外れる──刀の切きっ先さきが迫ってきた。

（刀を投げた）

　この程度の変化も予想していた。体を開いてこれも避けたが、一いつ瞬しゆん足を止めてしまった。そこへパンタソスを振りかぶった正宗が覆おおい被かぶさるように襲おそいかかってきた。

　綾乃は両手でパンタソスを持つ手をつかみ、ぐるりと手首の関かん節せつをねじり上げた。

「いてっ！」

　正宗は情なさけない声を上げ、鍵かぎを地面に落とした。顔をしかめながら彼は膝ひざをつく。綾乃は間かん髪はつ入いれずにパンタソスを蹴けって遠くへ追いやった。

「……わたしの勝ちね」

　彼女はほっと息をついて、直なお人との方を振り返る。相変わらず気き絶ぜつしたままだが、頭の傷からの出血はほとんど止まっているらしい──すぐに病院へ連れて行けば大事はないだろう。

「よそ見してんじゃねえ、バーカ」

　突然、手の甲こうに激げき痛つうが走った。なにかを突き刺してきたのだ。すぐさま反はん撃げきに移ろうとして、指ゆび一本動うごかせない自分に気付いた。

（黒い鍵？　でも……）

　パンタソスは何メートルも先の地面に転がっている。自分の手首を見下ろすと、そこには見覚えのある黒い鍵が突き刺さっていた。もちろん、パンタソスではない。

（モーフィアス……）

「さっき『番ばん人にん』に近付いた時に抜き取った……これが俺おれの『作戦』ってワケだ」

　正宗の回し蹴りが一いつ閃せんし、綾乃はボーリングのピンのようにはじき飛ばされた。




　綾乃の体は境けい内だいの隅すみにある杉の木に背中から激げき突とつした。視し界かいの右側が急きゆう斜面になっていて、飯いい見み町ちようの町並みを見下ろせる。ほんの数センチ体を動かせれば、転がり落ちて逃げることもできる──しかし、今の彼女にはそれすら難しかった。

　正宗がどこか疲れた足取りで近付いてくる。握りしめた日本刀とうがぎらりと光る。

「……終わりだな」

　冷たい刃やいばがぴたりと首くび筋すじに押し当てられた。確かにもうできることはなにもない。自由に喋しやべることすらできないのだから。

　綾乃は体を震わせながら、自分の首が地面に転がる瞬しゆん間かんを待つ──どこか遠くで火事でも起こったのか、消防車のサイレンがかすかに響ひびいていた。

「これで文句ねーだろ」

　なかなかその瞬しゆん間かんは訪れなかった。正まさ宗むねが刀を振ろうとしない。彼女のいる場所から顔は見えないが、なんとなくためらうような気け配はいが感じ取れた。

「……こいつらを殺せば、ちゃんとツグミ姉ねえの体を元に戻すんだろうな？」

　正宗はなおも言う。ようやく彼女も気付いた。

（わたしに話しかけてるんじゃない）

　相手は「赤い目」だ。綾あや乃のは横よこ目めで境けい内だいを見渡したが、自分たちの他には誰もいない。一体、どこにいるのだろう。

「答えろ！　『赤い目』！」

「……もう、そろそろいいわ」

　低い女の声がいきなり頭上から降ってきた。綾乃の背せ筋すじがぎちっと音を立てた。この声には聞き覚えがある。以前、電話で話したことがあった。

「いいってなんの話だ」

「この二人を助けてもいい、と言っているのよ。本当は殺したくないんでしょう？　お前との契約はこれでおしまいだから」

　くすくすと女は笑った。本当にすぐそばにいる。

「なに言ってやがる……」

　正宗の声にはありありと不ふ審しんと不安が入り交じっている。

「ツグミ姉はどうなった？」

「大だい丈じよう夫ぶ。今いま頃ごろはもう解放されているはずよ」

　考えこむような沈ちん黙もくの後で、突とつ然ぜん綾乃の手のひらからモーフィアスが抜かれる。噓うそのように体の自由が戻ってくる。立ち上がりながら、改めて周囲を確かめた。やはり、倒れている直なお人とを除けば自分と正宗しかいない。

　正宗は綾乃の存在など無視して、携帯を取り出していた。多分、ツグミにかけるつもりなのだろう。しかし、すぐに舌した打うちしてポケットに戻す。

「…………圏けん外がいか」

　綾乃は混乱していた。「赤い目」はすぐそばにいたはずなのに。

「『赤い目』はどこ？」

　正宗は不ふ思し議ぎそうに振り返ると、ゆっくり口を開いた。




「まだ気が付いていないの？　王の娘」




　綾乃は慄りつ然ぜんとした。彼の口から流れてきたのは女の声だった。

「どういう、こと？」

「……もう用は済んだだろ？」

　同じ口から再び正まさ宗むねの声が聞こえてくる。

「いい加か減げん、俺おれの体から出てけ！」

　そう言って彼は大きく口を開ける。どろりとした赤いものが口の中に満ちていた。

「あ……」

　綾あや乃のはようやく悟さとった。これが「赤い目」だ。ずっと正宗の体内に潜ひそんでいたのだ。時々彼かれから奇き妙みような気け配はいがしたのはそのせいだ。

　赤い物質が正宗の口から大量に吐き出される。曖あい昧まいな形状のそれは、液体のようにも気体のようにも見えた。

　その物質が空中で集合する。五体の区別が生まれ、人の形へと変化していく。

　綾乃の目の前に、五、六歳さいの髪かみの長い少女が浮かんでいた。服も肌はだも髪かみも爪つめもすべて赤い。姿すがた形かたちはほとんど人間のそれと変わらなかった。

　彼女は綾乃に顔を向けて、ゆっくりと口を開いた。

「初めまして、王の娘」

　と、「赤い目」は言った。その名に反して、彼女の瞳ひとみを見ることはできない──二つの目があるべき場所には、ただ空からっぽの穴があるばかりだった。

　彼女には眼球というものがなかった。

「なんなの……お前は……」

　半はん透とう明めいの体の輪りん郭かくはぶるぶると不安定に揺らいでいる。かろうじて姿形を保っているだけで、なにかのきっかけですぐに四し散さんしてしまいそうだった。

（『赤い目』を倒すなんて無理だ）

　突然、正宗の言葉が蘇よみがえる。綾乃はすべてを悟さとった。「赤い目」の情報がなかなか集まらなかったのも、夢ゆめ神がみたちが「赤い目」を見ていないのも当たり前だ。

　はっきりとした姿形などなかったのだから。

「赤い目」とはすでに何者かによって肉体をばらばらにされ、幽ゆう霊れいのようにこの世界を彷徨さまよう夢神だったのだ──武器によって「倒す」ことなど最初からできるわけがない。
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　綾乃は「赤い目」を凝ぎよう視ししていた。

　この怪かい物ぶつが直人の父の孝たか臣おみを殺した。今まで自分たちが送り込んだ夢神たちは、すべて「赤い目」に力を与えられていた。すべての黒くろ幕まくが目の前にいる。

　突然、正宗は踵きびすを返して歩き出した。

「どこへ行くの？」

　と、眼球のない少女は言った。

「……帰るんだよ。なんか悪いのか？」

　ツグミが本当に「解放」されたのかどうか、確かめるつもりなのだ。

　結局「赤い目」がなにをしようとしていたのか分からなかった。ツグミを「感かん染せん」させ、正まさ宗むねの体に潜もぐりこんで、綾あや乃のと直なお人とを殺させる──しかし、途と中ちゆうですべてを投げ出したように見える。

「お前たちに少し話があるの。とても、大事なこと」

　それでも正宗は無視して境けい内だいを出て行こうとする。

「ツグミのことでもあるわ」

　彼はその名前が出た途と端たんに反応した。

「ツグミ姉ねえがなんだって？」

「お前、どうしてツグミが『感かん染せん』したか、考えたことがある？」

　正宗の頰ほおがぴくりと震えた。

「知ったことか……お前のせいじゃねーか」

「わたしだけのせいではないわ。『感染』はわたしだけの意い思しではできないの」

「……どういうことだ？」

　と、正宗は言った。

「わたしは心の形を見ることができるわ。夢ゆめ神がみも、人間も、心を持つ生き物は、皆みな秘密を持っている。忘れたい過去や、おぞましい欲望や、誰にも言えない秘密が、心に亀き裂れつを生むの」

　そこで「赤い目」は忍しのび笑いを洩もらした。

「わたしは心の亀裂が大好きよ。わたしは夢神たちの心の亀裂に、わたしの存在を植え付けることができる……それが『赤い目』。亀裂はどんどん大きくなって、やがて夢神の心と体も破壊し、変えてしまうの」

「なに言ってんだか分かんねえ」

　正宗はにべもなく言った。

「話がそんだけなら帰……」

「ツグミは、秘密を持っているわ」

　と、「赤い目」は言った。

「お前に隠かくし事をしているのよ。それが、ツグミの心に亀裂を生んだの」

　正宗は嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「は？　くっだらねー。ツグミ姉が俺に隠し事なんかするわけねーだろ。何年一いつ緒しよに住んでると思ってんだ」

　綾乃の胸がどきっと鳴った。ずっと一緒にいるからこそ、逆に言えなくなってしまうこともある。彼女もそういう「秘密」を抱えている。

（……わたしも、「赤い目」に感染するかもしれない）

　ふと、「赤い目」の視線を感じた。眼球が存在しないのに、確かにこちらを見ているのが分かる。

「お前には理解できるようね、王の娘……でも、お前は今のところ、亀き裂れつを生むほどの秘密や欲望を持っていないわ。いずれそうなるかもしれないけど……人間の中にもっと亀裂の深い者がいるぐらいよ。魂たましいの深しん淵えんまで覗のぞきこんでしまうような者がね」

　はっと息を吞のんだ。なにを示している言葉なのかははっきりしない──しかし、なぜか孝たか臣おみの死について語っている気がした。

「岸きし杜もりのおじさまを殺したことは、今の話に関係しているの？」

　ストレートに質問をぶつけたが、相手は黙っていた。いつのまにか彼女はまるで別の方向に顔を向けていた。遠くの住宅地のどこかに視線を定めているようだった。

　さっきから聞こえている消防車のサイレンは一いつ向こうに止まる気け配はいがない。むしろ音が大きくなってきている。中心部を外れた家々のうちの一いつ軒けんから、黒い煙がうっすらと上がっていた。本格的に火事が起こったようだった。

「なんだ…………あれ」

　震える声で正まさ宗むねが言った。彼の顔は紙のように白くなっていた。

「…………俺おれんち、じゃねえのか？」

「あら、やっと気が付いたのね」

　と、「赤い目」はくすくす笑った。

「思ったより遅かったけれど、始まったみたいだわ」

　綾あや乃のはぞっとした。自分なら火事に巻きこまれ、火傷やけどを負ったとしてもすぐに再生できる。しかし、ツグミは存在する力が弱く、ただでさえ肉体を維い持じし続けるのが難しい。麟りん堂どう家の結けつ界かいから離れられることさえできないのだ。

　もし家に火を点つけられ、逃げられなかったとしたら──。

「ツグミ姉ねえを解放したんじゃねえのか！」

「見に行けば分かるわ。彼女は……」

　突然、正宗は神しん速そくの動きで「赤い目」に駆け寄り、雄お叫たけびとともに少女の姿を真まっ二ぷたつに切り裂いた──その途と端たん、「赤い目」を構成する物質がぱっと四し散さんする。

「無む駄だだって言ったじゃない、こんなこと」

　空中から勝ち誇ったような声が聞こえる。彼女は風に流れるようにどこかへ消えていった。また幽ゆう霊れいのようにこの町のどこかを彷徨さまようのだろう。

「くそっ！」

　正宗は向きを変えて走り去っていく。前のめりの背中はあっという間に鳥とり居いを通りすぎて見えなくなった。

　取り残された綾乃はどうすべきか迷った。ツグミの身になにか起こったのは間違いない。しかし、直なお人とを放っておくわけにも行かなかった。

「綾あや乃の……」

　すぐ後ろから名前を呼ばれる。振り向くと直人が立っていた。固まりかけた血で汚れた顔は蒼そう白はくになっていた。

「なんで起き上がってるのよ？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

「なんとか……少し前から、目は覚めてたんだ。話も聞こえてた」

　直人の声は思ったよりはっきりしていた。

「い、いつから……？」

　どうでもいいと思いながらつい尋たずねてしまった──今いま振り返ると、正まさ宗むねと戦う前の話はあまり聞かれたくなかった。色々恥はずかしいことを言ってしまった気がする。

「え？　『赤い目』が出てくるちょっと前だけど……」

　綾乃はこっそり胸をなで下ろした。

「……お前、ツグミさんのところに行けよ」

　と、彼は言った。

「な、なに言ってるの。こんなところに置いておけるわけないでしょ」

「ツグミさんだって放っておけないだろ。お前だって分かってんじゃないのか？　このまんまだと麟りん堂どうだって危ないかも……」

　綾乃は唇くちびるを嚙かんだ。麟堂家に火を点つけた者がいるとしたら、ツグミを助けに来た正宗を放っておくとは限らない。

「山をちょっと下りれば、どこかで携帯が使えるようになる……そうしたら救きゆう急きゆう車しやを呼んでくれればいい。その方が俺おれも早く病院に行けるんだよ」

　直人がじっと自分を見つめているのが分かる。悔くやしいが彼の言うことの方が正しい。

「分かったわよ」

　彼女はしぶしぶうなずいた。

「ここで動かないで待ってなさい。ちゃんと休んでて」

「大丈夫……心配、すんな」

　それでも直人は境けい内だいの真まん中なかに立ったままだった。綾乃が立ち去るまで座りこまないつもりだ。少しでも心配させまいとしている──。

（……バカ）

　仕方なく彼女は全ぜん速力で駆け出した。




　杉林の中の小こ径みちを一気に駆け下りて、正宗はパラダイスランドの裏門から敷しき地ちの中に入る。最さい短たん距離で自分の家に戻るつもりだった。

（最初っからアイツはツグミ姉ねえを助ける気なんかなかった）

　約束などまったく意味がない。そうかもしれないと思っていたのに、結局従したがってしまった。断った時、ツグミになにをされるか分からないと思ったから。

（……ツグミ姉ねえ）

　子供の頃から一緒に暮らしてきた。年上のくせにどこか頼りないけれど、いつも優しくてにこにこ笑っている。ずっと自分が守って暮らしていくと思っていた。

　昨日きのうも一緒にいて欲しいと言われたのに、振り切って家を出てしまった。ツグミと離れてはいけなかった。一人にしてはいけなかったのだ。

　パラダイスランドをまっすぐ突っ切ると、閉へい鎖さされた門の外に自転車が二台停とまっていた。一台の方には見覚えがある。綾あや乃のの乗っていたクロスバイクだ。もう一台はなんの変へん哲てつもない荷台つきの古びた自転車で、安物のチェーンロックが巻き付けてある。多分、「番ばん人にん」が乗っていたのはこちらだろう。

（これなら盗めるな）

　正まさ宗むねは一秒もためらわずに刀でチェーンを両りよう断だんする。刀を捨ててサドルにまたがると、ブレーキをかけずに一気に坂を下っていった。




　家が近付くにつれてサイレンの音がさらに大きくなってくる。屋根の向こうに時とき折おり見える黒こく煙えんはますます大きくなっていた。不ふ吉きつな予感で胸が押しつぶされそうだった。焦こげたような臭においが鼻を突く。麟りん堂どう家に通じる路ろ地じの手前は人だかりができている。正宗はクロスバイクから飛び降りると、門もん代がわりの鳥とり居いの方へ走った。

「あっ……」

　正宗は思わず声を上げた。家の窓という窓から煙と炎ほのおが噴ふき出している。放水車のホースから噴ふん出しゆつする水も効果があるようには見えず、近所への延えん焼しようを防ぐ方向に向かいつつあるようだった。路地を塞ふさぐロープを潜くぐろうとした時、

「危ないから近付かないで下さい！」

　若い隊員に止められた。

「うるせえ！　俺おれんちだ！」

　ロープの少し先にいたヘルメットをかぶった隊員が振り返る。

「この家の方ですか？　ご家族は……」

「姉あね貴きが中にいるはずだ！　救助されてんのか？」

　相手の虚きよを突かれたような表情に、正宗の全身が粟あわ立だった──ツグミはまだこの中にいる。正宗はロープをかいくぐると、ぬかるみの中でうねる消火ホースを飛び越えて、一気に家まで走った。後ろで消防隊員の声が聞こえたが、ほとんど耳に入らなかった。

　目にしみる黒煙に耐えながら玄げん関かんまで近付いた時、開いたドアから熱ねつ風ぷうが吹きつけてきて、思わず立ち止まりそうになる。

　目を凝こらしてドアの向こうを見つめる。廊下も土ど間まも炎ほのおに包まれているが、短い時間なら動き回れそうだ──たとえ無理だとしてもここで待っているつもりはない。

　彼は息を止めて一気に家の中へ飛びこんでいった。

「ツグミ姉ねえ！　どこだ！」

　返事はない。めりめりと家のどこかが不ふ吉きつな音を立てる。倒とう壊かいするのも時間の問題だ。床に落ちている天てん井じよう板いたの燃えさしを避けながら、正まさ宗むねは廊下を進んでいった。しかし、キッチンにも奥の和室にも彼女の姿はない。

（……上か？）

　絶望的な気分で天井を見上げる。ツグミが二階にいるとしたら、助け出すのはほとんど不可能に近い。すでに階段にも炎が回っているはずだ。それでも行く、と決心を固めた時、一階のどこかからかすかに声が聞こえた。

　慌あわてて廊下に戻ると、耳を澄すませて声のありかを探る──バスルームからだった。脱だつ衣い所じよには幸いにもまだ炎は迫っていなかった。彼はバスルームのドアを勢いよく開ける。

「ツグミ姉！　うわっ！」

　タイルの床にツグミはうつむいたまま座りこんでいた。バスルームだから当然なのだが、服を着ていなかった。透すけるような青白い肌はだから慌てて目を逸そらす。

　まさかこのまま外へ連れ出すわけに行かない。慌てて脱衣所に戻って体を隠かくすものを探す。ふと、乾かん燥そう機きの中にシーツが入っていることに気付いた。それを引っ張り出してツグミのむき出しの薄い肩にかぶせる。

「行こう……ん？　なんだそれ」

　正宗はふと眉まゆをひそめた。彼女が自らはめていた鉄の枷かせが目に入ったからだ。火で炙あぶり続けたように真まっ赤かに変色している。いくら火事とはいえ、こんな状態になるのはおかしい。

　おそるおそる目を近づける──その瞬しゆん間かん、ツグミの両手が灼やけた鉄よりも鮮やかなオレンジ色に輝いた。鉄の塊かたまりは飴あめ細ざい工くのようにどろりと溶ける。そのオレンジの輝きは両手からみるみるうちに全身に広がっていく。

「ツグミ姉……」

　不意に彼女は顔を上げる。正宗は思わず目を細めた。ただ赤かっただけの彼女の両眼は、直ちよく視しできないほどの光と熱を放っている。太陽が二つ生まれたかのようだった。

　ツグミの唇くちびるが歪ゆがんで笑えみを作った。

　今や彼女は人の形をした恒こう星せいと化している。それまでとは比べものにならない高熱がバスルームに満ちた。

　正宗は震えながらすべてを悟さとった。この火事はツグミ自身が起こしたものだ。「赤い目」の影えい響きようは彼女の精神と肉体どちらも変化させてしまった。

（今いま頃ごろはもう解放されているはず）

「赤い目」の言った通り、ツグミはすべての苦痛から解放された。苦痛を感じる心を失ったのだから。

　突然、彼女の体にかけたシーツが激しく燃え上がった。立ちのぼった炎ほのおに襲おそいかかられた瞬しゆん間かん、正まさ宗むねの意識はぶつりと途と切ぎれた。
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　正宗は昔の夢を見ていた。

　鳥とり居いのそばにしゃがんで、自分の家をぼんやり眺ながめている。

　まだ火事にはなっていないし、ツグミも赤い目に侵おかされていない──正宗の両親はもう亡くなった後で、住んでいるのはツグミと正宗の二人だけだ。

　岸きし杜もり孝たか臣おみが来ていたので、この日の正宗は機き嫌げんが悪かった。彼はいつものようにツグミと話している。一体なんの話をしているのか、後からツグミに聞いても笑って答えない。子供扱あつかいをされているようで不ふ愉ゆ快かいだった。

　玄げん関かんのドアが開いて、スーツをきちんと着こなした孝臣が姿を現す。彼は定じよう規ぎで測ったようにまっすぐに鳥居を目指して歩いてくる。無表情でなんとなく薄うす気き味み悪い。両親が生きている間も時々家いえに来ていたが、ほとんど話をした記き憶おくがない。

　この日のことをはっきり憶おぼえているのは、これが最後の訪問だったせいもあるが、もう一つ理由がある。

「こんにちは、正まさ宗むねくん」

　珍しく立ち止まって話しかけてきたからだ。

「……どうも」

　仕方なく正宗も頭を下げる。すぐに立ち去るだろうと思ったが、相手はそうしなかった。

「……学校にあまり行きたがってないそうだね」

　なんの前まえ触ぶれもなく、いきなり孝たか臣おみは切り出してきた。ツグミ姉ねえが余よ計けいなこと言ったんだな、とこっそり舌した打うちをする。

「行ってます、一応」

　正宗は入学したばかりの高校にうまく馴な染じめなかった。これといった理由もない。ただ、学校にいると、時々なにをしているのか分からなくなる。他にしなければならないことが自分にはあるような気がする。言葉ではうまく説明できないけど──。

「学校の外で自分が果たすべき役割があると感じるのかな？」

　正宗は思わず目を丸くした。どうして分かるんだろう。ツグミにもはっきり言ったことがないのに。

「わたしたちの中には、たまに君のような人間がいる」

　正宗の様よう子すに構わずに、孝臣は話を続ける。

「うちにも、同い年の息子むすこがいるが、君のような感覚は持っていない。少しぼんやりしているところがあってね。それはそれでいいことでもあるが」

　まだ扉とびらの民たみという言葉は知らなかったが、自分が他の人間とは少し違う血を引いていることはうすうす知っていた。孝臣や彼の子供もそうらしい、ということも。

「いつか、うちの息子に会うことがあったら、仲良くしてやって欲しい……まあ、わたしとしては会うことにならないよう祈ってはいるが……」

「……どっちだよ」

　つい思ったことが口から出てしまったが、孝臣は腹を立てた様子もなかった──唇くちびるの端はしに笑えみを浮かべている。彼の笑顔を見るのは初めてだったのでぎょっとした。

「どっちなんだろう。難しいところだな……もし会うとしたら、良くない不測の事態が起こった時だからね。わたしとしては、君たちにごく普通の生活を送って欲しいと願っているんだ」

　庭の方から物音が聞こえる。二人同どう時じに振り向くと、縁えん側がわから芝しば生ふに降りたツグミが庭に水をまいている。その姿は一枚の絵のようで、一いつ瞬しゆん彼は見とれてしまった。

「君が役割を果たせるようになれるかどうか、鍵かぎは彼女が握っている」

　重々しく彼は言った。

「はあ……」

　ワケ分かんねー、という言葉をどうにか嚙かみ殺した。不意に孝たか臣おみはメガネの奥から、まっすぐに彼の目を見み据すえた。正まさ宗むねは視線を逸そらすことができない。

「この先、なにが起こるか分からないが、君は難しい選択を迫られるかもしれない」

　厳きびしい声で彼は言った。

「……その時は、それが君の試し練れんになるだろうな」




　直なお人とは薄うす暗ぐらい病室の椅い子すに座っている。もう傷の手当ては終わった後で、頭には包ほう帯たいが巻かれていた。出血が多かったせいかまだ少しふらふらする。

　部屋の中はしんと静まりかえっている。目の前のベッドにはガーゼと包帯にくるまれた少年が横たわっている。直人がいるのは正宗の病室だった。

　静かにドアが開いて、棗なつめが入ってきた。彼女は忍しのび足でベッドを回り込むと、直人の隣となりの椅子に腰かけて、顔を寄せてきた。髪かみの香りがふわりと鼻をくすぐる。

「岸きし杜もりくん、どこに行ったか分からなかったから、捜しちゃったよ」

　棗が小声で言った。

「もう大だい丈じよう夫ぶなの？　その怪け我が」

「うん。ちょっと縫ぬって、輸血されて……それだけ」

　本当は脳の検査もすると言われたのだが、無理やり抜け出してこの病室に来てしまった。

「……倉くら野のは？」

「わたしはさっき退たい院いん手続き済んだよ。もともとほとんど怪我もしてないし、検査で今までかかっただけだから。親がもうすぐ車で迎えに来るんだけど……」

　それから、棗は言葉を切ってベッドを見下ろした。

「……この人は、大丈夫なのかな」

「命に別べつ状じようないって。火傷やけども範はん囲いが広いだけで、そんなひどくないってさ」

「うん……よかった」

　棗はほっとした様よう子すだった。昨日きのうの夜、彼女を誘ゆう拐かいした相手なのに。

　どんな夢を見ているのか、正宗は顔をしかめたまま眠っている。二時間前、彼は「赤い目」によって狂わされたツグミに殺されかけ、間かん一いつ髪ぱつのところで綾あや乃のに助け出された。ツグミは綾乃の呼びかけにも反応せず、燃えさかる麟りん堂どう家から姿を消してしまった。

　結けつ界かいの外へ出られたのは、「赤い目」が存在する力を底上げしているからだろう。今はこの町のどこかに潜ひそんでいる。

「綾乃はどうしてるの？」

　と、棗。

「今、警察と話してる……一応、現場に入ったわけだから、火事の原因とかを訊きかれてるんじゃねえかな。もうすぐ、こっちに戻ってくると思う」

「……そう」

　重苦しい沈ちん黙もくが流れる。直なお人とは自分の両手を見下ろした。ツグミを助けるつもりで、結局なにもできなかった。もちろん、まだ諦あきらめたわけではない。彼女を元に戻す方法はあると信じている。

　でも、もし元に戻せなかった時は──どうしたらいいのだろう。

　追放されている彼女を〈王国〉へ送ることはできない。多分、こちら側へ戻されるだけだ。かといって、彼女の最初の希望通り彼女を「殺す」こともできない。

「『赤い目』は、なにがしたかったのかな」

　棗なつめがぽつりとつぶやいた。

「ツグミさんをそんな風ふうにするのが、目的だったの？」

　ツグミに自分の一部を送りこみ、正まさ宗むねを脅おどして直人たちを襲おそわせる──自分たちはツグミが完全に「狂う」までの時間稼かせぎをさせられていただけだ。

「分からない……とにかく、あいつは狂った夢ゆめ神がみを欲しがってるんだ。そのためには、どんなことだってやる」

　神社の地下で戦った、獣けもののような夢神が脳のう裏りをよぎった。二ヶ月前、パラダイスランドへ向かっていたヨミジも、「赤い目」と合流していればあの夢神のようになっていたのだろう。

　この「赤い目」にとっては、人間も夢神も利用する対たい象しようでしかない。孝たか臣おみはそれを止めようとして、殺されたのかもしれない。

（……父とうさん）

　直人は心の中で呼びかける。

　孝臣は自分よりも「赤い目」の謎なぞに近づいていたはずだ。どうして「赤い目」が他の夢神を作り替える力を持っているのか。どうしてそんな力の強い夢神が、体を失っているのか──。

「……綾あや乃の、大だい丈じよう夫ぶかな」

「え？」

「綾乃は、『赤い目』に感かん染せんする心配はないの？」

　それは確かに気掛かりだった。「赤い目」が自分たちの周囲を漂い続けている以上、危険はいつもある。

「……『赤い目』が言ってたことだから、どこまでホントか分からないけど」

　と、直人は言った。

「秘密とか欲望を持ってると、心に亀き裂れつってのができて……その亀裂が大きい夢神じゃないと、『赤い目』には感染しないってさ」

「……亀裂？」

　棗は首をかしげる。

「なんていうか……」

　言葉に詰まった。朦もう朧ろうとした意識の中で聞いていただけで、彼にも意味はよく分かっていない。

「ものすごく悩んだり苦しんだりしてるヤツってことなんじゃないかな。綾あや乃のにはそういう亀き裂れつがまだ足りないって言ってた。だから、今のところは大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「それって綾乃が悩んでないって意味？」

「んー、それとはちょっと違うっていうか……なんだろうな。多分、心のバランスが崩れてるってことなんじゃないかと思う。ものすごくなにかを欲しがってるとか、ものすごくなにかを隠かくしたがってたりして」

　綾乃は時とき々どき自分の本音を言わない。強ごう情じようでワガママなくせに、変なところで責任感が強い。たまに自分ルールが変な風ふうにこんがらがるだけで、不安定になっているわけではない。あの「赤い目」が言っていた「亀裂」とは少し違うと思う。

（……そうすると、ツグミさんが不安定ってことになるのか？）

　確かに「赤い目」はツグミが秘密を抱えていると言っていた。でも、あの家での生活は幸せそうだったし、そのことで悩んでいるようには見えなかった。秘密にするほどのことがあるとは思えない。

「人間にも、そういうことはあるかもね」

　不意に棗なつめが口を開いた。

「……え？」

「言っちゃいけない気持ちとかを抱えてて、不安定になったりとか」

「ん？……ああ、そうかもな」

　戸と惑まどいながらうなずいた。確かに「赤い目」もそんな話をしていた気がする。魂たましいの深しん淵えんを覗のぞきこんだ者がいるとかいないとか。

「岸きし杜もりくんには、そういうのがあまりなさそう。いい意味で裏うら表おもてがないというか」

　棗は妙みように遠い目で言った。なにか別のことを一緒に考えているような気がした。

「そうか……？」

　あまり素直に喜べない。なんだか単純な人間だと言われている気がした。

「倉くら野のはどうなんだ？」

　え？　と夢から覚めたように顔を上げた。

「なんか、秘密とかがあるのか？」

　空気が変な風に張りつめた気がした。しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんで、

「……んー、どうでしょう」

　棗は笑いながら言った。

「そのうち教えてあげる」

「なんだよ、それ」

　直なお人とは吹き出しそうになった。

「今度のことが全ぜん部ぶ解決して、岸きし杜もりくんが憶おぼえてたら、ちゃんと話すよ」

　はぐらかそうとしてるんだな、と直人は思った。まあ、誰にでも秘密はある。言いたくないなら別に無理に聞く必要はない。

　突然、彼女は細い小こ指ゆびを差し出してきた。

「ん？　なに？」

「指ゆび切きり。約束だから」

　棗なつめがこういう子供っぽいことをするとは思わなかった──でも、小指を立てて待っている彼女のしぐさはとても可愛かわいい。直人も釣つられるように小指を立てると、彼女は自分からぎゅっと指を絡めてきた。

「えへへ」

　彼女は照れ隠かくしに笑った。それだけのことなのに、直人も猛もう烈れつに恥ずかしくなってきた。誰かに見られたら困るな、と思っていると、

「……なにやってるのよ」

　振り向くと綾あや乃のがドアの前に立っていた。

「え？　いや、これは別に……」

　直人は慌あわてて指を放す。なんだか見られてはいけないものを見られた気がした。
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　三人は病室を出たところで立ち止まる。時々、看かん護ご師しが通りかかる程度で、廊下にはほとんど人の姿はなかった。

（……なんなのよ、今の指切り）

　なぜか胸がもやもやする。かといってなんの約束だったのか訊きくのも馬ば鹿か馬鹿しい。

「綾あや乃の？」

　直なお人との声にはっと我に返った。どうでもいいことを気にしている場合ではなかった。これからツグミの行方ゆくえを追わなければならない。そのための話し合いだった。

「ツグミさんがどこに行ったのか、分からないんだよな？」

「……ええ」

　綾乃はうなずく。彼女が麟りん堂どう家に飛びこんだ時、ツグミは立ち去るところだった。全身をオレンジ色に輝かせて、燃えさかる廊下を歩いていく彼女の姿が目に焼き付いている。後を追いたかったが、正まさ宗むねを助け出さなければならなかった。

「表には消防車が停まっていたから、裏門から外に出たんだと思う。その後はちょっと……多分、どこかに隠かくれていると思うけど」

「ええっと、体が燃えてるみたいな状態だったんだよね？」

　と、棗なつめが口をはさんだ。

「どこかに隠れているとしたら、そこが火事になっちゃうんじゃないかな」

「……多分、高熱を発はつ散さんしている状態を長く続けられるわけじゃないのよ。もしそうだったら、棗の言う通りとっくに見つかっているはずだもの」

「じゃ、今は普通の人間と変わらない状態でどこかにいるってことか」

「それを捜さがさないといけないんだけど」

　問題はどこにいるかだった。あの地下にいた夢ゆめ神がみのように、完全に正しよう気きを失っているとすると、どこへ向かうか見当もつかない。

「仮に正気が残っているとしても、この町で彼女が知ってるところはほとんどないはずよ」

　綾乃はため息をついた。彼女はずっと麟堂家から出ることなく暮らしてきた。見たことがある場所はほとんどないと言っていい。

　しばらくの間、三人は黙りこくっていた。人ひとりが隠れるには大きすぎる町だが、このまま放っておくわけにはいかない──とにかく、麟堂家の周辺からでも捜した方がいいかもしれない。そう言いかけた時、

「あのさ、ちょっと思ったんだけど」

　直人が言った。

「その凄すごい熱を出すのって、なにかの力を使ってるわけだよな」

「……だと思うわ」

　夢ゆめ神がみの肉体であっても、力は無む尽じん蔵ぞうではない。肉体は確実に消しよう耗もうしているはずだ。

「力がなくなってくってことは、存在が不安定になってくんじゃないか？　もともとあの人は、それで結けつ界かいの中で過ごしてたわけだろ」

　綾あや乃のははっとした。

「……結界を目指すかもしれないってこと？」

「うん。麟りん堂どうの家いえ以外の飯いい見み神社の場所も、知ってるって言ってた気がするんだけど……」

　そう言いながら直なお人とは棗なつめを見る。

「あ……そういえば。見たことはないけど、場所は知ってるって」

　きっと麟堂家の人々に教えられていたのだろう。なにかの都つ合ごうで麟堂家の結界を出なければならない場合、他の結界に向かうしかない。

「他の結界を回れば、ツグミさんがいるかもしれないってこと？」

　棗の言葉に直人はうなずいた。

「……まず、駅のそばにある神社に行った方がいいんじゃねえかな。麟堂の家からも近いところにあるし……」

　直人はちらりと綾乃に視線を向けた。なにを言いたいのかすぐに分かった。

　ツグミは人の魂たましいを取りこんで、夢神としての肉体を作り上げたわけではない。だから綾乃と同じように人間の魂を食べる習しゆう性せいを持っていない。しかし、この先も存在を維い持じし続けるには、人の魂を取りこむしかない──より人間の多いところへ向かうはずだった。
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　午後になって、商店街の大通りにも陽かげ炎ろうが立ち始めた。いつもより人通りの少ない歩道を、オレンジ色のワンピースと同じ色の日ひ傘がさを差した巨きよ体たいがゆっくりと歩いていく。

（さすがにしんどい日だね、これは……）

　足あし下もとの濃い影を見ながら、久く世ぜ虹にじ子こは心の中でつぶやいた。彼女の経営する「マダム☆クゼー占うらないの館やかた」は休きゆう憩けい時間で、商店街の会合に出席した帰りだった。

　会合はさほど時間はかからなかった。ここ最近、飯いい見み町ちよう周辺で行方ゆくえ不明者が続発している。情報提てい供きようを呼びかける警察からの要よう請せいがあったという話だった。

　確かにこのところ、虹子の周辺でも何人かの人間が姿を消していた。半月前には高校時代の同級生と、この商店街に店を出していたハーブ店の店長が失しつ踪そうした。

　馬鹿げているとは思うのだが、どこかにすべての黒くろ幕まくがいるような気がしてならない。それも普通の人間ではなく、もっと得え体たいの知れないものだ。いつも周囲にそれが漂っていて、自分たちの隙すきをじっと窺うかがっているような──。

（……暑さのせいかね）

　首を振って想そう像ぞうをやめた。早く店に戻った方がいいかもしれない。外にいるだけで、熱気がじわじわと体を締めつけてくるようだつた。

「ん……？」

　ふと、サングラスの奥の目を細める。前を歩いている女が気になったからだ。

　この暑さだというのに薄うす手でのレインコートを着て、すっぽりとフードまでかぶっている。足取りはどこか覚おぼ束つかない。よく見ると靴くつを履はいていなかった。

　不意に女はぴたりと足を止めた。そこは閉店したハーブ専門店の前だった。めまいでも起こしたのか、彼女はシャッターに手をついた。

「具合でも悪いのかい？」

　虹にじ子こは立ち止まって声をかける。

「救きゆう急きゆう車しや、呼んだ方がいいかい？」

　どうやら若い女らしい。かすかに首を横に振る。しかし、どう見ても様よう子すが普通ではない。見ず知らずの人間とはいえ、弱っている人間をほったらかしにできるほど、虹子の性格はドライにできていなかった。

「あんたがよければだけど、すぐそばにあたしの店があるんだ。そこで少し休んで……」

　はっと口をつぐんだ。その女のレインコートの袖そで口ぐちが、ストーブの吹き出し口のように熱気を吐き出している。シャッターに触れている手が内側から輝き始めていた。異い様ような臭においとともに、煙が立ちのぼる。シャッターの表面に塗られた塗と装そうが溶け、さらに金属製せいのシャッターそのものもぐにゃりと変形する。

（なんだい、これは……）

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす虹子に、彼女が顔を向ける。ほっそりした青白い顔はごく普通の人間のようだった──と、その肌はだにオレンジ色の光る斑はん点てんが一いつ斉せいに浮かび上がる。

　虹子の全身が粟あわ立だった。この女は体から高熱を発している。

「……逃げて」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむ虹子に、若い女は苦しげに言った。




　低い木の柵さくを越えて、直なお人とと綾あや乃のは商店街に近い「飯いい見み神社」に入った。石いし畳だたみに午後の太陽が反射して、むっとするような暑さだった。

　ツグミどころか人の姿はどこにもなかった。

「まだ、来てないのかな」

　直人は境けい内だいを見回す。

「……そうね」

　綾乃は正まさ宗むねの使っていた日本刀とうのケースを肩にかけている。すぐに取り出せるように、ファスナーを軽く開けていた。

　そういえば、棗なつめが誘ゆう拐かいされたのはここだった。普段はほとんど人ひと気けのない場所だった。

　棗はここへ来ることはできず、家へ帰っていった。昨日きのう、何者かに襲おそわれたばかりで外を出歩くことが許されなかったらしい。確かに表おもて向むきは「犯人」は捕まっていないのだ。その代わり、どこかでツグミが現れたという情報が入ったら、すぐに連絡してくれることになっていた。

（来られなくて、かえってよかったかもな）

　もしツグミが正しよう気きを失ったままだったら、身を守る術すべを持たない棗が一番危き険けんだ。

「別の結けつ界かいへ行くか」

　一通り見て回ってから直なお人とが言う。その途と端たん、鈍い轟ごう音おんが大通りの方から響ひびいてきた。

　マンションと雑ざつ居きよビルの間から、立ちのぼる黒こく煙えんがはっきり見えた。

「行くわよ、直人！」

　二人は急いで境けい内だいから道路に出ると、大通りの方から逃げてくる人々とぶつかりそうになった。彼らの流れに逆らうように前へ進む。

　路ろ地じの角で直人たちは立ち止まった。この向こうにツグミがいるはずだ。綾あや乃のは雑居ビルの壁にぴったりと背をつけて、大通りを窺うかがっている。

「ツグミに会ったらどうするか、考えてる？」

　低い声で彼女は言った。

「モーフィアスを刺してみる。ひょっとしたら正気に戻るかもしれない」

「……でも、あの地下で戦った夢ゆめ神がみは、モーフィアスでも正気に戻らなかったわ」

　直人はなにも言い返せなかった──「赤い目」の影えい響きようはそう簡単に消えない。

「もし、ツグミが元に戻らなかったら……」

　綾乃はケースから正まさ宗むねの刀を取り出す。どうして彼女がこれを持ってきたのか、やっと分かった。これでツグミの首を斬きり落とすつもりなのだ。

　イヤだ、と直人は思った。

「他に方法ないのか……？」

「方法があるなら、わたしも知りたいわ」

　覚かく悟ごしろと言っているのだ。確かに他に方法などない。

（でも、絶対にイヤだ）

　想そう像ぞうするだけで身の毛がよだつ。心の深い部分が拒きよ絶ぜつしていた。

　ごっと炎ほのおの噴ふき上がる音が聞こえ、ひときわ濃い黒煙が直人たちの隠かくれている路地に流れこんでくる。

　それを合図にして、二人は大通りへと飛び出した。

「あ……」

　最初に真まっ先さきに目に入ったのは、炎に包まれたトラックだった。通りを塞ふさぐように横よこ倒だおしになっている。道路のあちこちに穴が開いて煙が吹き出していた。両脇わきの商店にも火はすでに燃え移っている。

　ふと、鼻を突くような刺し激げき臭しゆうが漂っていることに気付いた。

（……ガスだ）

　直なお人との背せ筋すじが凍りついた。どこかの建物の中でガス漏れが起きているのだ。あれだけ人々が慌あわてて逃げてきたのも当たり前だ。爆発の危険にパニックになっていたのだ。

　あちこちから噴ふん出しゆつする炎ほのおと煙の中心に、人の形をした輝くものが立っていた。目を細めるとかろうじて顔を見分けることができた。

「ツグミさん……」

　と、直人はつぶやいた。その声に彼女は反応し、こちらに顔を向ける。

　そして、獣けもののように咆ほう吼こうした。




　綾あや乃のは日本刀とうを抜いた。なんの考えもなくツグミに近付くことはできない。下手へたに刺し激げきすると、この付ふ近きん一帯がガス爆発で吹っ飛ぶかもしれない。まずはあたりを確認しようと、歩道を進んでトラックの脇を通りすぎる。

　通りの反対側に倒れている誰かが視し界かいに入った。明るい色のドレスを着た巨きよ体たいに、綾乃の全身が震えた。誰なのか一ひと目めで分かる──いつもならこの時間は店にいるはずなのに。

「母かあさん！」

　通りを横切って虹にじ子こに駆け寄った。彼女の体に手をかけて仰あお向むけにする。追いついてきた直人も手伝ってくれた。いつものサングラスは見当たらないが、どこにも怪け我がはしていないらしい。ただ気を失っているだけだ。

　ほっと胸を撫なで下ろしたその時、背後でかすかにざくりと音が聞こえた。

　ツグミの方を振り向く──オレンジ色に輝く右手を道路に差しこんで、溶けかけたアスファルトを粘ねん土どのようにすくい取っていた。立ち上がった彼女の手の中で、アスファルトが青い炎を上げ始める。

（な……）

　綾乃は目を丸くした。アスファルトが燃えるところを見るのは初めてだった。

　次の瞬しゆん間かん、ツグミはなんのためらいもなく炎の塊かたまりを投げつけてくる。

「……えっ」

　直人が声を上げる。狙われているのは虹子のそばにいる直人だった。

（しまった）

　彼を突き飛ばせば倒れている虹子に当たる。ほとんど反射的に左手を伸ばして、その黒い塊を受けとめた。

　手のひらから肩にかけて衝しよう撃げきと激げき痛つうが駆け上がり、口から悲鳴が洩もれた。手首の骨にひびが入るのがはっきり分かる。アスファルトの塊が足あし下もとに落ち、彼女は左手をぎゅっと抱えこんだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、綾あや乃の！」

「……平気よ」

　そう答える彼女の額ひたいから脂あぶら汗あせが流れる。この程度なら心配ない。すぐに左手から痛みは消え、焼けただれた手のひらも元通りになっていった。

　ツグミはじっと綾乃の様よう子すを観察している。誰なのか分かっていない様子だった。

「直なお人と……」

　綾乃はちらりと振り返る。

「戦うしかないわよ」

　どう見ても今のツグミは正しよう気きを失っている──彼女を止めなければ危険だ。

　直人は黙ってうなずいた。覚かく悟ごを決めたらしい。

　地面にモーフィアスを差しこんで、「あらずの扉とびら」を出現させた。〈王国〉へツグミを送りこむためのものではない。彼の身しん体たい能力を高めるためのものだ。扉を開け放った途と端たん、辺りに満ちている煙とは別種の黒い気体が洩もれ始めた。

「後ろから付いてきて……わたしが盾たてになるから」

　そう言い捨てて、返事を待たずに走り出した。刀を構えた両腕で顔だけをかばっている。

「お前が危ないだろ！」

　背後から直人の声が迫ってくる。どうやら止めようとしているらしい。

「黙って付いてきて！　これが一番確かく実じつな……」

　ツグミの立っている場所から、なにか光るものが眉み間けんめがけて飛んできた。綾乃は右腕でそれを受ける──ただのガラスの欠片かけらだ。一いつ瞬しゆん足を止めそうになったが、すぐにガラスを抜いてまた走り出す。

「お前、今なんか……」

「大丈夫！　わたしが隙すきを作るから攻撃して！」

　本当なら彼女自じ身しんも「盾」は欲しかったが、この場でそんなものを探している余よ裕ゆうはなかった。すぐに決着を付けなければ爆発の危険がある。

　黒こく煙えんの向こうにいるツグミが、ぐらりと背後によろけた。さっきからツグミの足あし下もとがおぼつかない。今の彼女はうまく下半身を動かせないようだった。

　ツグミの姿が大きくなるにつれ、頰ほおをかすめる熱気が強くなる。もう少しでこちらの刀の間ま合あいに入る、そう思った時、突然ツグミがばねのように素す早ばやく体を起こした。彼女の両手は道路標ひよう識しきらしい金属製せいのパイプを握りしめている。

（あ……）

　よろけていたのではない。のけぞって勢いを付けていただけだ。彼女は槍やりのようにパイプを突き出してくる。

（避けられない）

　直なお人とがすぐ後ろにいる。彼は自分と違う。刺されれば死ぬ。

　綾あや乃のはパイプを正面から見み据すえながら、立ち止まって地面を踏みしめる。パイプが嫌な音を立てて腹部に突き刺さった。内ない臓ぞうがかき回される激げき痛つうに、思わず膝ひざをついた。ツグミはなおも力をこめてパイプを体の奥へと押し込もうとする。喉のどの奥からごぼりと血の塊かたまりがこみ上げてきた。

「やめろ！」

　綾乃を追い越した直人が、ツグミに飛びかかる。パイプを握る左腕にモーフィアスを突き立てて、ぐるりとそれをひねった。その途と端たん、前のめりになったままの姿勢で彫ちよう像ぞうのように静止した。

「バカ、なに考えてんだよ！」

　綾乃の体から突き出ているパイプを、直人はしっかり握りしめた。

「……抜いていいか？」

　傷は背せ骨ぼね近くまで達している。黙ってうなずくと、一気にパイプが体から引き出されていく。刺された時と同じ激痛に悲鳴をこらえるのがやっとだった。

　直人はパイプを投げ捨てて、綾乃の目の前に膝をつく。彼の両手が小こ刻きざみに震えていた。

「……大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、安心させるつもりで言った。

「ここまで傷が深いと、塞ふさがるまで多た少しよう時間がかかるけど……ちゃんと元通りに……」

「そんな話、聞きたくねえ」

　体だけでなく、声まで震えていた。

「バカね。ちゃんと治るわよ。夢ゆめ神がみだもの」

　綾あや乃のはツグミの方を振り返った。彼女の体はオレンジ色の光を発し続けている。やはり、モーフィアスに「赤い目」の感かん染せんを食い止める効果はないらしい。

　だとすれば、やるべきことは一つだった。

「直人……ツグミをお願い」

「……え？」

「早くしないと、時間がないわ。このあたり一帯が爆発するかも……彼女を、楽にしてあげて」

　ぎゅっと顔をしかめて、直人は立ち上がった。アスファルトに刺さった刀を抜き、微び動どうだにしないツグミにのろのろと近付いていった。

　彼は刀を振り上げた姿勢で動きを止める。綾乃は息を詰めて待つ──。

　突然、だらりと腕を下ろした。

「どうしたの……？」

「できない」

「え？」

「俺おれにはできない。これだけは無理だ！」

「……こんなこと、したくないのは分かるわ。でも、あなたは『番ばん人にん』でしょう？　だったら」

「そんなこと分かってんだよ！」

　直なお人とはうつむいたまま叫んだ。

「でも、もしこうなったのがお前だったらって思うと……」

　後は言葉にならなかった。綾あや乃のの胸の奥がぎゅっと締めつけられる──どうしてこの人は、突然こんなことを言い出すんだろう。

「……お二人、とも」

　突然、弱々しい声が聞こえてくる。二人は同時に顔を上げた。いつのまにか、ツグミの頭部からあの異い様ような光が失われている。そこだけ元の彼女に戻っていた。

「話を、聞いて下さい」
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「時間が、ありません。この体も、いつまで抑えられるか……」

　と、ツグミは言った。

「ほんとに、ごめんなさい……わたし、お二人に、ご迷めい惑わくばかり、かけて」

　ツグミの赤い目から一ひと粒つぶの涙が落ちた。あごの下まで伝ったところで、じゅっと音を立てて蒸じよう発はつした。

「なんで謝るんですか」

　直人はかすれた声で言った。悔くやしくて仕方がない。結局、自分たちは「赤い目」に振り回されているだけだった。

「俺たち、なんにもできなかったのに」

「……そんなこと、ありません」

　かすかに首を振る。

「もともと、わたしに隙すきがあったせいなんです……わたしが『赤い目』に、付けこまれなければ……」

　その時、直人の手にしていた刀が急に重くなった。ずるりと下がった切きっ先さきが足の甲こうに刺さりそうになる。

（……あれ？）

　手の中の刀を見つめる。「あらずの扉とびら」が開いている時なら、この程度のものは楽に扱えるはずだった。

「あ……正まさくん」

　ツグミはぽつりとつぶやいた。直人と綾乃は同時に振り返った。

　Ｔシャツと患かん者じや衣いのズボンという妙みような組み合わせの正まさ宗むねが、直なお人とたちのすぐ後ろまで迫っていた。いつのまにか直人が開けた「あらずの扉とびら」も閉められている。反応しかけた綾あや乃のの肩に、半はん透とう明めいの黒い鍵かぎ──パンタソスが突き刺さった。

　次の一いつ瞬しゆんで直人は刀を奪われ、足を払われて膝ひざをついた。立ち上がりかけたところに、刀が喉のど元もとに突きつけられた。

「動くんじゃねえ、『番ばん人にん』」

　正宗はかすれた声で言った。Ｔシャツの袖そでや襟えりから白いガーゼが覗のぞいている。多分、病院を抜け出してきたのだろう。

「ツグミ姉ねえに手は出させねーぞ」

　そう言いながら、直人たちが苦労して突き刺したモーフィアスを、ツグミの腕から引き抜いてしまう。直人は啞あ然ぜんとした。今がどういう状況なのか分かっているのだろうか。

「な、なにやって……」

「黙れ」

　喉のどに切きっ先さきが食いこんで、言葉を封じられる。正宗はツグミを振り返った。

「助けに来たぜ。ツグミ姉」

「正まさくん……刀を下ろして」

「でもこいつらツグミ姉を倒そうとしてたんだろ？　そんなこと俺おれがさせねえ……その体もどうにかして元に戻してやるからよ」

「この人たち、敵じゃないわ」

「でもよ……」

「お願い。こんなこと、しないで」

　正宗はしぶしぶ刀を地面に下ろした。ツグミには逆らえないらしい。

「正くん……わたし、あなたに話すことがあるの」

「後でいいじゃねーか。今はここから逃げようぜ」

「今しか、ないの。ちゃんと、聞いて！」

　ツグミの強い口く調ちように、正宗はぎょっとしたように背せ筋すじを伸ばした。

「……なんだよ。話って」

「わたし、分かったの。あなたの……持つべき、役割のこと。それに……」

「役割……？」

「……分かるの？」

「あー、いや。なんでもねえ。それで？」

「わたし……あなたに、秘密があるの。ずっと、隠かくしてた、こと」

　直人は神社で「赤い目」が言っていたことを思い出した。ツグミには秘密がある──それが「赤い目」の感かん染せんを招いた、と。

「秘密って……そんなのホントにあったのかよ……」

　正まさ宗むねは不満げだった。「赤い目」の言った通りだったことに納なつ得とくがいかないらしい。

「でも、どうせ大したことじゃねーだろ？　俺おれとツグミ姉ねえの間に、そんな秘密なんかあるわけねーもんな」

　自信たっぷりに言い放つ正宗に、ツグミは悲しげに微笑ほほえんだ。

「ううん……わたしには、とても大事な、こと」

　いつのまにか、ツグミの頰ほおの奥でオレンジ色に光るものが蠢うごめき始めている。さっき言っていたように、彼女には時間がないのだ。

「正くん、わたしはね……」

　その時、直なお人とが綾あや乃のがなにかを目で訴えていることに気付いた。ツグミを見ろ、と言っているようだった。

　そういえば、さっきから彼女の周囲には赤みがかった黒こく煙えんが立ちこめている。その赤い色が徐々に濃くなってきている──いや、ただの煙ではなかった。ツグミの頭上で赤い霧きりのようなものが凝ぎよう縮しゆくし、見覚えのある少女の姿になっていた。

　そこにいるのは「赤い目」だった。

　直人は弾はじかれたように立ち上がった。

「麟りん堂どう！　もう一回ツグミさんにモーフィアスを刺せ！」

「へ？」

　もう手遅れだった。「赤い目」は再び霧きり状じように変化し、開きかけたツグミの口の中へ吸いこまれるように消えていった。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後で、今までとはまったく違う、冷えた笑えみが彼女の口元に浮かんだ。

「……やっと、手に入ったわ」

　と、「赤い目」の声が言った。




　消防車のサイレンが近付いてくるのが聞こえる。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす正宗の刀は、もう喉のど元もとに突きつけられていない。直人は勢いよく立ち上がると、正宗の手からモーフィアスをもぎ取って、ツグミに突進しようとする。

　突然、ツグミの体から発せられる光がさらに強くなった。光の色もオレンジから白に変わっている──まるで太陽そのものを見ているようだった。吹きつけてくる熱ねつ風ぷうに押し戻されて、ふわりと足が浮いた。

（温度が上がってるんだ）

　直人はくるりと向きを変えると、綾乃の元に走っていく。肩のパンタソスを引き抜いて、彼女の体の自由を取り戻してやる。

「お前たちには礼を言うわ」

　光の中から「赤い目」が言った。

「最初から本人の希望通りにこの夢ゆめ神がみを始し末まつしていたら、わたしはこの体を手に入れることもできなかったはずよ」

「『赤い目』に侵おかされた夢神を、お前は操あやつれるのね」

　と、綾あや乃のが言った。

「自分の体の代わりになるものを作り出すために、お前は夢神たちに『赤い目』を植え付けて回ってるんだわ。そうでしょう？」

　きっと今までもこんな風ふうに他の夢神たちの体を乗っ取ってきたのだろう。夢神たちの恐怖の対たい象しようとなるのも分かる──他の夢神とは本質的に違う。

　吹きつける熱風がさらに強くなった。灼しやく熱ねつの空気で視し界かいが歪ゆがんでいる。その場に立っていることも難しかった。

「ツグミ姉ねえから今すぐ出てけ！」

　正まさ宗むねはそう言って、日本刀とうを担かつぐように構えた。

「出てかねーと……」

「別に斬きっても構わないわ。ただ、ツグミの体だけど」

　ぶるっと正宗が肩を震わせた。

「もうこの夢神の心は死んだわ。これからはわたしのもの……お前にできることは、もうなにもない……ああ、そうだ」
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　人の形をした光の塊かたまりが、直なお人とたちの方へ一歩踏ふみ出した。

「この体で一番先さきに殺すのは、お前たちにするわ。必死に助けようとしたツグミに、生きながら焼かれるの。素す敵てきでしょう？」

　夢ゆめ神がみがくすくす笑った。突然、直人は吐き気を催すほどの怒りに襲おそわれた。こんな風ふうに笑いながら、父も殺したのかもしれない。思わずぎゅっと拳こぶしを握りしめた。こんな相手とどうやって戦ったらいいのか分からない──熱ねつ風ぷうで近付くことさえできないのだ。

「……直人」

　綾あや乃のの声が耳元で聞こえた。

「母かあさんを抱えて、逃げるわよ」

「……え？」

「周りでなにが起こっているのか、ちゃんと注意して」

　ガスの臭においはさらにひどくなっていた。どこの建物からガスが漏れているのかもまだ分からない。これ以上この場所に留まるのは危険だ。気を失ったままの虹にじ子こも放っておけなかった。

　分かった、とうなずきかけた時、

「逃げてもいいけど、必ず見つけるわよ」

　見み透すかすように「赤い目」は言った。

「わたしの存在は、この肉体の枠わくに留まらない。わたしの目はどこへでも届くわ」

　直人はぞっとした。肉体が結びつきを失った夢神は目に見えなくなる。きっとどこへでも入りこんでくるはずだ。隠かくれるところなどない。

「……行きましょう」

　綾乃は踵きびすを返して走り出す。直人はその後を追おうとして、まだ「赤い目」を睨にらみつけている正まさ宗むねを振り返った。

「お前も来い、麟りん堂どう！」

　しかし彼はためらっている。直人は駆け戻って腕をつかんだ。

「おばさんを運ばなきゃいけない。お前も手伝ってくれ」

　虹子とツグミを何度か見比べてから、正宗はしぶしぶ直人についてきた。

　ツグミは追ってこない。そういえば「赤い目」に乗り移られる前も、ツグミはほとんど動こうとしなかった──まだうまく動けないのかもしれない。

　歩道のそばで虹子はうつぶせに倒れている。綾乃が腕を肩に回して運ぼうとしているが、どう見ても一人の力では無理だった。直人も反対側から腕を貸して、ようやく巨きよ体たいが地面から持ち上がる。

　直人たちが無防備になった瞬しゆん間かん、「赤い目」のいる方向から赤く灼やけた鉄てつ塊かいが火か山ざん弾だんのように飛んできた。逃げようにも逃げられなかった。

「ちっ」

　舌した打うちとともに正まさ宗むねが飛び出して、刀の鞘さやでそれを打ち払った。地面に落ちた鉄てつ塊かいをよく見ると、高熱で溶かされ、紙のように丸められた「一時停てい止し」の道路標ひよう識しきだった。もし命めい中ちゆうしていたら死んでいたかもしれない。

「……ありが」

「グズグズすんじゃねえ。さっさと運べ」

　礼を遮さえぎって正宗は言った。彼はまだツグミを見み据すえたままだった。またなにか飛んできたら守ってくれるつもりらしい。

　直なお人とと綾あや乃のは虹にじ子この体を抱えて歩道に上がり、建物にできるだけ沿って進んだ。横よこ倒だおしになったトラックの向こうに、赤い消防車しや輌りようが停まっているのが見える。そこから防火服ふくを着た消防隊たい員いんたちが次々と道路に降りている。

　やっと消しよう火か活動が始まるところらしかった。

「お前ら、これからどうすんだ？」

　正宗が問いかけてくる。虹子の体からだ越ごしに直人たちは視線を合わせた。もちろん、このまま逃げ続けるつもりはなかった。

「人ひと気けのない場所にあいつをおびき寄せるわ」

「……ツグミ姉ねえごと、あいつを始し末まつすんのか？」

「他に方法がなければ、そうするでしょうね」

　綾乃は前を向いたまま答える。

　ふと、妙みような気け配はいを感じて直人は通りの真まん中なかにいるツグミを振り返った。煙でかすんでいるが、体の輝きはさらに増していた。なにかをしようとしている。

「俺おれも一緒に行くぜ」

　正宗は低い声で言った。

「アイツからツグミ姉を助けなきゃなんねーからよ」

　それが文字通り「赤い目」を追い出して助けるという意味なのか、彼女を倒して苦しみを終わらせるという意味なのか、聞いている直人にもよく分からなかった。

　ツグミの放つ白い光のそばに、もう一つ別の赤みがかった光が現れた。さっき投げつけられた鉄塊の色にそっくりだった。

「麟りん堂どう……」

　後ずさりで歩いている正宗に声をかける。

「いちいち声かけんな。俺がちゃんと打ち落とすからよ」

　全身から冷たい汗が噴ふき出す。直ちよつ感かんが危険を告げている。あれは今までの攻撃とはまったく違う。

　直人が口を開く前に、その赤い光が放たれる。思わず身をすくめたが、攻撃は完全に直人たちから逸それていた。十メートルも後ろにある喫茶店の窓を突き破っただけだ。

　ほっと胸を撫なで下ろしかけた時、周囲に漂うガス臭しゆうが今までより強まったことに気付いた。

（あ……）

　直なお人とはすべてを悟さとった。

「伏せて！」

　綾あや乃のの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡り、虹にじ子この体ごと真ま横よこの路ろ地じに倒れこもうとする。直人も釣つられてバランスを崩す。背を向けている正まさ宗むねの腕を反射的につかみ、力一いつ杯ぱい引っ張った。

「なにすん……」

　正宗の文句は最後まで聞き取れなかった。次の瞬しゆん間かん、喫茶店の中に充じゆう満まんしていたガスが爆発し──大通りは眩まばゆい光と轟ごう音おんに包まれた。




　　　　　　　　　４




　飯いい見み町ちようの商店街で発生した火災と爆発は、数人が軽い怪け我がを負っただけで、奇き跡せき的に死者を出さずに済んだ。

　しかし、大通りに面した店てん舗ぽの多くは炎ほのおと爆ばく風ふうで破壊され、道路は液えき状じよう化かして悪あく臭しゆうのする煙を上げ続けている。商店街はほとんど原げん型けいを留めないほど荒れ果てていた。

　警察と消防による現場検けん証しようでは、可か燃ねん物ぶつを持つ何者かによる放火が原因ということで一致していた。

　容よう疑ぎ者らしい「若い女」は逮たい捕ほされておらず、警察による聞き込みが行われていたが、集まってくる証言は担当の捜そう査さ官かんたちを戸と惑まどわせるのに十分な内容だった。容疑者を見た目もく撃げき者たちは一いち様ように怯おびえており、全身から眩い光を放つ「赤い目」の女だったと口々に語った。

　もちろん、警察は安あん易いにその話を受け入れなかったが、目撃者たちにマイクを向けたマスコミのレポーターたちは違っていた。携帯のカメラで撮さつ影えいされた不ふ明めい瞭りような画が像ぞうに怯えた声が重ねられ、「赤い目の怪かい物ぶつが町を襲おそった」というニュースがテレビやネットで瞬またたく間に流れていった。

　名前のなかった怪物は、一部で「赤い目」と呼ばれるようになり、その名前は事件を知る者の間に定着しつつある。

「赤い目」は形を持たないまま町を彷徨さまよい、あちこちで自分自身の噂うわさを聞いた。

　彼女の名は人々の心に恐怖と不安を植え付けている。本人にも直ちよく視しできないそれらの感情は、やがて「心の亀き裂れつ」へと繫つながっていくだろう。

　彼女にとっては歓迎すべきことだった。人間の「心の亀裂」は悪あく夢むを生む原因になる。この町ではそれが新しい夢ゆめ神がみの苗なえ床どことなるはずだ。

　扉とびらの民たみと彼らに手を貸す夢神は、今後ますます邪じや魔まになってくる。力も弱く、知識もない今のうちに消してしまうつもりだった。

　拡かく散さんした状態の「赤い目」は上昇し、風に乗って漂いながら扉とびらの民たみたちの姿を探す──苦もなく佇たたずんでいる三人を発見した。町の外れの川沿いにある施設。直なお人とたちの通っている学校だった。

　彼女は目に見えない姿のままで、ふわふわと地上に降りていく。やがて、彼らの声が聞こえてきた。

「多分、あいつは今いま頃ごろ俺おれたちを捜してるはずだ」

　刀を手にした扉の民が話している。

「どこにでも入りこめる奴やつだからよ」

「……今も来ているかもしれないわ」

　王の娘がちらりと頭上を見る。こちらの気け配はいを感じ取ったのかもれしない。分かったところで、彼らにできることはなにもなかったが。

「赤い目」は再び上昇して、学校の周囲を確かめる。周囲にはなにもない。特に地の利もなさそうだった。おそらくなんの知恵もなく、他の人間を巻きこまないためだけに広い場所を選択しただけだろう。

　愚おろかな連れん中ちゆうだ。

　必要なことはすべて分かった。彼女はその場から引き上げて、新しい体の待っている場所へ戻る。行き先は商店街のそばにある神社だった。

　西日の射さし始めた拝はい殿でんの中で、ぼろぼろのレインコートを着たツグミが座っている。今の姿は人間のそれと変わらなかった。

　目に見えない状態のまま体内に潜もぐりこむと、彼女は静かに「赤い目」を開けた。

　ツグミの体を動かして立ち上がる。さっきよりも反応が素す早ばやい。ようやくこの肉体をまともに扱えるようになってきた。元の持ち主の精神が薄れてきた証しよう拠こだった。

「赤い目」は肉体を見下ろした。時々輪りん郭かくが揺らぎ、手足の先が透とう明めいになる──高熱を発する能力を使い続けたせいで、存在がさらに不安定になりつつあった。

　それももう少しの辛しん抱ぼうだ。あの「番ばん人にん」どもの魂たましいを取りこめば、この体の存在ももっと明確になるはずだ。

　彼女は拝殿の戸を開けて外へ出る。眩まぶしい西日が目を射た。この肉体は十分に強い。最後に残った扉の民たちに、これから避けられない死が訪れるはずだった。




　地面にかかるフェンスの影が伸びるにつれて、太陽の光が少しずつオレンジ色に近付きつつあった。

　正まさ宗むねは飯いい見み川がわ高校のグラウンドの真まん中なかにしゃがみこんで、校門をじっと凝ぎよう視ししている。

　あの爆発からもう二時間ほど経たっている。怪け我ががなかったのは幸いだったが、火傷やけどの痕あとがすり傷のようにうずき始めていた。もちろん、自分の弱みを見せるつもりはなかった。すぐそばに直なお人とと綾あや乃のが立っている。

「……『赤い目』は本当にここへ来るんだよな」

　直人の声が降ってくる。

「アイツにはきっとこの場所が分かってる。それは間違いねえ」

　昨日きのうまで体内に潜もぐりこまれていた正まさ宗むねには、「赤い目」の情報収しゆう集しゆう能力がどれほど高いかよく知っている──彼女自じ身しんはコイン一枚動かせないが、この町のどこへでも現れ、起こっていることを見み聞ききできる。

　もちろん、誰かの体の中へ潜りこんでいる最さい中ちゆうは別だったが。

「今いま頃ごろ、こっちへ向かってんだろ」

　ここへ姿を現すのは間違いない。問題はその後だった。「赤い目」に取り憑つかれたツグミに、一体どうすればいいのだろう。

「……どうりゃいいんだ」

　正宗はつぶやいた。

　考えるのはいつも苦にが手てだ。なんでも口に出してしまいそうになるのも、いちいち考えなくて済むからかもしれない。そうすればなにが正しくてなにが間違っているのか、教えてくれるからだ。今まではずっとツグミがそういう役をしてくれていた。

「今、なんか言ったか？」

　と、直人が言った。

「ツグミ姉ねえ、元に戻せると思うか？」

　思わず彼はそう尋たずねていた。弱よわ音ねを吐いていると思われそうで腹立たしいが、他に話せる相手もいなかった。

「……どうだろう、な」

　やっとのことで直人はそれだけ言った。

「はっきりしねーな。言えねーのかよずばっと」

　正宗は苛いら々いらして地面に落ちていた小石を遠くに投げる。こんなにはっきりしない人間が「番ばん人にん」とは──。

「はっきり言えば、納なつ得とくできるのか？」

　突然、直人が厳きびしい声で言った。その声は前の「番人」の孝たか臣おみにそっくりだった。

　すっと胸のあたりが冷える。はっきり言われたところで納得できない。「赤い目」を倒さない限り、今のツグミを助ける方法はない。しかし、今の自分たちには「赤い目」を倒す方法がない。

「なんでこんなこと、考えなきゃいけねーんだ」

　正宗は口の中でつぶやいた。自分もツグミもなにも悪いことはしていなかった。ただあの家で静かに暮らし、これからもずっと一緒にいたいと思っていただけだ。

（君は難しい選択を迫られるかもしれない）

　最後に話した時の孝たか臣おみの言葉が蘇よみがえった。

（あいつ、このこと分かってたのか……？）

　いや、なにが起こるか分からない、とも言っていた。多分、なにかの悪い予感ぐらいのものだろう。どういうことなのか、もう少しちゃんと聞けばよかった。

　他にも言っていたことがある。その選択が試し練れんになる、とか。

「……俺おれの試練、か」

　なにか起こった時、ケリをつけられるのはお前だ、と言われている気がする。試練であるなら、きっとそこから逃れることはできないのだろう。

　覚かく悟ごを決めなければならない。

「来たわ」

　突然、綾あや乃のが口を開いた。

　その時、鉄製の校門が赤く輝き始めた。崩れ落ちるように真まん中なかの部分がぐにゃりと溶け、赤く灼やけた液体と化して地面に広がった。

　反射的に立ち上がる──ついに来た。

　レインコートを着たツグミが姿を現す。その両手は真まっ白しろに輝いていた。

「……決着を付けましょう」

　と、「赤い目」は言った。




「赤い目」はまっすぐに「番ばん人にん」たちのいる方へ歩きながら、全身の温度を上げていく。レインコートのビニールがどろりと溶けて地面に流れ落ちた。

　白く輝く体から熱ねつ風ぷうが広がっていくのを感じる──グラウンドを確認したが、戦いの場所としてはシンプルだった。武器になるようなものも、盾たてになるようなものもない。「赤い目」はかすかに唇くちびるを歪ゆがませた。

　彼らはこれ以上の被害を恐れてこの場所を選んだのだろうが、すぐに愚おろかな選択だと思い知るはずだ。なにも道具がなければ、彼らは接近戦せんを選ばざるを得ない。そうなれば体そのものが武器であるこちらの方がずっと有利だった。

「……あら？」

　グラウンドの中央まで達した時、彼女は首をかしげた。直なお人とと正まさ宗むねはトラックの外にある倉庫の方へ退のこうとしている。残っているのは王の娘むすめ一人だった。

「お前だけでわたしの相手をするの？」

　綾乃の手には半はん透とう明めいの黒い鍵かぎ──パンタソスが握られているだけだ。

　その問いに返事はかえってこない。彼女は姿勢を低くして、一気に駆け寄ってくる。しかし熱ねつ風ぷうに遮さえぎられて彼女の動きは鈍い。余よ裕ゆうをもって横に移動すると、黒い鍵かぎを持つ彼女の腕をつかんだ。

　じゅっと肉の焦こげる音と、嫌な臭においのする煙が一緒に上がった。

　一いつ瞬しゆんだけ背せ筋すじを震わせてから、綾あや乃のは高熱の手を振り払って背後に飛んだ。彼女の腕には黒い焦げ痕あとがくっきりと刻みこまれている。しかし、見る間にその怪け我がは薄れ、元通りの滑なめらかな皮ひ膚ふで覆おおわれていった。

「……そういうことなの」

　彼らの意図にようやく気付いた。綾乃ならどんな火傷やけどを負ってもすぐに治ち癒ゆする。傷つけられることを覚かく悟ごで、「赤い目」に黒い鍵を突き刺そうとしているのだ。

　思わず「番ばん人にん」たちの方を振り返った。彼らは倉庫のそばで、不安げに戦いを見守っている。正まさ宗むねならともかく、「番人」が綾乃一人ひとりに危険を強いる作戦をとるとは思わなかった。さっきツグミと戦った時ですら、盾たてになった綾乃に怒りをぶつけていたのに。

　きっと犠ぎ牲せいがなければ勝てないと踏んだのだろう。特に綾乃が言いそうなことだ。「赤い目」の口元の笑えみがさらに広がった。

「お前たち、それで覚悟を決めたつもり？」

　本当に今の「番人」たちは甘い──これならまだ先代の孝たか臣おみの方がまだ手て強ごわかった。

「……なにを言いたいの？」

　やっと綾乃が口を開いた。

「その程度の考えでは、この体に鍵を刺すことができないということよ」

　そう言い放つと「赤い目」は意識を集中させ、全身の温度をさらに上げる。皮膚から放たれる白い光が勢いを増した。彼女は綾乃の方へ一歩踏ふみ出す。地面に埋め込まれているゴム製のマーカーが、近付いただけで泡あわを立てて溶けた。

　綾乃の顔色ははっきりと変わった。

「温度を上げれば、触れるまでもなくお前の肉体など溶かすことができる……夢ゆめ神がみの回復力りよくがあったとしても、わたしのそばまで近づけるかしら？」

　綾乃はうつむいたまま地面のマーカーを見つめている。ゴムの刺し激げき臭しゆうがあたりに漂う。一瞬迷ってから、いきなりこちらに駆け出してきた。あくまで攻撃を仕掛けるつもりだ。確かに他の選択肢しはない。

「赤い目」も笑いながら相手に突進する。距離が縮まるにつれて、綾乃の全身の皮膚が焼けただれていく。身に着けていた服が一気に炎ほのおを上げた。長い髪かみの毛がよじれながらばらばらにちぎれ、火ひの粉ことなって空中に散った。

　もはや体のどの部ぶ位いも原げん形けいを留めておらず、緩かん慢まんな動きしかできなかったが、彼女はパンタソスを握りしめて振り上げる。「赤い目」はあっさりとパンタソスをはじき飛ばし、その手を彼女のあごの下に差しこんだ。たちまち首くび筋すじの肉が溶け、さらに煙と共に空中へ気き化かし始める。

　綾あや乃のの口から断だん末まつ魔まの叫び声が上がった。このまま高熱に晒さらされ続ければ、さすがの王の娘も夢ゆめ神がみとしての肉体を失うことになるはずだ──自分と同じ苦痛を彼女が味わうと思うと、笑いをこらえることができなかった。

　相手の首をつかんだまま、「赤い目」が背を逸そらして哄こう笑しようしようとする。

　不意に両耳みみがかすかな機械の作動音おんをとらえる。いつのまにか周囲の地面から、円えん盤ばん形けいの機械のようなものがいくつもせり出してきた。

「あっ……」

　次の瞬しゆん間かん、大量の水を全身に浴びる。グラウンドに水をまくためのスプリンクラーだった。倉庫の前にある操そう作さ盤ばんを正まさ宗むねがいじっている。

　しかもどのノズルも向きを調整されており、ちょうど「赤い目」のいる付近に放水が集中するようになっていた。

　彼女の肉体はあっという間に冷えていく。逆らって温度を上げようとすれば、ツグミの体にさらなる負ふ荷かをかける。完全に存在が消えかねない。

　あたりが水蒸気の白い煙で包まれ、完全に相手の姿を見失った。しかし、彼女自じ身しんの肉体からは完全に光が消えていなかった。

（くっ……）

　綾乃の体を投げ捨てて向きを変える。とにかくこの霧きりから一度逃のがれて──。

「……遅おせえよ」

　すぐそばから「番ばん人にん」の声が聞こえる。反射的に顔を庇かばった右の手のひらに、モーフィアスが深々と突き刺さった。
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　放水が止まって霧が流れると、静止した夢神を中心に巨大な池ができていた。

　直なお人とはうずくまっている綾乃に近付いていった。彼女の肉体はだいぶ元の姿に戻りつつあるが、着ている服は全部焼やけ落ちてしまっていた。直人は倉庫に併へい設せつされた体育部の部室棟とうから戻ってきたところだった。誰かが置きっぱなしにしていたジャージの上下を手にしている。

「無む茶ちやしすぎだろ、お前」

　目をそらしながら綾乃に手渡すと、ごそごそと衣きぬ擦ずれの音が聞こえ始める。見てはいけないと思いつつも、全身に負った火傷やけどがどうなっているか心配だった。

「……わたしだって、ここまでひどく火傷するなんて思ってなかったわよ」

　喉のどのあたりを特に激しく焼かれたせいか、風邪かぜを引いているように声がざらついていた。

「でも、他に方法はなかったでしょう？」

　確かに綾あや乃のがグラウンドの中心に残らなければ、「赤い目」がそちらへ向かうはずがない。戦って傷ついたとしても、彼女なら回復できる。

　合理的な判断だと頭では分かっていたが、どうしても割り切れなかった。

「……直なお人とは気にしすぎるのよ」

　そうかもしれない、と思った。というより、大事なところで覚かく悟ごが足りない気がする。

「おい」

　正まさ宗むねが声をかけてくる──と、いきなり直人の羽は織おっていた半はん袖そでのシャツを剝はぎ取った。

「ちょ、なに……」

「借りるぞ」

　シャツを抱えて向かったのはツグミのところだった。全身の光を失った彼女も服を着ていない。正宗はむきだしの肩にシャツをかける。

　すると、赤い瞳ひとみがぎょろりと動いた。

「なにをやっているの」

　と、「赤い目」がせせら笑った。

「ここにいるのはツグミじゃないわ。わたしよ」

　正宗はすらりと刀を抜いて、彼女の首くび筋すじに刀とう身しんを当てる。

「……お前、ツグミ姉ねえから出て行くつもりはねーか？」

　さすがの「赤い目」も呆あつ気けに取られたらしい。不意に忍しのび笑いを洩もらした。

「バカな男ね……まだツグミを取り戻せると思っているの？　彼女をよく見るといいわ」

　その言葉に、直人も目を凝こらした。

　ツグミは右手をかざしたポーズで立っていた。手と顔が同時に透すけて、背後の水たまりがうっすらと見えている。昨日きのう、麟りん堂どう家で見た時よりもずっと存在が薄れている。

「人間の魂たましいを取りこまずに、『赤い目』で変化した肉体を維い持じできるほど、ツグミの力は強くないわ。このまま消えていくだけ……もう手遅れよ」

　ぼんやりとした目付きのまま、正宗は突っ立っていた。首を斬きろうとも刀を引こうともしなかった。

「結局、お前はなにがしたいんだ？」

　感情のこもらない声で彼は言った。

「……なんで、ツグミ姉にこんなことしたんだ？」

　相手は答えようとしなかった。くすくす笑いが唇くちびるから洩もれてくる。その声は最初は小さく、尻しり上あがりに大きくなっていく。やがて耳を塞ふさぎたくなるような絶ぜつ叫きように近くなった。

　様よう子すがおかしい。直人がそう思った時、彼女の右手に刺さっていたモーフィアスが、ぽとりと水の中に落ちた。

「えっ？」

　夢ゆめ神がみが自じ力りきで鍵かぎを抜けるはずがない。一体どうして──。

　直なお人とは自分の目を疑った。ツグミの右腕が消失していた。夢神としての体を維い持じすることができなくなったのだ。存在しないものに刺さる鍵などない。




　ツグミの左手が白く輝き、首くび筋すじに突きつけられた刃やいばを握る。たちまち刀とう身しんが溶け、ぐにゃりと紙のように曲がってしまった。正まさ宗むねは日本刀とうを捨て、さっき拾ったパンタソスを取り出す。

　これで相手の動きを止められるはずだった──が。

「くそっ」

　鍵は半分の長さしかなかった。尖せん端たんの部分の存在が失われている。こんな時に存在が不安定になってしまっている。

　正宗を追い越した直人が、水たまりからモーフィアスを拾い上げる。ツグミに突進しようとした途と端たん、炸さく裂れつしたかのようにツグミの左手が輝いた。熱ねつ風ぷうがさざ波のように周囲に広がる。今までとは比べものにならないほど、強い熱を伴う光だった。

「うっ？」

　直人は目を覆おおってうずくまった。

「止まりなさい、扉とびらの民たみ」

　怒ど気きを孕はらんだ声で「赤い目」が言った。正宗のいる場所から、直人が後ろ手で水面に鍵を差しているのが見える。そして、音もなく出現したあらずの扉を、手て探さぐりのまま扉を開けようとする──。

「死にたいの、『番ばん人にん』」

　厳きびしい口く調ちように直人の動きがぴたりと止まった。

「わたしは今、すべての力を手に左手に集中させているわ。もしこの左手で水たまりに触れたらどうなると思う？」

　正宗は飛びかかる姿勢を取る。水に触ったらなんだというのだろう。

「……爆発が起きるわ」

　ジャージ姿の綾あや乃のが背後から肩に手をかけてくる。

「超ちよう高温の物質に水が触れると、水すい素そガスが発生する。それに引いん火かしたら……」

「そう。お前たちは粉こな々ごなに吹っ飛ぶわ。もちろんこのツグミの体も一緒にね……さすがの王の娘でも無事では済まないわ」

　綾乃の頰ほおがぴくりと震えた。上じよう機き嫌げんで「赤い目」が話している間も、左手の光と熱はさらに強くなっていた。

　ふと、正宗はツグミの足元がふらふら揺れていることに気付いた。水たまりについた右足も、存在が消えかけていた。

「ツグミ姉ねえ……畜ちく生しよう」

　正まさ宗むねはぎゅっと目を閉じた。ツグミの力が尽き、爆発が起こればすべてが終わる。自分たちは助からない。この危機から皆を救うだけの力が欲しい。もし自分にできることがあれば、どんなことだってするのに──。

　どくん、と手の中の黒い鍵かぎが震えた。正宗はうつむいたままで目を開ける。

「なんだ、今の……？」

「……正まさくん」

　不意に懐なつかしい声が聞こえた。顔を上げると、青白い光の下でツグミが微笑ほほえんでいた。

「ツグミ姉ねえ……？」

　正宗は安あん堵どすることもできなかった。壊れかけ、小こ刻きざみに震える体の中で、「赤い目」とツグミの意い思しが争っているのがはっきり分かる。わずかな時間、ツグミが主しゆ導どう権けんを握っただけだ。

「正くん……これが、最後のチャンスよ」

　彼女は優しい声で語りかける。

「わたしね、もう自分の体を、止められない……時間が、ないの。だから、あなたに選んで欲しい……どうしたら、いいか……」

　全身に戦せん慄りつが走る。選びたくない、という気持ちを抑えこんだ。ツグミはもう彼女自じ身しんの選択を済ませている。

「ここでわたしを殺せば、あなたたちは助かる……わたしを殺さなければ、あなたたちは死ぬ。その後で、きっと大おお勢ぜいの人たちが亡くなるわ」

　正宗はかすかにうなずいた。

「大勢の人たちを、死なせてもいい？」

「……よくない」

　震える声で彼は言った。口から勝かつ手てに答えが溢あふれてくる。心の奥にあった感情を、ツグミに引きずり出されているような気がした。

「わたしを、助ける方法は見つかった？」

「見つからなかった」

「他の誰かが傷つくことを、わたしが望むと思う？」

「思わない」

「すべての選択を、自らのものとして、引き受ける覚かく悟ごはある？」

　正宗の唇くちびるが震えた。この質問に答えたら、きっと後あと戻もどりはできない──なぜかはっきり分かった。まっすぐにツグミの目を見つめる。彼女は勇気づけるようにうなずいた。

　どれぐらいそうしていたのか、正宗には分からない。

　すべての感情を抱えこんだまま、彼は静かに口を開いた。

「……ある」




　二人のやりとりを聞いていた直なお人とはぎょっとした。

（まさか……これ……）

　よく似たやりとりを知っている。

「わたしを救うために、必要なものはなに？」

「……力だ」

　ツグミの問いに、正まさ宗むねが答える。

　直人は確信した。二ヶ月前、モーフィアスを綾あや乃のから受けとった時、直人が受けた「儀ぎ式しき」によく似ている──資格を得るための儀式。

「その力は、どこから来るもの？」

「どこからでもない……夢でも現実でもない……ただの無」

「無の場所へ、わたしを送り出すものはなに？」

「刃やいば」

「刃を得るために、必要なものは？」

「…………鍵かぎ」

　正宗の握りしめている鍵が、激しく震え始めた。

　ふと、ツグミの視線が直人を向く。

「その扉とびらを、開けて下さい……モーフィアスと違って、扉を開けていないと使えないの。不完全な鍵、だから」

「え……」

「……どうか、お願いします」

　直人は取っ手を握りしめたまま凍りつく。ツグミを止めなければならない。しかし、彼女を犠ぎ牲せいにすることにどうしても納なつ得とくがいかなかった。

「……早くしろ」

　正宗がツグミを見つめたままで言った。

「俺おれには扉が開けられねえ……お前に頼るしかねーんだ」

「でも……」

「早くしろ！　俺の決心が鈍るんだよ！」

　彼の口から悲鳴に似た叫びが上がった。直人は取っ手を握る手に力をこめた。この二人は自分よりずっと辛つらい選択をしているはずだ。ここでためらっていいはずがない。

「くそっ！」

　直人は一気に扉を開け放った。あたりに赤い光が溢あふれ出してくる。

　パンタソスがみるみるうちに大きく膨ふくれ上がり、真の姿へと変化していく。装そう飾しよくの施ほどこされた長い柄つか。角かく張ばった刃を持つ頭の部分──どこか鍵に似ていたが、もう鍵とは呼べなかった。

　それは大きな黒い斧おのだった。

「これで、あなたは資格を得たわ」

　ツグミが微笑ほほえみかけた。

「わたしを、殺す資格よ……それが、あなたの役割でもあるの」




　パンタソスを手にした瞬しゆん間かん、正まさ宗むねはすべてを悟さとった──これは夢ゆめ神がみの肉体を無に返す武器。自分はこの世界に迷いこむ夢神を見守り、管理する一族の末まつ裔えいだった。「番ばん人にん」に従う「宮みや守もり」の名を持つ扉とびらの民たみ。「あらずの扉」を開けることはできないが、この刃やいばで夢神を屠ほふることを許されている。

「……これが、俺おれの役割だ」

　彼は自分の意志で選択した──ツグミを殺す、と。

　孝たか臣おみの言った通り、これが正宗にとって、扉の民としての試し練れんだった。斧おのをかざして熱ねつ風ぷうに耐えながら、一歩前に踏み出した。

　突然、ツグミの表情がくるりと変わり、別の意い思しが顔に現れる。

「ツグミを殺してもいいの？　もうお前のところには戻ってこないわよ？」

　それは「赤い目」の言葉だった。しかし、まだ体の自由を取り戻してはいないらしい。震えは大きくなっているが、高く掲げた左手はそのままだった。

「それはお前の望みなの？」
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「……俺おれの望みは、お前を殺すことだ。決まってんだろ、ボケ」

　ツグミを見つめたまま、正まさ宗むねは言った。

「いつか必ずお前を狩かる……そんだけ憶おぼえとけ」

　それは憎しみというより、純じゆん粋すいな決意だった。

「お前にわたしを殺せると思う？　その斧おので斬きれるものは、肉体を持つ夢ゆめ神がみだけよ」

　答える価か値ちもない。武器の問題などではなかった。

　正宗はツグミの前で立ち止まり、片手で高々と斧を振り上げる。すでに彼女の右足はほとんど消えかかり、左足一本で立っている。

　彼はツグミを見つめる。

　なぜかここが自分の家で、ツグミに出迎えられた気がした。

「ただいま、ツグミ姉ねえ」

　そうつぶやきながら、斧を振り下ろした。斬ざん撃げきはツグミの左腕から胴どう体たいにかけて斜めに走った。その軌き跡せきに沿って、ツグミの体が消失する──高熱を放っていた左手の光も同時に消えた。

　ツグミの体は真まっ二ぷたつに分ぶん断だんされ、ばしゃりと水の中に落ちる。赤い霧きりのようなものがどっと切断面から溢あふれ出て、煙のように上へと立ちのぼる。

　正宗はその行方ゆくえを目で追った。「赤い目」は西日に染まる空に散っていき、やがて見えなくなった。きっとまた新しく取り憑つく相手を捜すのだろう。

　不意に足下からかすかに声がした。水の中に落ちたツグミの上半身が、目を開けて彼を見上げていた。

「ツグミ姉……？」

　名前を呼ぶと、彼女はにっこりと笑いかけてきた。

「……お帰りなさい。正まさくん」
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　彼女と出会ったのは、五歳さいの頃だった。

　十六になるまで、ずっと一緒だった。




　水たまりに座りこんだ正宗は、上半身だけになったツグミの体を腕に抱いている。

　撫なで続けている彼女の髪かみは、少しずつ透すき通っていき、手て触ざわりも曖あい昧まいになりつつあった。

　彼女は首をかすかに動かして、正宗の指に鼻を近づけた。

「……なんだよ、ツグミ姉」

「バニラの、香りがする」

　ツグミはそう言ってはにかんだ。思わず自分の鼻で指を嗅かいでみる。鉄と血の入り交じった臭においしかしなかった。

「俺おれにはしねえけど……昨日きのう、プリン作ったせいかな」

「……少ししか、食べられなかったわ。せっかく、作ってくれたのに」

「気にすんなって……」

　また作ってやるから、といつもなら言っていたはずだ。

　でも、二度と「また」の機会はない。

「わたし、あなたの帰りを、いつも待ってる……って、言ったでしょう？」

　遠い目で空を見つめながら、彼女はつぶやいた。

「……あれは、噓うそ」

「えっ？」

　思わず髪かみをたぐる手が止まった。

「本当は、そうしたくなかった……待つだけじゃなく、一緒に外へ出たかった……それが、わたしの秘密」

　ツグミに「秘密」があったことを、今さらながら思い出した。

「ホントか、それ……？」

　ツグミはうなずいた。今までそんな素そ振ぶりを一度も見せたことはなかった。

「ずっと、隠かくしてたわ……でも、それを『赤い目』に、見み透すかされたの」

「なんでそんな……」

　喉のど元もとまでこみ上げてくるものを必死にこらえた。

「なんでそんなこと隠してたんだ？　俺に話せばよかったじゃねーか。そうしたら、俺が……」

　正まさ宗むねは口をつぐんだ。自分になにができたというのだろう。彼女の願いを叶かなえるような力など、なにも持っていなかった。

「わたし、いつでも、あなたと一緒に、いたかった……」

　まるで夢を見ているように、彼女の言葉はうつろだった。もう聞き取るのも難しくなっていた。

「伝えるのが、こわかったの……わたしの、気持ち」

　ツグミは正宗の目をまっすぐに見上げた。もう顔の輪りん郭かくはぼやけ、表情もはっきりしなかった。抱いている腕の感かん触しよくも、ほとんどなくなっている。




「わたし、あなたが好きでした」




　正宗は歯を食いしばってうつむいた。堪こらえようとする努力もその言葉ですべて無になった。熱いものが目の奥から溢あふれてきて、頰ほおからあごに伝って膝ひざにぽたぽたと落ちた。

　もう彼の腕の中には誰もいなかった。

「ツグミ姉ねえ……なんだよ」

　同じ言葉を返す暇ひまもなかった。せめてあとほんの少しだけ待ってほしかった。

　誰もいない空間に向かって、正まさ宗むねは泣きじゃくりながらつぶやいた。

「そんなの秘密でも、なんでもねえだろ……ずっと昔から」




　夕ゆう闇やみの迫るグラウンドの真まん中なかで、正宗は声を上げて泣き続けている。直なお人とと綾あや乃のはその後ろ姿を見つめていた。

「……俺おれ、なんにもできなかった」

　突然、直人は口を開いた。え？　と綾乃は聞き返す。薄うす暗くらがりの中で、彼の顔は苦しげに歪ゆがんでいた。

「俺にも、ツグミさんを倒す機会はあった……でも、あいつみたいに覚かく悟ごができなかった」

　直人が顔を向けてきた。

「お前、言っただろ。『番ばん人にん』なんだから、俺がやらなきゃいけないって」

　綾乃は曖あい昧まいにうなずく。

（もしこうなったのがお前だったらって思うと）

　商店街の大通りで、直人の叫んだ言葉が耳の奥にはっきり残っている。あの時、嬉うれしいという気持ちを抑えきれなかった。こんな風ふうにわたしを思っていてくれたんだ、と思った。
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　でも、それを伝えていいのか、彼女には分からない。

「それでも俺おれは納なつ得とくいかない。こんなの間違ってる……なにも悪いことしてないのに、死ぬなんてあっていいことじゃない」

　ぐっと直なお人とは歯を食いしばった。

「次にこういうことがあっても、俺にはやっぱり殺すなんてことはできない……もっともっと考えて、別の方法を探す。誰も死ななくていいやり方が、きっとあるはずだ」

　甘い、と言うことはもちろんできた。「番ばん人にん」ならどこかで決断しなければならない時があるはずだ。でも、こういう甘さは直人らしい──彼の考え方は好きだと思った。きっと今いま言ったとおり、真剣に考えて別の方法を探そうとするだろう。

「……間違ってると思うか？」

　綾あや乃のは黙っている。

　伝えたい気持ちは沢たく山さんあるはずなのに、どれもうまく言葉にならなかった。迷った末に、綾乃は直人の手を探り当てて、励ますように軽く握った。

「……綾乃？」

　彼の視線を感じたけれど、目を合わせるつもりはなかった。

　結局、直人もそれ以上なにも言わなかった。

　太陽が完全に見えなくなるまで、二人は黙ってグラウンドに立っていた。













　　　エピローグ







　焼けこげた建物を解体しているショベルカーを背景に、レポーターはカメラに向かって話し続けていた。画面の端はしには「事件から一週間・飯いい見み町ちよう爆破事件の真相・「赤い目」の謎なぞに迫る」というやたらと長いテロップが見える。




「……事件発はつ生せいからまる一週間が経たった今も、まだ事件の真相は明らかになっていません。警察は広く情報の提供を呼びかけていますが、事件の謎は深まるばかりです……」




「くっだらねー」

　正まさ宗むねがいきなりリモコンをつかんでテレビを消した。

「あれじゃなんにも言ってねーじゃんか。なあ？」

　いきなり話を振られて、棗なつめはびっくりしてチェリータルトを落としそうになった。

「あ、うん……そうだね」

「真相が分かったら逆に大おお騒さわぎになるだろ……分からない方がいいんじゃないのか？」

　直なお人とは呆あきれながら空からになったコップをテーブルに置いた。夢ゆめ神がみや扉とびらの民たみについて、知っている者はほとんどいない──もし自分たちの存在が知られたらどんなことになるのか、直人には想そう像ぞうがつかなかった。

　ここは岸きし杜もり家のリビング。

　直人と綾あや乃のと棗なつめ、それに正まさ宗むねをくわえた四人でローテーブルを囲んでいる。自分を誘ゆう拐かいした人間と普通に話しているのはおかしな気分だったが、何度か回を重ねるうちに慣れてしまった。こうして食べているのも、さっきキッチンで正宗の焼いたチェリータルトだ。

　彼は麟りん堂どう家の焼け跡にプレハブ小屋を建てて暮らしている。このマンションへ引っ越せと直人は再さい三さん言っているが、本人は「なにもなくたってあそこは俺おれんちだから」と繰り返すだけだった。

　一週間経たっても、事件の余よ波はは未だに続いている。二ヶ月前の「ヨミジ」の事件や、行方ゆくえ不明者の多発も「赤い目」に結びつけようとする動きが出始めていた。

「それにしても、『赤い目』って名前はすっかり定着したわね」

　綾乃はタルトの残りを口に入れる。事件前と変わったことの一つがそれだった。今「赤い目」を知らない者はこの町にいない。この町に潜ひそむ謎なぞの怪かい物ぶつ、という以外にはっきりした噂うわさは今のところ流れていない。逆に曖あい昧まいなところが人々の不安をかき立てているようだった。

　こういう状況も「赤い目」の策さく略りやくで、なにかの準備の一部なのかもしれない。

「でも、『赤い目』はどこにいるんだろうな」

　直人がつぶやくと、重い沈ちん黙もくが降りた。この一週間、場所が分かっている「結けつ界かい」をすべて回ってみたが、なんの手がかりも見つからなかった。

「特定の場所にいるわけじゃないのかも。存在がはっきりしていないんでしょう？」

　と、棗は言った。すると、直人と綾乃がちらりと視線を合わせる。

「でも、あいつはなにかの目的に沿って行動していると思う。だとすると……」

　直人の言葉を綾乃が引き継いだ。

「……どこか特定の場所にいると考える方が自然だわ。どこにでもいる状態では、実質的になにもしていないのと同じだもの」

「な、なるほど……」

　あの事件の後、綾乃と直人の関係も少し変わった。さらに息がぴったり合うようになったと思う。なにがあったのか知りたいけれど、今のところ訊きく機会がない。

「……コップ、片付けようか」

　なんとなくいたたまれなくなって、皆の前にあった空のコップをトレーに載せた。

「あ、悪いな」

「なんで棗にやらせてるのよ。お客さんでしょ」

　という二人の会話を聞き流して、棗なつめはキッチンにコップを運んでいった。せっかくだから洗った方がいいかもしれない。シンクにコップを移していると、リビングから三人の話の続きが聞こえてきた。

「『赤い目』は俺おれらも狙ってんだろうから、俺らの情報が入りやすい場所にいるってのもアリかもしれねーな」

「どこだよ、それ。言うのは簡単だけど……」

「でも、わたしたちが想そう像ぞうもしてない場所に潜ひそんでいる可能性はあるわ」

　棗は水を出して、スポンジでコップをこすり始める。途と中ちゆうで手を止めて、なんとなくため息をついた。




　ため息と一緒に、唇くちびるから赤い霧きりのようなものがかすかに洩もれる。

　彼女自じ身しんもまだ、そのことに気付いていない。








〈了〉　















　　　あとがき







『モーフィアスの教室』三巻、いかがでしたでしょうか。

　この本を手に取って下さっている皆さん、ありがとうございます。あとがきから先に読まれる方のために、例によってなるべくストーリーに関係ない話を書きましょう。




　ぼくの小説にはたまに料理を作る場面が出てきますけど、だいたいぼく自身が一度は作ったものばかりです。この本で登場人物の一人が作るカスタードプリンもそうです。

　まだ実家に住んでいた頃、夜中にふとプリンが食べたくなったことがありました。

　店で売られているようなものではなく、まだ冷蔵庫に入れる前の、温かくてほんのり生なまクリームの香りがするできたてのカスタードプリン。といっても誰かに作ってもらうわけにもいかず、仕方なく古い料理本を引っ張り出して自分で作ることにしました。

　キッチンでごそごそやっていると、トイレに起きてきた親にいるはずのない生き物でも見るような目をされました。まあ、午前三時に卵らん黄おうとグラニュー糖とうを真ま顔がおで混ぜている息子むすこも相当アレだとは思いますが、無言で立ち去る前にその……少しは質問して欲しかったような……

　ちょうどそれがデビュー作を書く直前あたりで、今いま振り返ってみるとその体験がぼくの人生に多大な影えい響きようを与えた……わけでは全然ありませんけど、とにかく今でも時とき々どき自分でプリンを作ります。クレームブリュレを作るためのバーナーも持ってます。プリンの表面を焼くのにとても便利な道具ですが、他に使い道はほとんどありません。

　焼き菓が子しに比べると難なん易い度どが低いし、特別な道具も必要ないので、オーブンはないけどとりあえずお菓子作りに挑ちよう戦せんしたい人にはオススメです。なんの話だ。




　えー、強ごう引いんに話を変えますと、とにかく今後とも『モーフィアスの教室』をよろしくお願いします。四巻もなるべく早めにお届けするつもりであります。

　六月発売の電でん撃げき文庫マガジンＶｏｌ．２にも『モーフィアスの教室』の短編が掲けい載さいされる予定です。もちろん椎しい名なさんの素晴らしいイラストつきです。どうぞお楽しみに。プリンは出てきません。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。外出時にはデジカメで目に付いたものを撮影することにしていますが、撮った画像を整理しないので、後から見ても思い出せないことがたまにあります。この画像はそんな一枚。多分地底。なんかの工事中。俺はここでなにをしてたんだろう……。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞金賞受賞者。電撃文庫では、『月と貴女に花束を』、『麒麟は一途に恋をする』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』、『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。現在「電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」誌上にて、イラストストーリー『青の楽園〈エデン〉』連載中。
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